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課題名 生育指標に基づく黒大豆の高品質・安定生産技

術実証 

１ 区 分 一般・県単 
２ 期 間 平成24年～26年度 
３ 担 当 北部農業・加工流通部 

４ 目 的 

簡易水分計の普及を図る。亜リン酸肥料の作用機作

を解明し、さらなる技術的展開の可能性を示す。高品

質安定栽培の目標とすべき生育パラメータを探る。特

に煮豆適性と品質、生育の関連性を検討する。 
５ 成果の要約 

(1) 目標収量・品質の達成のための技術実証 
 落葉促進のために 30％塩水とジクワット水和剤

（100倍）を10/10に散布した。その結果、落葉は

ジクワット（処理8日後）、30％塩水（処理16日後）

の順に早まったが、収量、2L率、百粒重は無施用＞

30％塩水＞ジクワット、屑重はその逆順となった。 
 亜リン酸施用区は、無施用区より 12～18％も多

莢であった。 
 簡易型水分計の指示値（60cm 以下で灌水）によ

り開花前の７月下旬に灌水すると、生育が旺盛とな

り節数が増え、増収することが分かった。 
(2) 目標収量・品質達成のための補完試験 

 品種・系統間の比較を可能とする効率的な煮豆調

整方法として、60℃2 時間浸漬処理法を開発した。

煮豆の硬さの評価基準として、レオメーターを用い

た破断荷重と破断エネルギーの値が有効であった。 
 煮豆の物性について、硬さ評価は破断荷重値で、

粘り評価はV値（=もろさ歪率/もろさ荷重）でそれ

ぞれ評価できることが明らかとなった。 
 煮豆関連形質の遺伝率について、子実特性では重

量及び形状、成分特性ではスクロース及びカルシウ

ム、煮豆特性では浸漬子実長増加比及び粘りに関係

するもろさ歪率やV値の遺伝率が比較的高かった。 
 登熟期の気象条件と煮豆関連形質との関係では、

登熟期後半 (開花後46-90日) の平均気温は、カルシ

ウムとの間に正の相関、スクロースとの間に負の相

関がみられた。また、破断荷重については、登熟全

期間の平均気温との間に負の相関がみられた。 
 煮豆破断特性は、子実成分や浸漬子実増加比等、

複数形質が複合的に影響していることが示唆され、

煮豆関連形質は、遺伝的変異だけでなく、年次 (登
熟期の気象条件等) の違いも影響すると考えられた。 

６ 成果の取り扱い 

(1) 成果の普及 
但馬地域の研修会で成果を報告した(2014)。 

(2) 成果の発表 
平成26年度試験研究成果概要書 

課題名 県特産農産物の品質評価、品質保持並びに加工

に関する試験 

(1)地域特産加工食品の品質保持技術の確立・

生もち製品(袋詰)の菌数低減 

１ 区 分 一般・県単 
２ 期 間 平成25年～26年度 
３ 担 当 北部農業・加工流通部 

４ 目 的 

もち製品の賞味期限を安定的に延長するため、雑菌

汚染状況を明らかにするとともに、脱酸素剤封入包装

および冷蔵固化による賞味期限延長について検討した。 
５ 成果の要約 

(1) 生もち製品の雑菌汚染状況 
 生もち製品に移行する菌は､原料もち米由来で蒸

し工程の加熱でも残存する耐熱性菌(芽胞菌)と、蒸

し工程後の器材､手指からの付着菌および空中落下

菌と推察された。 
(2) 脱酸素剤封入包装の限定的効果 

 脱酸素剤封入包装の効果はカビ等の好気性菌に

限定されるため、耐熱性菌等の嫌気性菌の増殖によ

るもち表面の白斑の発生は抑制できず、25℃･４週

目には白斑が発生した。 
(3) 冷蔵固化の有効性 

 冷蔵固化の工程として、搗き上げたもちを冷蔵庫

(10℃以下)で２～３日間乾燥しない状態で放置し固

化させる工程を加えると、もち製品(脱酸素剤封入包

装品)自体の菌数は増加するものの、もち表面では耐

熱性菌が増殖しにくく、25℃・６週間目までもち表

面に白斑は発生しない。冷蔵固化によりもちの性状

が、耐熱性菌の芽胞(胞子)は作るが発芽はしにくい

状態になっていると推察され、結果、常温４週間く

らいの賞味期限が可能となった。 
６ 成果の取り扱い 

(1) 成果の普及 
 平成 26 年度但馬丹波地域試験研究・普及成果発

表会で成果を報告した。 
(2) 成果の発表 

平成26年度試験研究成果概要書 
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課題名 淡路地方の園芸作物の品種選定及び栽培改善

試験 

(2)多毛作露地野菜の気象変動に対応する排水

改善・土壌水分管理技術 

１ 区 分 一般・県単 
２ 期 間 平成23年～26年度 
３ 担 当 淡路農業部 

４ 目 的 

大規模露地野菜生産の安定化をめざし、豪雨や長雨

等による冠水被害の軽減や計画的な作付け計画を実行

できる圃場の排水改善・土壌水分管理技術を確立する。 
５ 成果の要約 

(1) 冠水に強い品種を選定した結果、レタスでは「J31」、
「ゴジラ」が冠水に強く、キャベツでは「夢舞台」

が冠水に強く、品種間差異が確認できた。タマネギ

では主要６品種の中で、冠水に強い品種は存在しな

かった。 
(2) 冠水程度と被害の関係について、レタス、キャベツ、

ブロッコリー、ハクサイに共通し、結球初期までに

6 時間までの冠水であれば、事後対策により回復が

期待できるが、それ以上の冠水時間では、不結球株

の増加、枯死が増加することが明らかとなった。結

球初期以降に冠水した場合は、泥の付着等による品

質の悪化が確認できた。 
(3) 冠水後の事後対策として、尿素の50倍液を10a当

たり500リットル条間にかん注することにより、被

害の軽減が可能となる。 

(4)淡路地域の主要露地野菜の生育に適したFOEASの設

定水位として、常時田面-30cm に設定し、土壌乾燥

時には地下からの用水供給のため、地下水位を田面

0～10cm に設定することで、排水不良の無施工の圃

場と比較して、タマネギで平均20％、春どりキャベ

ツで平均23％増収し、収量が安定する。 

(5) FOEASの排水効果により平畝栽培が可能となり、タ

マネギ、キャベツでは、栽植密度を1.2倍に増加さ

せることで収量も1.2倍に増収する。 

６ 成果の取り扱い 

(1) 成果の普及 
 冠水程度と被害の関係を植え直しの基準として

活用するとともに、開発した事後対策については普

及センター等を通じて講習会で農家へ技術移転を

図る。また、FOEAS の効果的な使用方法は、農地整

備課が作成するFOEAS使用マニュアルに記載し、新

たにFOEAS施工農家を対象に普及を検討している。 
(2) 成果の発表 

園芸学会近畿支部奈良大会（2013、8） 
園芸学会大会（2014、9） 
淡路地区試験展示圃成績発表会（2015、3） 

課題名 淡路地方の園芸作物の品種選定及び栽培改善

試験 

(3)ブランド力強化に向けたタマネギ内部品質

の非破壊判別技術の実用化調査 

１ 区 分 一般・一部国庫 
２ 期 間 平成24年～26年度 
３ 担 当 淡路農業部 

４ 目 的 

大規模選果ラインに対応できる内部腐敗球の非破壊

判別技術および淡路産の特長である甘み成分など腐敗

と同時測定可能な内容成分の計測技術を検討し、品質

保証による「淡路島たまねぎ」ブランド力強化を図る。 
５ 成果の要約 

(1) 内容成分計測では、水分、Brix、果糖でラフなスク

リーニングに利用可能な検量線を作成できたが、そ

の他成分の計測は困難であった。当該測定方式では、

成分差に起因するスペクトル変動よりもサイズ、品

種特性等の要因によるスペクトル変動が大きく、デ

ータマインニングが機能しないことが示唆された。 
(2) 腐敗判別精度向上を図るため、タマネギ首方向

（BL1）、胴方向（BL2）の 2 方向の透過光を同時

計測する新方式へ改良の結果、低レベルの腐敗判別

精度が向上した。また、2 方向のスペクトル同時利

用による新しいアルゴリズムの考案、最適閾値の設

定により、レベル 2 以上腐敗混入率を 0.5％、健全

球ロスを0.7％に制御できた。 
(3) 測定時の姿勢が判別精度に与える影響を検証し、実

用機開発での姿勢の要求レベルを明らかにし、自動

供給時の姿勢制御装置の開発目標を明確化した。 
(4) 姿勢制御において、らせん状回転ローラーブラシに

より 90％以上の確率で測定に適した姿勢に整列さ

せるとともに、カメラ画像から判別不可の姿勢につ

いて再測定させる姿勢判別プログラムを開発した。 
(5) これらの技術を実装した現地実証用プロトタイプ

を完成させ、JA 選果場において実証評価の結果、

判別精度は、合計判別率で 97％、また、レベル 2
以上腐敗球混入率を 1％以内に制御可能であった。

選果速度は、手載せ供給時2,250球/時間に対し、自

動供給時 4,390 球/時間と約 2 倍の処理速度となり、

選果の高速化が図られた。 
６ 成果の取り扱い 

(1) 成果の普及 
 共同研究機関である JA と成果を共有するととも

に、冷蔵タマネギを中心に選果場への非破壊検査ラ

インの導入について検討を進めている。 
(2) 成果の発表 

園芸学会大会（2015、3） 
南あわじ市先端農業技術研究会（2015、3） 

－ 41 －
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課題名 生育指標に基づく黒大豆の高品質・安定生産技

術実証 

１ 区 分 一般・県単 
２ 期 間 平成24年～26年度 
３ 担 当 北部農業・加工流通部 

４ 目 的 

簡易水分計の普及を図る。亜リン酸肥料の作用機作

を解明し、さらなる技術的展開の可能性を示す。高品

質安定栽培の目標とすべき生育パラメータを探る。特

に煮豆適性と品質、生育の関連性を検討する。 
５ 成果の要約 

(1) 目標収量・品質の達成のための技術実証 
 落葉促進のために 30％塩水とジクワット水和剤

（100倍）を10/10に散布した。その結果、落葉は

ジクワット（処理8日後）、30％塩水（処理16日後）

の順に早まったが、収量、2L率、百粒重は無施用＞

30％塩水＞ジクワット、屑重はその逆順となった。 
 亜リン酸施用区は、無施用区より 12～18％も多

莢であった。 
 簡易型水分計の指示値（60cm 以下で灌水）によ

り開花前の７月下旬に灌水すると、生育が旺盛とな

り節数が増え、増収することが分かった。 
(2) 目標収量・品質達成のための補完試験 

 品種・系統間の比較を可能とする効率的な煮豆調

整方法として、60℃2 時間浸漬処理法を開発した。

煮豆の硬さの評価基準として、レオメーターを用い

た破断荷重と破断エネルギーの値が有効であった。 
 煮豆の物性について、硬さ評価は破断荷重値で、

粘り評価はV値（=もろさ歪率/もろさ荷重）でそれ

ぞれ評価できることが明らかとなった。 
 煮豆関連形質の遺伝率について、子実特性では重

量及び形状、成分特性ではスクロース及びカルシウ

ム、煮豆特性では浸漬子実長増加比及び粘りに関係

するもろさ歪率やV値の遺伝率が比較的高かった。 
 登熟期の気象条件と煮豆関連形質との関係では、

登熟期後半 (開花後46-90日) の平均気温は、カルシ

ウムとの間に正の相関、スクロースとの間に負の相

関がみられた。また、破断荷重については、登熟全

期間の平均気温との間に負の相関がみられた。 
 煮豆破断特性は、子実成分や浸漬子実増加比等、

複数形質が複合的に影響していることが示唆され、

煮豆関連形質は、遺伝的変異だけでなく、年次 (登
熟期の気象条件等) の違いも影響すると考えられた。 

６ 成果の取り扱い 

(1) 成果の普及 
但馬地域の研修会で成果を報告した(2014)。 

(2) 成果の発表 
平成26年度試験研究成果概要書 

課題名 県特産農産物の品質評価、品質保持並びに加工

に関する試験 

(1)地域特産加工食品の品質保持技術の確立・

生もち製品(袋詰)の菌数低減 

１ 区 分 一般・県単 
２ 期 間 平成25年～26年度 
３ 担 当 北部農業・加工流通部 

４ 目 的 

もち製品の賞味期限を安定的に延長するため、雑菌

汚染状況を明らかにするとともに、脱酸素剤封入包装

および冷蔵固化による賞味期限延長について検討した。 
５ 成果の要約 

(1) 生もち製品の雑菌汚染状況 
 生もち製品に移行する菌は､原料もち米由来で蒸

し工程の加熱でも残存する耐熱性菌(芽胞菌)と、蒸

し工程後の器材､手指からの付着菌および空中落下

菌と推察された。 
(2) 脱酸素剤封入包装の限定的効果 

 脱酸素剤封入包装の効果はカビ等の好気性菌に

限定されるため、耐熱性菌等の嫌気性菌の増殖によ

るもち表面の白斑の発生は抑制できず、25℃･４週

目には白斑が発生した。 
(3) 冷蔵固化の有効性 

 冷蔵固化の工程として、搗き上げたもちを冷蔵庫

(10℃以下)で２～３日間乾燥しない状態で放置し固

化させる工程を加えると、もち製品(脱酸素剤封入包

装品)自体の菌数は増加するものの、もち表面では耐

熱性菌が増殖しにくく、25℃・６週間目までもち表

面に白斑は発生しない。冷蔵固化によりもちの性状

が、耐熱性菌の芽胞(胞子)は作るが発芽はしにくい

状態になっていると推察され、結果、常温４週間く

らいの賞味期限が可能となった。 
６ 成果の取り扱い 

(1) 成果の普及 
 平成 26 年度但馬丹波地域試験研究・普及成果発

表会で成果を報告した。 
(2) 成果の発表 

平成26年度試験研究成果概要書 
 

 - 42 -

課題名 淡路地方の園芸作物の品種選定及び栽培改善

試験 

(2)多毛作露地野菜の気象変動に対応する排水

改善・土壌水分管理技術 

１ 区 分 一般・県単 
２ 期 間 平成23年～26年度 
３ 担 当 淡路農業部 

４ 目 的 

大規模露地野菜生産の安定化をめざし、豪雨や長雨

等による冠水被害の軽減や計画的な作付け計画を実行

できる圃場の排水改善・土壌水分管理技術を確立する。 
５ 成果の要約 

(1) 冠水に強い品種を選定した結果、レタスでは「J31」、
「ゴジラ」が冠水に強く、キャベツでは「夢舞台」

が冠水に強く、品種間差異が確認できた。タマネギ

では主要６品種の中で、冠水に強い品種は存在しな

かった。 
(2) 冠水程度と被害の関係について、レタス、キャベツ、

ブロッコリー、ハクサイに共通し、結球初期までに

6 時間までの冠水であれば、事後対策により回復が

期待できるが、それ以上の冠水時間では、不結球株

の増加、枯死が増加することが明らかとなった。結

球初期以降に冠水した場合は、泥の付着等による品

質の悪化が確認できた。 
(3) 冠水後の事後対策として、尿素の50倍液を10a当

たり500リットル条間にかん注することにより、被

害の軽減が可能となる。 

(4)淡路地域の主要露地野菜の生育に適したFOEASの設

定水位として、常時田面-30cm に設定し、土壌乾燥

時には地下からの用水供給のため、地下水位を田面

0～10cm に設定することで、排水不良の無施工の圃

場と比較して、タマネギで平均20％、春どりキャベ

ツで平均23％増収し、収量が安定する。 

(5) FOEASの排水効果により平畝栽培が可能となり、タ

マネギ、キャベツでは、栽植密度を1.2倍に増加さ

せることで収量も1.2倍に増収する。 

６ 成果の取り扱い 

(1) 成果の普及 
 冠水程度と被害の関係を植え直しの基準として

活用するとともに、開発した事後対策については普

及センター等を通じて講習会で農家へ技術移転を

図る。また、FOEAS の効果的な使用方法は、農地整

備課が作成するFOEAS使用マニュアルに記載し、新

たにFOEAS施工農家を対象に普及を検討している。 
(2) 成果の発表 

園芸学会近畿支部奈良大会（2013、8） 
園芸学会大会（2014、9） 
淡路地区試験展示圃成績発表会（2015、3） 

課題名 淡路地方の園芸作物の品種選定及び栽培改善

試験 

(3)ブランド力強化に向けたタマネギ内部品質

の非破壊判別技術の実用化調査 

１ 区 分 一般・一部国庫 
２ 期 間 平成24年～26年度 
３ 担 当 淡路農業部 

４ 目 的 

大規模選果ラインに対応できる内部腐敗球の非破壊

判別技術および淡路産の特長である甘み成分など腐敗

と同時測定可能な内容成分の計測技術を検討し、品質

保証による「淡路島たまねぎ」ブランド力強化を図る。 
５ 成果の要約 

(1) 内容成分計測では、水分、Brix、果糖でラフなスク

リーニングに利用可能な検量線を作成できたが、そ

の他成分の計測は困難であった。当該測定方式では、

成分差に起因するスペクトル変動よりもサイズ、品

種特性等の要因によるスペクトル変動が大きく、デ

ータマインニングが機能しないことが示唆された。 
(2) 腐敗判別精度向上を図るため、タマネギ首方向

（BL1）、胴方向（BL2）の 2 方向の透過光を同時

計測する新方式へ改良の結果、低レベルの腐敗判別

精度が向上した。また、2 方向のスペクトル同時利

用による新しいアルゴリズムの考案、最適閾値の設

定により、レベル 2 以上腐敗混入率を 0.5％、健全

球ロスを0.7％に制御できた。 
(3) 測定時の姿勢が判別精度に与える影響を検証し、実

用機開発での姿勢の要求レベルを明らかにし、自動

供給時の姿勢制御装置の開発目標を明確化した。 
(4) 姿勢制御において、らせん状回転ローラーブラシに

より 90％以上の確率で測定に適した姿勢に整列さ

せるとともに、カメラ画像から判別不可の姿勢につ

いて再測定させる姿勢判別プログラムを開発した。 
(5) これらの技術を実装した現地実証用プロトタイプ

を完成させ、JA 選果場において実証評価の結果、

判別精度は、合計判別率で 97％、また、レベル 2
以上腐敗球混入率を 1％以内に制御可能であった。

選果速度は、手載せ供給時2,250球/時間に対し、自

動供給時 4,390 球/時間と約 2 倍の処理速度となり、

選果の高速化が図られた。 
６ 成果の取り扱い 

(1) 成果の普及 
 共同研究機関である JA と成果を共有するととも

に、冷蔵タマネギを中心に選果場への非破壊検査ラ

インの導入について検討を進めている。 
(2) 成果の発表 

園芸学会大会（2015、3） 
南あわじ市先端農業技術研究会（2015、3） 

－ 42 －



 - 43 -

課題名 ネットと土着天敵を基幹としたホウレンソウ

総合害虫管理法の開発 

１ 区 分 一般・県単 
２ 期 間 平成24年～26年度 
３ 担 当 病害虫部 

４ 目 的  

ホウレンソウにおける農薬使用量の低減と生産性の

向上を図るため、ネット被覆及び土着天敵の利用を組

み合わせた総合防除体系を検討する。 
５ 成果の要約 

(1) 被害が新たに顕在化しているシロオビノメイガを

防除できる被覆ネットの目合いは、２mm以下であ

った。 
(2) 2㎜目合いネットを用いてトンネル被覆を行うと、

無被覆に比べてアブラムシ類では2割、アザミウマ

類では3割、コナジラミ類では3割にネット内への

侵入が抑えられ、微小害虫に対しても有効性が認め

られた。 
(3) 一方で、土着天敵昆虫（寄生蜂類）の侵入は、無被

覆に比べて7割と高く、ネットトンネル内の土着天

敵の定着が示唆された。 
(4) 害虫の発生モニタリングの方法として、粘着版の設

置方法を水平設置と垂直設置で比較したところ、捕

獲虫数は虫種によって異なったが、虫数の計数時に

おける簡便性から、粉塵などの影響を受けない垂直

設置が優れていると考えられた。 
(5) 天敵昆虫類の発生モニタリングとして、青色と黄色

の粘着板を比較したところ、黄色の方が捕獲虫数の

点で優れていた。 
(6) 以上のことから、ネットと土着天敵を基幹とした

ホウレンソウの総合的害虫管理法として、２㎜目合

いのネットトンネル被覆（すその押さえ有り）の有

効性が明らかになった。害虫、天敵昆虫類のモニタ

リングにおいては黄色粘着板の垂直設置が優れて

いることが明らかになった。 

６ 成果の取り扱い 

(1) 成果の普及 
研修会等で紹介する。 

(2) 成果の発表 
なし。 

 

課題名 総合防除のためのハスモンヨトウ発生予測支

援技術の開発 

１ 区 分 一般・県単 
２ 期 間 平成24年～26年度 
３ 担 当 病害虫部 

４ 目 的  

フェロモントラップを利用したハスモンヨトウの次

世代発生予測の精度向上。 

５ 成果の要約 

(1) 農林水産技術センター屋上（加西市）に設置した

フェロモントラップでの捕獲数は、場内農耕地に設

置したものより 1/7～1/3 程度と少なかったが、捕

獲数のピークは明確であった。 

(2) 場内（加西市）野菜ほ場に設置したトラップでは、

捕獲数の変動が大きく、捕獲数ピークが不明確であ

った。 

(3) 捕獲推移を解析したところ、屋上トラップ（周囲

に発生源のない場所）の誘引数推移の谷部分の捕獲

数は農耕地とほぼ同等であったが、ピーク時では農

耕地が屋上より 2～3 倍多くみられ、較差の大きい

データとなっていることが分かった。 

(4) たつの市のトラップ（龍野総合庁舎バルコニーお

よび近辺の草地）では、捕獲数に差がみられたが両

トラップの捕獲数ピークは明確で、ほぼ一致してい

た。朝来市のトラップ（和田山庁舎バルコニーおよ

び駐車場）においても、上記と同様の傾向を示した。

これらのことから、発生予察のためのハスモンヨト

ウのフェロモントラップの設置場所は、農耕地でな

くてもよいと考えられた。  

(5) 場内（加西市）、たつの市、朝来市のデータによる

次世代成虫発生ピークの予測では、有効積算温度シ

ミュレーションの気温データを 2.0〜4.0℃プラス

補正（予測地点、採用する気温データによる）する

ことで適合性が高くなることがわかった。 

(6) 以上のことを総合し、JPPネットの有効積算温度シ

ミュレーションメニューおいて、アメダスデータと

気温補正機能を利用することで、適合性の高い次世

代発生時期予測が可能であることを示した。  

６ 成果の取り扱い 

(1) 成果の普及 
研修会等で紹介する。 

(2) 成果の発表 

なし。 
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課題名 タマネギ黒かび病に対する防除技術の検討 

１ 区 分 一般・県単 

２ 期 間 平成26年度 

３ 担 当 病害虫部 

４ 目 的 

本病に対する、基礎的な生態、薬剤感受性などを検討

することにより、本病防除の可能性を探る。 

５ 成果の要約 

(1) 4 月下旬以降、時期を変えて採取したタマネギ鱗

茎を 40℃の高温で保存するとすべての採取時期で

発病が認められたが、種子からは病原菌は分離され

なかった。 

(2) タマネギ栽培履歴のある圃場に埋設したタマネギ

鱗片からは病原菌が分離されたことから、主な感染

源は土壌であると考えられた。 

(3) 室内試験において、殺菌剤のベノミル、プロシミ

ドン、アゾキシストロビンを供試して、黒かび病菌

の感受性を検定したところ、プロシミドンに対して

感受性の低い菌株が見いだされた。 

(4) 圃場試験において、アゾキシストロビン、ベノミ

ルの収穫直前散布の効果は、認められるもののやや

低かった。       

(5) 炭酸カルシウム 100kg/10a の収穫直前散布は防除

価 70 と効果はあったが、表面に汚れが認められ実

用的でなかった。 

６ 成果の取り扱い 

(1) 成果の普及 

淡路地区営農指導推進協議会等を通じて移転する。 

(2) 成果の発表 

なし  

 

(3) 重点領域研究 

 

課題名 カラーリーフプランツの着色機構の解明 

１ 区 分 重点領域研究・県単 
２ 期 間 平成26年度 
３ 担 当 農産園芸部 

４ 目 的 

花壇苗で近年需要の多いカラーリーフプランツにつ

いて、県内の主要品目となっているアキランサス（ア

ルテルナンテラ）およびハボタンについて、葉が着色

する条件と色素構成および色素量の変化を明らかにす

る。 
５ 成果の要約 

(1) アキランサスの着色機構 
 アキランサスの葉色を構成する主要な色素はベタ

レインで、このうち、赤紫色を発色するベタシアニ

ンおよび黄色を発色するベタキサンチンの量によ

り、葉が赤、オレンジ、黄色を呈することを明らか

にした。ベタレインの主要な成分は、ベタシアニン

のアマランチンおよびベタキサンチンのドーパミ

ン-ベタキサンチンと推定された。 

 また、着色に及ぼす温度条件を明らかにするため、

30/25℃（昼温/夜温）（高温区）および25/20℃（低

温区）に設定した人工気象室で植物を育成した。そ

の結果、高温区では葉色は緑色で変化しないが、低

温区では着色し、この温度域で葉色が変化すること

が明らかとなった。また、ベタレインは高温区、低

温区ともに同程度の量が含まれていたことから、高

温区ではクロロフィルが多量にが含まれるため緑

色になり、低温区ではクロロフィルが分解されベタ

レインの色が表出することで、着色することが明ら

かになった。 

(2) ハボタンの着色機構 
 ハボタンの着色は、紅色種はアントシアニン、白

色種はフラボノイドによるもので、温度の低下に伴

い、合成量が増加することが分かった。紅色種の主

要なアントシアニンの種類について、品種による違

いはなかった。アントシアニンの構成比は品種によ

って異なり、葉色の違いに表れると考えられた。 
６ 成果の取り扱い 

(1) 成果の普及 
 鉢花・花壇用苗物部会や普及指導員の研修会等で

情報提供を行う。 
(2) 成果の発表 

園芸学会で発表予定（平成27年9月）。 
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課題名 ネットと土着天敵を基幹としたホウレンソウ

総合害虫管理法の開発 

１ 区 分 一般・県単 
２ 期 間 平成24年～26年度 
３ 担 当 病害虫部 

４ 目 的  

ホウレンソウにおける農薬使用量の低減と生産性の

向上を図るため、ネット被覆及び土着天敵の利用を組

み合わせた総合防除体系を検討する。 
５ 成果の要約 

(1) 被害が新たに顕在化しているシロオビノメイガを

防除できる被覆ネットの目合いは、２mm以下であ

った。 
(2) 2㎜目合いネットを用いてトンネル被覆を行うと、

無被覆に比べてアブラムシ類では2割、アザミウマ

類では3割、コナジラミ類では3割にネット内への

侵入が抑えられ、微小害虫に対しても有効性が認め

られた。 
(3) 一方で、土着天敵昆虫（寄生蜂類）の侵入は、無被

覆に比べて7割と高く、ネットトンネル内の土着天

敵の定着が示唆された。 
(4) 害虫の発生モニタリングの方法として、粘着版の設

置方法を水平設置と垂直設置で比較したところ、捕

獲虫数は虫種によって異なったが、虫数の計数時に

おける簡便性から、粉塵などの影響を受けない垂直

設置が優れていると考えられた。 
(5) 天敵昆虫類の発生モニタリングとして、青色と黄色

の粘着板を比較したところ、黄色の方が捕獲虫数の

点で優れていた。 
(6) 以上のことから、ネットと土着天敵を基幹とした

ホウレンソウの総合的害虫管理法として、２㎜目合

いのネットトンネル被覆（すその押さえ有り）の有

効性が明らかになった。害虫、天敵昆虫類のモニタ

リングにおいては黄色粘着板の垂直設置が優れて

いることが明らかになった。 

６ 成果の取り扱い 

(1) 成果の普及 
研修会等で紹介する。 

(2) 成果の発表 
なし。 

 

課題名 総合防除のためのハスモンヨトウ発生予測支

援技術の開発 

１ 区 分 一般・県単 
２ 期 間 平成24年～26年度 
３ 担 当 病害虫部 

４ 目 的  

フェロモントラップを利用したハスモンヨトウの次

世代発生予測の精度向上。 

５ 成果の要約 

(1) 農林水産技術センター屋上（加西市）に設置した

フェロモントラップでの捕獲数は、場内農耕地に設

置したものより 1/7～1/3 程度と少なかったが、捕

獲数のピークは明確であった。 

(2) 場内（加西市）野菜ほ場に設置したトラップでは、

捕獲数の変動が大きく、捕獲数ピークが不明確であ

った。 

(3) 捕獲推移を解析したところ、屋上トラップ（周囲

に発生源のない場所）の誘引数推移の谷部分の捕獲

数は農耕地とほぼ同等であったが、ピーク時では農

耕地が屋上より 2～3 倍多くみられ、較差の大きい

データとなっていることが分かった。 

(4) たつの市のトラップ（龍野総合庁舎バルコニーお

よび近辺の草地）では、捕獲数に差がみられたが両

トラップの捕獲数ピークは明確で、ほぼ一致してい

た。朝来市のトラップ（和田山庁舎バルコニーおよ

び駐車場）においても、上記と同様の傾向を示した。

これらのことから、発生予察のためのハスモンヨト

ウのフェロモントラップの設置場所は、農耕地でな

くてもよいと考えられた。  

(5) 場内（加西市）、たつの市、朝来市のデータによる

次世代成虫発生ピークの予測では、有効積算温度シ

ミュレーションの気温データを 2.0〜4.0℃プラス

補正（予測地点、採用する気温データによる）する

ことで適合性が高くなることがわかった。 

(6) 以上のことを総合し、JPPネットの有効積算温度シ

ミュレーションメニューおいて、アメダスデータと

気温補正機能を利用することで、適合性の高い次世

代発生時期予測が可能であることを示した。  

６ 成果の取り扱い 

(1) 成果の普及 
研修会等で紹介する。 

(2) 成果の発表 

なし。 
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課題名 タマネギ黒かび病に対する防除技術の検討 

１ 区 分 一般・県単 

２ 期 間 平成26年度 

３ 担 当 病害虫部 

４ 目 的 

本病に対する、基礎的な生態、薬剤感受性などを検討

することにより、本病防除の可能性を探る。 

５ 成果の要約 

(1) 4 月下旬以降、時期を変えて採取したタマネギ鱗

茎を 40℃の高温で保存するとすべての採取時期で

発病が認められたが、種子からは病原菌は分離され

なかった。 

(2) タマネギ栽培履歴のある圃場に埋設したタマネギ

鱗片からは病原菌が分離されたことから、主な感染

源は土壌であると考えられた。 

(3) 室内試験において、殺菌剤のベノミル、プロシミ

ドン、アゾキシストロビンを供試して、黒かび病菌

の感受性を検定したところ、プロシミドンに対して

感受性の低い菌株が見いだされた。 

(4) 圃場試験において、アゾキシストロビン、ベノミ

ルの収穫直前散布の効果は、認められるもののやや

低かった。       

(5) 炭酸カルシウム 100kg/10a の収穫直前散布は防除

価 70 と効果はあったが、表面に汚れが認められ実

用的でなかった。 

６ 成果の取り扱い 

(1) 成果の普及 

淡路地区営農指導推進協議会等を通じて移転する。 

(2) 成果の発表 

なし  

 

(3) 重点領域研究 

 

課題名 カラーリーフプランツの着色機構の解明 

１ 区 分 重点領域研究・県単 
２ 期 間 平成26年度 
３ 担 当 農産園芸部 

４ 目 的 

花壇苗で近年需要の多いカラーリーフプランツにつ

いて、県内の主要品目となっているアキランサス（ア

ルテルナンテラ）およびハボタンについて、葉が着色

する条件と色素構成および色素量の変化を明らかにす

る。 
５ 成果の要約 

(1) アキランサスの着色機構 
 アキランサスの葉色を構成する主要な色素はベタ

レインで、このうち、赤紫色を発色するベタシアニ

ンおよび黄色を発色するベタキサンチンの量によ

り、葉が赤、オレンジ、黄色を呈することを明らか

にした。ベタレインの主要な成分は、ベタシアニン

のアマランチンおよびベタキサンチンのドーパミ

ン-ベタキサンチンと推定された。 

 また、着色に及ぼす温度条件を明らかにするため、

30/25℃（昼温/夜温）（高温区）および25/20℃（低

温区）に設定した人工気象室で植物を育成した。そ

の結果、高温区では葉色は緑色で変化しないが、低

温区では着色し、この温度域で葉色が変化すること

が明らかとなった。また、ベタレインは高温区、低

温区ともに同程度の量が含まれていたことから、高

温区ではクロロフィルが多量にが含まれるため緑

色になり、低温区ではクロロフィルが分解されベタ

レインの色が表出することで、着色することが明ら

かになった。 

(2) ハボタンの着色機構 
 ハボタンの着色は、紅色種はアントシアニン、白

色種はフラボノイドによるもので、温度の低下に伴

い、合成量が増加することが分かった。紅色種の主

要なアントシアニンの種類について、品種による違

いはなかった。アントシアニンの構成比は品種によ

って異なり、葉色の違いに表れると考えられた。 
６ 成果の取り扱い 

(1) 成果の普及 
 鉢花・花壇用苗物部会や普及指導員の研修会等で

情報提供を行う。 
(2) 成果の発表 

園芸学会で発表予定（平成27年9月）。 
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(4) 行政依頼事業 

 

課題名 肉用牛産肉能力検定事業 

１ 区 分 依頼・県単（事業） 

２ 期 間 継続 

３ 担 当 家畜部、北部畜産部 

４ 目 的 

 現場後代検定は、１種雄候補牛当たり 16 頭の産子

（農林水産技術総合センター8 頭、肥育農家 8 頭）を

肥育して、肥育期間中の増体性、飼料効率、肉量及び

肉質等を調査する。その成績をもとに遺伝的産肉能力

の評価値である「育種価」を算出し、優秀な種雄牛を

選抜する。 
５ 成果の要約 

(1) 現場後代検定成績から得られた枝肉成績 

種雄牛名 

枝肉重量

(kg) 
ロース芯 

面積(cm2) 
脂肪交雑

(BMSNo.)
平均  SD 平均  SD 平均 SD 

照村土井 402.1 61.2 59.1 7.6 5.4 1.3 
茂初波 389.4 46.7 55.6 8.0 5.4 2.0 
広阿津土井 398.3 54.1 56.4 7.8 6.1 1.6 
丸尚土井 386.3 51.9 53.0 7.5 6.6 1.6 
宮萩正 396.3 44.2 47.7 5.2 4.9 1.2 
照憲土井 401.7 46.6 56.5 6.0 6.0 1.6 
柏菊土井 374.6 46.9 48.1 6.8 5.5 1.6 

 

６ 成果の取り扱い 

(1) 成果の普及 

 本県の肉用牛改良の基礎資料並びに種雄牛交配

の指針として活用している。 

(2) 成果の発表 
・｢畜産技術ひょうご｣、｢ひょうごの農林水産技術｣

などの情報誌に掲載 

・新聞発表及びパンフレットの作成、配布 
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２ 普及に移した新技術 

 
☆ 新技術名 兵庫オリジナルギクの出荷期間拡大の

ための作型開発 

 
成果の要約 

 兵庫オリジナルギク（商品名：サンバマム）は市場お

よび生産者からは好評を得ている。しかし、現状では季

咲き栽培のみのため、出荷期間が10月に限定され、作期

拡大を求められている。 

１ 12月出荷作型の開発 
 7月末に挿し芽、8月中旬に定植、挿し芽から10月上

旬まで 22時から夜間 4時間電照、11月から最低 5℃加

温する。花首伸長抑制のため着蕾時とその3週間後にビ

ーナインの 1,000 倍希釈液を散布する。消灯後 60～70
日で開花する。兵庫花 9 号、10 号、11 号、12 号、13
号が適応する。 
２ 3月出荷作型の開発 
 8 月末から 2℃で穂冷蔵後、9 月末に挿し芽、10 月中

旬に定植、挿し芽から12月末まで22時から夜間4時間

電照、定植時から最低 13℃加温する。12 月末の電照消

灯時に最低15℃加温に変更し、消灯2週間後から7日間

22時から夜間4時間の再電照をする。着蕾確認後、最低

13℃加温に再変更し、花首伸長抑制のため着蕾時と3週

間後にビーナインの1,000倍希釈液を散布する。消灯後

70日前後で開花する。兵庫花9号、12号、13号が適応

する。 
 
普及上の留意点 

 兵庫オリジナルギクは摘心すると株元部分の茎が湾曲

する性質があるため、草丈は長めにするか、無摘心栽培

にすると切り花長を確保しやすい。 
 ‘兵庫花 10 号’は 12 月出荷作型において低温による

葉枯症状が起こることがある。そのため県中北部で栽培

するときは温度管理に注意が必要である。 
 ‘兵庫花11号’は12月出荷作型において開花が消灯

後 75 日程度かかる。また、草丈が若干短くなるため挿

し芽、定植を一週間早くするのが望ましい。 
 

 
 
☆ 新技術名 日射制御型底面給水とマットの気化冷

却を利用した花壇苗の生産システム 

 
成果の要約 

花壇苗生産では、頭上からの手灌水による水管理を行

っており、夏季は特に多大な労力がかかっている。また、

高温により、生育・開花の遅延や品質低下が問題となっ

ている。 
そこで、夏季高温期における高品質な花壇苗生産のた

め、日射制御型給水により適正量の水管理を自動ででき、

かつ、底面給水マットの気化冷却により昇温抑制ができ

るシステムを開発した。 
 

１ ベンチ上に、下から、透水シート、給水マットおよび防根

シートを敷設する。35cm 幅に１本の間隔に設置した点滴チ

ューブにより給水し、給水量の制御は日射制御型給水装置

を用い、日射量に応じた給水を行う。 

ベンチ下側面をビニルの幕で覆い、ベンチ下の給水マ

ットの下部に送風処理を行う。マット水分の気化熱により、

昇温を抑制できる。 

２ 本システムにより、8 月の日中の鉢周辺の気温は、慣行

の頭上灌水に比べ、最高 6℃程度低くなる。また、夏越し栽

培を行うシクラメンの開花は、慣行に比べ、14 日程度早くな

る。 

３ 費用は、日射制御型給水装置一式が約 9 万円（1 台）、

その他の資材（マット、送風機等）が約7万円（100㎡当たり）

である。 
 
普及上の留意点 

１ ポットは既製品の9cmポリポットを用い、培養土は

兵庫県花壇苗標準培養土（ピートモス：マサ土：パーラ

イト：赤玉土＝65：15：10：10）を基本とする。 
２ 夏季以外の時期でも、通年、送風処理はせずに、給

水システムとして利用できる。また、花壇苗のいずれの

品目にも利用できる。 

－ 45 －
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(4) 行政依頼事業 

 

課題名 肉用牛産肉能力検定事業 

１ 区 分 依頼・県単（事業） 

２ 期 間 継続 

３ 担 当 家畜部、北部畜産部 

４ 目 的 

 現場後代検定は、１種雄候補牛当たり 16 頭の産子

（農林水産技術総合センター8 頭、肥育農家 8 頭）を

肥育して、肥育期間中の増体性、飼料効率、肉量及び

肉質等を調査する。その成績をもとに遺伝的産肉能力

の評価値である「育種価」を算出し、優秀な種雄牛を

選抜する。 
５ 成果の要約 

(1) 現場後代検定成績から得られた枝肉成績 

種雄牛名 

枝肉重量

(kg) 
ロース芯 

面積(cm2) 
脂肪交雑

(BMSNo.)
平均  SD 平均  SD 平均 SD 

照村土井 402.1 61.2 59.1 7.6 5.4 1.3 
茂初波 389.4 46.7 55.6 8.0 5.4 2.0 
広阿津土井 398.3 54.1 56.4 7.8 6.1 1.6 
丸尚土井 386.3 51.9 53.0 7.5 6.6 1.6 
宮萩正 396.3 44.2 47.7 5.2 4.9 1.2 
照憲土井 401.7 46.6 56.5 6.0 6.0 1.6 
柏菊土井 374.6 46.9 48.1 6.8 5.5 1.6 

 

６ 成果の取り扱い 

(1) 成果の普及 

 本県の肉用牛改良の基礎資料並びに種雄牛交配

の指針として活用している。 

(2) 成果の発表 
・｢畜産技術ひょうご｣、｢ひょうごの農林水産技術｣

などの情報誌に掲載 

・新聞発表及びパンフレットの作成、配布 
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２ 普及に移した新技術 

 
☆ 新技術名 兵庫オリジナルギクの出荷期間拡大の

ための作型開発 

 
成果の要約 

 兵庫オリジナルギク（商品名：サンバマム）は市場お

よび生産者からは好評を得ている。しかし、現状では季

咲き栽培のみのため、出荷期間が10月に限定され、作期

拡大を求められている。 

１ 12月出荷作型の開発 
 7月末に挿し芽、8月中旬に定植、挿し芽から10月上

旬まで 22時から夜間 4時間電照、11月から最低 5℃加

温する。花首伸長抑制のため着蕾時とその3週間後にビ

ーナインの 1,000 倍希釈液を散布する。消灯後 60～70
日で開花する。兵庫花 9 号、10 号、11 号、12 号、13
号が適応する。 
２ 3月出荷作型の開発 
 8 月末から 2℃で穂冷蔵後、9 月末に挿し芽、10 月中

旬に定植、挿し芽から12月末まで22時から夜間4時間

電照、定植時から最低 13℃加温する。12 月末の電照消

灯時に最低15℃加温に変更し、消灯2週間後から7日間

22時から夜間4時間の再電照をする。着蕾確認後、最低

13℃加温に再変更し、花首伸長抑制のため着蕾時と3週

間後にビーナインの1,000倍希釈液を散布する。消灯後

70日前後で開花する。兵庫花9号、12号、13号が適応

する。 
 
普及上の留意点 

 兵庫オリジナルギクは摘心すると株元部分の茎が湾曲

する性質があるため、草丈は長めにするか、無摘心栽培

にすると切り花長を確保しやすい。 
 ‘兵庫花 10 号’は 12 月出荷作型において低温による

葉枯症状が起こることがある。そのため県中北部で栽培

するときは温度管理に注意が必要である。 
 ‘兵庫花11号’は12月出荷作型において開花が消灯

後 75 日程度かかる。また、草丈が若干短くなるため挿

し芽、定植を一週間早くするのが望ましい。 
 

 
 
☆ 新技術名 日射制御型底面給水とマットの気化冷

却を利用した花壇苗の生産システム 

 
成果の要約 

花壇苗生産では、頭上からの手灌水による水管理を行

っており、夏季は特に多大な労力がかかっている。また、

高温により、生育・開花の遅延や品質低下が問題となっ

ている。 
そこで、夏季高温期における高品質な花壇苗生産のた

め、日射制御型給水により適正量の水管理を自動ででき、

かつ、底面給水マットの気化冷却により昇温抑制ができ

るシステムを開発した。 
 

１ ベンチ上に、下から、透水シート、給水マットおよび防根

シートを敷設する。35cm 幅に１本の間隔に設置した点滴チ

ューブにより給水し、給水量の制御は日射制御型給水装置

を用い、日射量に応じた給水を行う。 

ベンチ下側面をビニルの幕で覆い、ベンチ下の給水マ

ットの下部に送風処理を行う。マット水分の気化熱により、

昇温を抑制できる。 

２ 本システムにより、8 月の日中の鉢周辺の気温は、慣行

の頭上灌水に比べ、最高 6℃程度低くなる。また、夏越し栽

培を行うシクラメンの開花は、慣行に比べ、14 日程度早くな

る。 

３ 費用は、日射制御型給水装置一式が約 9 万円（1 台）、

その他の資材（マット、送風機等）が約7万円（100㎡当たり）

である。 
 
普及上の留意点 

１ ポットは既製品の9cmポリポットを用い、培養土は

兵庫県花壇苗標準培養土（ピートモス：マサ土：パーラ

イト：赤玉土＝65：15：10：10）を基本とする。 
２ 夏季以外の時期でも、通年、送風処理はせずに、給

水システムとして利用できる。また、花壇苗のいずれの

品目にも利用できる。 
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☆ 新技術名 夏肥施用による温州ミカンの増収安定

生産 

 
成果の要約 

 淡路地域の温州ミカンは近年の気候変動等の影響を受

け、隔年結果が強く表れている。一方で、もぎ取り、オ

ーナー制、直売等の消費者と対面した経営が増加してお

り、隔年結果を防止して、毎年、安定した収量と品質を

得ることが求められている。そこで、夏肥施用による温

州ミカンの隔年結果軽減効果について検討した。 
１ 従来の春肥（3月下旬）と秋肥（11月上旬）にそれ

ぞれ窒素成分量で 10kg／10a を施用する慣行施肥体

系に比べ、春肥と秋肥の施用量を窒素成分量で4kgず

つ削減し、削減分を5月下旬から6月下旬にかけて夏

肥として施用することで、収量が増加し、隔年結果を

軽減することができる。 
２ 6 月下旬に夏肥を施用しても、着色不良等の窒素の

遅効きによる果実品質の低下はみられない。 
３ 淡路特産の温州ミカンを安定的に生産できる本技術

導入により、経営の安定につながる。また、優良品種・

系統への転換が加速する。 
 

普及上の留意点 

１ 夏肥施用による隔年結果軽減効果は、極早生系統を

除く温州ミカンで期待できる。 
２ 後期重点摘果との組み合わせによる、高糖度温州ミ

カンの安定生産が望まれる。 
 

☆ 新技術名 イチゴ地床栽培の省力化のための1条植

え栽培技術 

 
成果の要約 

イチゴ栽培は、10a当たり植え付け株数が 7,000本以

上と多く、定植後の栽培管理は、長期にわたる収穫やそ

の他の作業を要するため、軽労化・省力化が進まず大き

な課題となっている。 
そこで、イチゴ土耕栽培における労力の軽減のため、

株数を大幅に減少させる1条疎植栽培法を開発した。 
 
１ 従来のうね幅 120cm の２条植えに対し、うね幅

100cmの１条植えにすると、株間を慣行同様の23cm
とした場合、単位面積当たりの株数は40%減少し、育

苗に要する経費、手間も減少する。 
２ そのため、一株一株に対して行う作業（育苗、定植、

摘葉・摘果など）にかかる労力は約40%、収穫作業も

約20%と大きく削減される。また、株の両側から作業

できることも利点である。 
３ 単位面積当たりの株数は慣行の60%であるが、１株

当たり収量が増加するため、面積当たりの収量は、慣

行の２条植えに比べ約85%となり、経営経費のうち種

苗費などの流動経費が17％、労働時間減により労働費

も24%減少するため、経営収支は慣行の２条植えに比

べ94.2％と、大差なく得られる。 
 
普及上の留意点 

 小規模高齢生産者等を対象とした作業負荷軽減の他、

省力化によって規模拡大も図りやすくなるため、拡大志

向の生産者にもメリットがある。 
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☆ 新技術名 イチゴ新品種「兵庫Ｉ－３号」及び「兵

庫Ｉ－４号」の育成 

 

成果の要約 

県内イチゴ生産者の代表（兵庫県ハウスいちご研究会）

から、都市近郊の立地条件を活かして鮮度と食味に優れ

兵庫のオリジナリティが発揮できる直売所向きのイチゴ

品種の育成の要望が高まった。 
そこで、当センターでは、平成 20 年より公設試験研

究機関が育成した主力栽培品種を交配し、食味、果色、

収量、栽培のしやすさ等の視点でセンター内及び生産者

ほ場での試作を重ね、生産者との検討の結果、２系統を

最終選抜し、品種登録出願した。 
 
・「兵庫Ｉ－３号」 
１ 交配親（♀×♂） 
 「とちおとめ」×「さがほのか」 
２ 主な特性 
 ・果色、ツヤに優れ、果形は丸みを帯びた三角形 
 ・糖度が高く、柔らかい歯触りで非常に良食味 
 ・収穫開始が早く売り場を占有できる 
 ・厳寒期の管理がやや難しい 
 ・親株から得られる苗数が少ない 
３ 措置 
 平成26年6月登録出願（出願番号：第29254番） 
 公募した候補から知事が愛称決定：「あまクイーン」（商

標第5774705号） 
・「兵庫Ｉ－４号」 
１ 交配親（♀×♂） 
 「さちのか」×「とちおとめ」 
２ 主な特性 
 ・ボリューム感のある大果、濃赤色の果皮 
 ・しっかりした歯触り、繊細な味わい 
 ・栽培管理は比較的容易 
 ・親株から得られる苗数は多い 
３ 措置 
 平成26年6月登録出願（出願番号：第29255番） 
 公募した候補から知事が愛称決定：「紅クイーン」（商

標第5774704号） 
普及上の留意点 

１ いずれも促成作型向けの品種であり、栽培には内張

のある温室が不可欠である。また、厳寒期には施設内

加温機及び電照の利用が望ましい（特に「兵庫Ｉ－３

号」では不可欠）。 
２ 品種特性が独特であり、特性に合わせた管理が必要。 
３ 現在登録出願公表の段階であり、栽培には品種許諾

契約を要する。今後登録のための審査予定。 

☆ 新技術名 近赤外分光法によるタマネギ内部腐敗

球の非破壊判別技術の開発 

 

成果の要約 

「淡路島たまねぎ」は、良食味ブランドタマネギとし

て全国に知られる。しかし、選果時に外観からは見分け

がつかない「心腐り」などの内部腐敗球が出荷品に混入

すると産地の信用を落とす問題となる。そこで、産地の

信頼性向上とブランド力強化を図るため、近赤外分光法

によるタマネギ内部腐敗球の非破壊判別技術を開発した。 
 

１ 腐敗判別精度の向上を図るため、タマネギ首方向

（BL1）、胴方向（BL2）の 2 方向の透過光を同時に

計測するデュアルビーム方式へ測定部の改良を行い、

レベル1、2の腐敗判別精度を向上させた。また、BL1、
BL2 のスペクトルを同時に利用する新しいアルゴリ

ズムの考案、腐敗球混入と健全球のロスを最少とする

最適閾値の設定により、レベル 2 以上腐敗混入率を

0.5％、健全球ロスを0.7％に制御でき、実用レベルの

判別精度を得た。 
２ 測定時のタマネギの姿勢は判別精度に大きな影響を

与える。首部上向きとした姿勢での判別精度が最も高

く、最適な測定姿勢であった一方、BL2の光軸上に首

部、根盤部が対面する姿勢では著しく判別精度が低下

した。この結果から、らせん状回転ローラーブラシに

より9割以上の確率で測定に適した姿勢に整列させる

とともに、カメラ画像から判別不可の姿勢について再

測定させる判別プログラムにより、機械的に姿勢制御

する技術を開発した。 
３ これらの技術を実装した現地実証用プロトタイプを

完成させ、JA 選果場において判別精度、作業性能を

評価した結果、合計判別率97％、クレーム対象となる

レベル２以上の腐敗球混入率を１％以内に制御可能で

あった。また、選果速度は、１時間当たり4,400球（約

1.1ｔ）と手載せ供給時の2倍に高速化が図られた。 
 
普及上の留意点 

１ 本装置を JA 選果場等で用いることで、クレーム対

象となる腐敗球の出荷品への混入を１％以下に定量的

に制御でき、年次・生産者・出荷時期ごとに異なる出

荷品質の高位平準化につながる。 
２ 選別の境界値をより低い値に設定することで特選品

などのランク分け選果も可能となり、産地の新たな販

売戦略の取り組みへ貢献できる。 
３ 年次や時期による判別誤差が予想されるため、出荷

時期に適応した検量線への切り替えや、適切な閾値設

定が必要である。 
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☆ 新技術名 夏肥施用による温州ミカンの増収安定

生産 

 
成果の要約 

 淡路地域の温州ミカンは近年の気候変動等の影響を受

け、隔年結果が強く表れている。一方で、もぎ取り、オ

ーナー制、直売等の消費者と対面した経営が増加してお

り、隔年結果を防止して、毎年、安定した収量と品質を

得ることが求められている。そこで、夏肥施用による温

州ミカンの隔年結果軽減効果について検討した。 
１ 従来の春肥（3月下旬）と秋肥（11月上旬）にそれ

ぞれ窒素成分量で 10kg／10a を施用する慣行施肥体

系に比べ、春肥と秋肥の施用量を窒素成分量で4kgず

つ削減し、削減分を5月下旬から6月下旬にかけて夏

肥として施用することで、収量が増加し、隔年結果を

軽減することができる。 
２ 6 月下旬に夏肥を施用しても、着色不良等の窒素の

遅効きによる果実品質の低下はみられない。 
３ 淡路特産の温州ミカンを安定的に生産できる本技術

導入により、経営の安定につながる。また、優良品種・

系統への転換が加速する。 
 

普及上の留意点 

１ 夏肥施用による隔年結果軽減効果は、極早生系統を

除く温州ミカンで期待できる。 
２ 後期重点摘果との組み合わせによる、高糖度温州ミ

カンの安定生産が望まれる。 
 

☆ 新技術名 イチゴ地床栽培の省力化のための1条植

え栽培技術 

 
成果の要約 

イチゴ栽培は、10a当たり植え付け株数が 7,000本以

上と多く、定植後の栽培管理は、長期にわたる収穫やそ

の他の作業を要するため、軽労化・省力化が進まず大き

な課題となっている。 
そこで、イチゴ土耕栽培における労力の軽減のため、

株数を大幅に減少させる1条疎植栽培法を開発した。 
 
１ 従来のうね幅 120cm の２条植えに対し、うね幅

100cmの１条植えにすると、株間を慣行同様の23cm
とした場合、単位面積当たりの株数は40%減少し、育

苗に要する経費、手間も減少する。 
２ そのため、一株一株に対して行う作業（育苗、定植、

摘葉・摘果など）にかかる労力は約40%、収穫作業も

約20%と大きく削減される。また、株の両側から作業

できることも利点である。 
３ 単位面積当たりの株数は慣行の60%であるが、１株

当たり収量が増加するため、面積当たりの収量は、慣

行の２条植えに比べ約85%となり、経営経費のうち種

苗費などの流動経費が17％、労働時間減により労働費

も24%減少するため、経営収支は慣行の２条植えに比

べ94.2％と、大差なく得られる。 
 
普及上の留意点 

 小規模高齢生産者等を対象とした作業負荷軽減の他、

省力化によって規模拡大も図りやすくなるため、拡大志

向の生産者にもメリットがある。 
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☆ 新技術名 イチゴ新品種「兵庫Ｉ－３号」及び「兵

庫Ｉ－４号」の育成 

 

成果の要約 

県内イチゴ生産者の代表（兵庫県ハウスいちご研究会）

から、都市近郊の立地条件を活かして鮮度と食味に優れ

兵庫のオリジナリティが発揮できる直売所向きのイチゴ

品種の育成の要望が高まった。 
そこで、当センターでは、平成 20 年より公設試験研

究機関が育成した主力栽培品種を交配し、食味、果色、

収量、栽培のしやすさ等の視点でセンター内及び生産者

ほ場での試作を重ね、生産者との検討の結果、２系統を

最終選抜し、品種登録出願した。 
 
・「兵庫Ｉ－３号」 
１ 交配親（♀×♂） 
 「とちおとめ」×「さがほのか」 
２ 主な特性 
 ・果色、ツヤに優れ、果形は丸みを帯びた三角形 
 ・糖度が高く、柔らかい歯触りで非常に良食味 
 ・収穫開始が早く売り場を占有できる 
 ・厳寒期の管理がやや難しい 
 ・親株から得られる苗数が少ない 
３ 措置 
 平成26年6月登録出願（出願番号：第29254番） 
 公募した候補から知事が愛称決定：「あまクイーン」（商

標第5774705号） 
・「兵庫Ｉ－４号」 
１ 交配親（♀×♂） 
 「さちのか」×「とちおとめ」 
２ 主な特性 
 ・ボリューム感のある大果、濃赤色の果皮 
 ・しっかりした歯触り、繊細な味わい 
 ・栽培管理は比較的容易 
 ・親株から得られる苗数は多い 
３ 措置 
 平成26年6月登録出願（出願番号：第29255番） 
 公募した候補から知事が愛称決定：「紅クイーン」（商

標第5774704号） 
普及上の留意点 

１ いずれも促成作型向けの品種であり、栽培には内張

のある温室が不可欠である。また、厳寒期には施設内

加温機及び電照の利用が望ましい（特に「兵庫Ｉ－３

号」では不可欠）。 
２ 品種特性が独特であり、特性に合わせた管理が必要。 
３ 現在登録出願公表の段階であり、栽培には品種許諾

契約を要する。今後登録のための審査予定。 

☆ 新技術名 近赤外分光法によるタマネギ内部腐敗

球の非破壊判別技術の開発 

 

成果の要約 

「淡路島たまねぎ」は、良食味ブランドタマネギとし

て全国に知られる。しかし、選果時に外観からは見分け

がつかない「心腐り」などの内部腐敗球が出荷品に混入

すると産地の信用を落とす問題となる。そこで、産地の

信頼性向上とブランド力強化を図るため、近赤外分光法

によるタマネギ内部腐敗球の非破壊判別技術を開発した。 
 

１ 腐敗判別精度の向上を図るため、タマネギ首方向

（BL1）、胴方向（BL2）の 2 方向の透過光を同時に

計測するデュアルビーム方式へ測定部の改良を行い、

レベル1、2の腐敗判別精度を向上させた。また、BL1、
BL2 のスペクトルを同時に利用する新しいアルゴリ

ズムの考案、腐敗球混入と健全球のロスを最少とする

最適閾値の設定により、レベル 2 以上腐敗混入率を

0.5％、健全球ロスを0.7％に制御でき、実用レベルの

判別精度を得た。 
２ 測定時のタマネギの姿勢は判別精度に大きな影響を

与える。首部上向きとした姿勢での判別精度が最も高

く、最適な測定姿勢であった一方、BL2の光軸上に首

部、根盤部が対面する姿勢では著しく判別精度が低下

した。この結果から、らせん状回転ローラーブラシに

より9割以上の確率で測定に適した姿勢に整列させる

とともに、カメラ画像から判別不可の姿勢について再

測定させる判別プログラムにより、機械的に姿勢制御

する技術を開発した。 
３ これらの技術を実装した現地実証用プロトタイプを

完成させ、JA 選果場において判別精度、作業性能を

評価した結果、合計判別率97％、クレーム対象となる

レベル２以上の腐敗球混入率を１％以内に制御可能で

あった。また、選果速度は、１時間当たり4,400球（約

1.1ｔ）と手載せ供給時の2倍に高速化が図られた。 
 
普及上の留意点 

１ 本装置を JA 選果場等で用いることで、クレーム対

象となる腐敗球の出荷品への混入を１％以下に定量的

に制御でき、年次・生産者・出荷時期ごとに異なる出

荷品質の高位平準化につながる。 
２ 選別の境界値をより低い値に設定することで特選品

などのランク分け選果も可能となり、産地の新たな販

売戦略の取り組みへ貢献できる。 
３ 年次や時期による判別誤差が予想されるため、出荷

時期に適応した検量線への切り替えや、適切な閾値設

定が必要である。 
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☆ 新技術名 フェロモントラップとwebアプリを使っ

たハスモンヨトウの発生時期予測技術 

 

成果の要約 

ハスモンヨトウは大豆・野菜類の重要害虫である。発

生予察のためにフェロモントラップが利用されているが、

防除適期把握のために必要な発生時期の予測について精

度の改良が求められている。予測精度の妨げになってい

るのは、長距離飛来等、突発的要因による誘殺データの

攪乱、予測シミュレーションモデルで採用する気温デー

タの適合性に問題があると考えられる。そこで、誘殺デ

ータが突発的要因に左右されにくいフェロモントラップ

の設置場所の選定と気温データの補正による有効積算温

度シミュレーションにより、発生予測精度の向上を目指

した。 
建築物の屋上、バルコニーや駐車場等、周辺にハスモ

ンヨトウの発生源のない場所に設置したフェロモントラ

ップでの捕獲数は、農耕地に設置した場合より1/7～1/3
程度少なかったが、捕獲数のピークは明確であった。予

測データに用いるハスモンヨトウのフェロモントラップ

の設置場所は、必ずしも栽培現場でなくてもよく、屋上、

駐車場等の身近な場所で有効なデータが得られる。 
次世代の発生時期を予測する有効積算温度シミュレー

ションでは、現時点の成虫誘殺ピークを起点に次の誘殺

ピークを予測する。採用する地点気温データ（アメダス

データ）は、プラスに補正することで次世代成虫ピーク

の適合性が高くなる。補正値はそれぞれの地域で1シー

ズンの誘殺データを基に設定する必要があるが、概ねプ

ラス2.0〜4.0℃になる。 
栽培現場まで出かけてデータ収集しなくても、身近な

場所に設置したフェロモントラップで得られたデータを、

JPP ネットの web アプリ「有効積算温度シミュレーシ

ョン」の、アメダスデータと気温補正機能を利用するこ

とで、簡便で精度の高い次世代発生時期予測が可能であ

る。 
普及上の留意点 

ハスモンヨトウが栽培現場で見られ始める８、９月の

ハスモンヨトウの防除適期の決定に有効である。利用地

域はアメダス地点が基本となる。フェロモントラップの

設置場所は、夜間照明が当たらず、壁等で囲われていな

い場所を選ぶこと。 
 

☆ 野菜を加害するネギアザミウマの防除対策 

 

成果の要約 

近年、全国的にネギアザミウマの被害が増加しており、

本県でも淡路地域の春キャベツなどで本種の加害による

品質低下が問題となり、薬剤感受性の低下も懸念されて

いる。本種は最近になって海外から新系統が侵入してお

り、県内での早急な分布調査と防除対策が必要とされて

いる。 
平成 25 年までの調査では、新温泉町、朝来市、加古

川市、神戸市、伊丹市、西宮市、尼崎市、南あわじ市か

ら産雄性単為生殖系統の発生が確認された。阪神地域の

個体群に関しては合成ピレスロイド剤に対する防除効果

の低下が認められたが、淡路地域や朝来地域の個体群で

は効果の低下は認められなかった。 
淡路でのタマネギほ場での体系防除試験として４月下

旬、５月上旬、５月中旬に薬剤散布を行った結果、５月

上旬にアセタミプリド水溶剤とスピネトラム水和剤とを

同時期散布した区が最も防除効果が高かった。キャベツ

ほ場での体系防除試験として５月中旬、５月下旬に薬剤

散布を行った結果、５月中旬にアセタミプリド水溶剤と

スピネトラム水和剤とを同時期散布した区が最も防除効

果が高かった。 
 
普及上の留意点 

同時期散布ができない場合でも、アセタミプリド水溶

剤とスピネトラム水和剤のそれぞれの防除効果は現時点

では高いため、タマネギ、キャベツ以外の作目において

も上記の剤の登録があればネギアザミウマに対して十分

な効果が期待でき、ネギアザミウマの被害地域において

有効な防除技術となる。 
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☆ 新技術名 「丹波黒」の特長である煮豆の食感（硬

さ・粘り）を評価できる物性測定法の開発 

 

成果の要約 

黒大豆「丹波黒」は全国1位の生産量で本県を代表す

る特産物である。兵庫県丹波黒振興協議会では、兵庫県

産「丹波黒」のブランド力強化の取り組みのひとつとし

て、「丹波黒」の魅力や優位性の科学的な検証に取り組ん

でおり、主な加工用途である煮豆に対する品質評価方法

の開発が必要とされている。そこで、煮豆の食味を評価

する上で重要となる食感（硬さ・粘り）を客観的に評価

できる物性測定法を開発し、丹波黒の煮豆の優位性につ

いて検証した。 
１ 物性測定機器（クリープメーター）を用いた破断強

度解析により、煮豆の食感を評価できる物性測定法を開

発した。煮豆の硬さは破断荷重値（値が大きいほど硬い）、

煮豆の粘りは新たに算出したV値（=もろさ歪率/もろさ

荷重、値が大きいほど粘りが強い）がそれぞれ評価指標

として利用できる。 
２ 新物性測定法を用いることにより、兵庫県産「丹波

黒」は、他の大豆品種と比べて、煮豆が軟らかくて粘り

が強い特長を有することを明らかにした（破断荷重値が

1.5Nと小さく、V値が44.6と大きい）。 
 
普及上の留意点 

開発した物性測定法により、多数の試料を同一条件下

で比較でき、煮豆の食感を客観的に評価することが可能

となった。今後、兵庫県産「丹波黒」の煮豆の優位性に

ついての情報発信を行うことにより、ブランド力強化が

期待される。 
 

☆ 新技術名 カーネーションの夏季短時間夜間冷房

による開花促進・品質向上技術 

 

成果の要約 

近年の夏季高温により秋季から収穫されるカーネーシ

ョンの茎が軟弱化しており、問題となっている。このた

め、気象条件に左右されない品質向上技術が求められて

いる。そこで、省エネ空調装置（ヒートポンプ）で室内

夜温上昇を抑えることで秋季の品質が向上し、同時に開

花促進することを見出した。 
 

１ 摘心直後から 9 月下旬までの 11 週間における夏季

短時間夜間冷房（日没後4時間21℃設定で冷房を行う）

により、秋季の茎下垂指数が低い硬い花を収穫でき、年

末までの切り花において到花日数が2週間短縮できるこ

とが分かった。 
２ 夏季に日没後４時間 21℃設定の短時間夜間冷房を

実施することで、慣行栽培と比べて秋季の秀品率が18％
向上し、年末までに17％程度の売り上げ増加が見込める。 
 
普及上の留意点 

実証ほ等での結果から、夏季短時間夜間冷房（21℃設

定）の導入にあたっては、短時間冷房後の室内気温の上

昇を防ぐためにヒートポンプ以外に温室側窓をタイマー

制御で自動開閉する装置、または、時間帯によって設定

温度の変更が可能な４段サーモの導入が必要である。 
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☆ 新技術名 フェロモントラップとwebアプリを使っ

たハスモンヨトウの発生時期予測技術 
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の適合性が高くなる。補正値はそれぞれの地域で1シー
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い場所を選ぶこと。 
 

☆ 野菜を加害するネギアザミウマの防除対策 

 

成果の要約 
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- 50 - 
 

☆ 新技術名 「丹波黒」の特長である煮豆の食感（硬

さ・粘り）を評価できる物性測定法の開発 

 

成果の要約 

黒大豆「丹波黒」は全国1位の生産量で本県を代表す

る特産物である。兵庫県丹波黒振興協議会では、兵庫県

産「丹波黒」のブランド力強化の取り組みのひとつとし

て、「丹波黒」の魅力や優位性の科学的な検証に取り組ん

でおり、主な加工用途である煮豆に対する品質評価方法

の開発が必要とされている。そこで、煮豆の食味を評価
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２ 夏季に日没後４時間 21℃設定の短時間夜間冷房を

実施することで、慣行栽培と比べて秋季の秀品率が18％
向上し、年末までに17％程度の売り上げ増加が見込める。 
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実証ほ等での結果から、夏季短時間夜間冷房（21℃設

定）の導入にあたっては、短時間冷房後の室内気温の上
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制御で自動開閉する装置、または、時間帯によって設定

温度の変更が可能な４段サーモの導入が必要である。 
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☆ 新技術名 露地野菜の冠水被害軽減技術および地

下水位制御システムによる安定生産技術 

 

成果の要約 

近年の気象変動により、大型台風の発生やゲリラ豪雨

等による被害が増加傾向にあり、露地野菜では排水不良

による定植の遅れや冠水被害が問題となっている。そこ

で、冠水程度と被害の関係を明らかにした上で、冠水後

の被害軽減技術を開発した。また、排水機能と地下かん

がい機能を兼ね備えた地下水位制御システム（以下、

FOEAS）による露地野菜の安定多収技術の開発に取り

組んだ。 
 
１ レタス、キャベツ、ハクサイ、ブロッコリーに共通

する冠水被害の目安として、結球初期までに６時間の

冠水であれば、品質が悪化することなく、事後対策に

より被害の軽減が可能であることを明らかにした。 
２ 冠水後の事後対策として、尿素の 50 倍液を 10a 当

たり500リットル条間にかん注することにより、被害

の軽減が可能となる。 
３ 露地野菜の生育に適したFOEASの設定水位として、

常時田面-30cmに設定し、土壌乾燥時には地下からの

用水供給のため、地下水位を田面 0～10cm に設定す

ることで、排水不良の無施工の圃場と比較して、タマ

ネギで平均20％、春どりキャベツで平均23％増収し、

収量が安定する。 
４ FOEAS の排水効果により平畝栽培が可能となり、

タマネギ、キャベツでは、栽植密度を 1.2 倍に増加さ

せることで収量も1.2倍に増収する。 
 
普及上の留意点 

１ 冠水程度と被害の関係を植え直しの基準として活用

しながら、開発した事後対策により冠水被害の軽減が

期待できる。 
２ FOEAS の排水機能により計画的な作付けが可能と

なり、干ばつ時の地下かんがいにより天候に左右され

ない露地野菜の安定生産が可能となる。ただし、急激

な降雨に対応するためには、従来行っている額縁明渠

や弾丸暗渠の再施工といった基本的な排水対策の実施

は不可欠である。 
３ 排水性の改善により、機械が導入しやすくなり規模

拡大へとつながる。 
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３ センター研究報告に掲載した事項 

(1) 農業編（第 63 号） 
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り花形質に及ぼす影響 
日射制御型拍動自動灌水装置による点滴灌水が丹波

ヤマノイモ(Dioscorea polystachya Turcz.)の肥大と

形状に及ぼす影響 
美方郡における特産アズキ「美方大納言」の播種適

期と亜リン酸施用による安定生産技術 
（資料） 
兵庫県におけるダイズ茎疫病抵抗性遺伝子の解析と

圃場における抵抗性系統の反応  
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血統情報とＳＮＰ情報を用いた但馬牛の系統分類の

比較 
 

 
石川 翔  ・龍田

健 
龍田 健  ・石川

翔 
山口悦司・生田健太

郎 ・永井秀樹・國

東大資・大川浩一・

三浦 司 
吉田恵実 ・岩本英

治・岡 章生 
秋山敬孝 ・小浜菜

美子 ・坂瀬充洋・

岡 章生 ・福島護

之 

 
淡路農業技術センター畜

産部 
畜産技術センター家畜部

 
淡路農業技術センター畜

産部 
 
 
北部農業技術センター畜

産部 
北部農業技術センター畜

産部 
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４ ひょうごの農林水産技術に掲載した事項 

No.185号 5月号 
区分 課 題 名 部 署 執筆者氏名

特集（テーマ） 最近話題の病害虫   
特集（課題） 最近話題の病害虫 病害虫部 前川 和正

特集（課題） イネいもち病のQoI剤（ストロビルリン系薬剤）耐性菌の県内発生状況 病害虫部 内橋 嘉一

特集（課題） ヒメトビウンカのイネ縞(葉枯ウイルス保毒率の季節推移 農産園芸課 城戸 剛 
特集（課題） 2013年のトビイロウンカ多発の要因 病害虫部 八瀬 順也

特集（課題） 岩津ねぎを加害するネギアザミウマの薬剤感受性について 病害虫部 二井 清友

研究成果の紹介 鉄コーティング湛(水直播における出芽・苗立ちの特徴 農産園芸部 牛尾 昭浩

研究成果の紹介 自動灌水とポリマルチでヤマノイモ秀品生産 農産園芸部 竹川 昌宏

研究成果の紹介 トマト黄化葉巻病耐病性品種について収量・品質に優れた有望品種を選定 農産園芸部 渡邉 圭太

研究成果の紹介 夏肥施用による温州ミカンの増収安定生産 農産園芸部 宗田 健二

研究成果の紹介 初期発育が良く粗飼料をよく食べた子牛は、大きな枝肉になるレタス疫病 北部畜産部 小路 怜子

研究成果の紹介 乳牛の分離給与法で最初に給与するのに適した粗飼料は何か？ 淡路畜産部 生田健太郎

現地情報 関西一の但馬ピーマンを炭疽病から守れ 豊岡普及センター 田端 恵子

 
 
 
 
 
 
 
No.186号 8月号 

区分 課 題 名 部 署 執筆者氏名

特集（テーマ） 園芸作物の新品種   
特集（課題） 園芸作物の新品種 農産園芸部 吉田 晋弥

特集（課題） 最近注目されているブドウ品種の特性 農産園芸部 水田 泰徳

特集（課題） ひょうごオリジナルギクで新たに2品種を品種登録出願！ 農産園芸部 玉木 克知

特集（課題） 登録出願しました！ ～県オリジナルのイチゴ新品種～ 農産園芸部 山本 晃一

特集（課題） 高さを生かせる花壇苗の有望品種 農産園芸部 水谷祐一郎

研究成果の紹介 穂揃期追肥は高温年の品質維持に効果的である 農産園芸部 澤田 富雄

研究成果の紹介 ナシの高接ぎ更新は秋に行っても活着良好 農産園芸部 真野 隆司

研究成果の紹介 7月咲き小ギクは挿し穂あるいは発根苗冷蔵で開花がそろう 農産園芸部 山中 正仁

研究成果の紹介 白色LED電球を用いた電照によるストックの開花調節 淡路農業部 石上 佳次

研究成果の紹介 植物の力で農地のカドミウムを低減できる 農産園芸部 大塩 哲視

研究成果の紹介 ベビーリーフでも殺虫剤アセタミプリド水溶剤の残留濃度は基準値以内で

ある 病害虫部 望月 証 

現地情報 参入企業の経営安定と地域農業の活性化 北淡路普及センター 山口 岳人
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No.187号 11月号 

区分 課 題 名 部 署 執筆者氏名

特集（テーマ） 地域特産物を支える技術開発   
特集（課題） 地域特産物を支える技術開発 北部農業・加工流通部 福嶋 昭 
特集（課題） 県北部地域向けの早生大豆品種として有望な「あやこがね」 農産園芸部 杉本 琢真

特集（課題） 小麦「ゆめちから」いいもの穫るなら穂肥が重要 姫路普及センター 宮脇 武弘

特集（課題） 極早生タマネギのトンネル・マルチ栽培による３月収穫技術 淡路農業部 西野 勝 
特集（課題） 施設栽培のコマツナに見られたカリウム欠乏症とその対策  農産園芸部 牧 浩之 
特集（課題） 「美方大納言」小豆の収穫適期判定スケールの開発 北部農業・加工流通部 廣田 智子

研究成果の紹介 メッシュ気候図によるイチジクの凍害危険度予測 企画調整・経営支援部 松浦 克彦

研究成果の紹介 小麦のカドミウム濃度を下げる 農産園芸部 松山 稔 
研究成果の紹介 紫外光照射によるバラうどんこ病の防除 病害虫部 神頭 武嗣

研究成果の紹介 飼料用全粒玄米はブロイラー飼料中のトウモロコシと100％代替できる 家畜部 龍田 健 
研究成果の紹介 粉砕籾米の活用により肥育豚の飼料費を大きく低減できる 淡路畜産部 石川 翔 
現地情報 「美方大納言」小豆の産地化 新温泉普及センター 小谷 定 

 

 

 

 

 

 

No.188号 2月号 

区分 課 題 名 部 署 執筆者氏名

特集（テーマ） 水稲の低コスト生産を支える経営技術 
 水稲“12,000”実践事業のデータ検証   

特集（課題） 水稲の低コスト生産を支える経営技術 農産園芸部 澤田 富雄

特集（課題） 疎植、直播を導入した低コスト稲作のポイント 農産園芸部 牛尾 昭浩

特集（課題） 優秀事例１ Ｖ溝不耕起乾田直播技術 豊岡普及センター 平岡 幹朗

特集（課題） 優秀事例２ 直播栽培導入による経営改善 加西普及センター 古田 智彦

特集（課題） 低コスト生産技術習得による生産費削減 企画調整・経営支援部 九村 俊幸

特集（課題） 大規模水田作経営の現場作業を効率よく進めるスマートフォンの機能と

は？ 農産園芸部 加藤 雅宣

研究成果の紹介 大豆の機械収穫直前に使用する除草剤 農産園芸部 山元 義久

研究成果の紹介 地力を十分に高めれば7割減肥しても水稲の収量は減らない 農産園芸部 來田 康男

研究成果の紹介 秋季の品質に優れるカーネーションスタンダード系赤色品種「ジミー」 淡路農業部 東浦 優 
研究成果の紹介 タマネギ細菌性病害の本圃(ぽ)における防除対策 病害虫部 西口 真嗣

研究成果の紹介 モノ不飽和脂肪酸割合を用いた但馬牛の「おいしさ」改良への取り組み 北部畜産部 小浜 菜美子

研究成果の紹介 もち製品の雑菌汚染状況及び品質保時技術 北部農業・加工流通部 田畑 広之進

現地情報 ヘアリーベッチを活かした都市近郊型集落営農の確立 加古川普及センター 松井 孝之
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４ ひょうごの農林水産技術に掲載した事項 

No.185号 5月号 
区分 課 題 名 部 署 執筆者氏名

特集（テーマ） 最近話題の病害虫   
特集（課題） 最近話題の病害虫 病害虫部 前川 和正

特集（課題） イネいもち病のQoI剤（ストロビルリン系薬剤）耐性菌の県内発生状況 病害虫部 内橋 嘉一

特集（課題） ヒメトビウンカのイネ縞(葉枯ウイルス保毒率の季節推移 農産園芸課 城戸 剛 
特集（課題） 2013年のトビイロウンカ多発の要因 病害虫部 八瀬 順也

特集（課題） 岩津ねぎを加害するネギアザミウマの薬剤感受性について 病害虫部 二井 清友

研究成果の紹介 鉄コーティング湛(水直播における出芽・苗立ちの特徴 農産園芸部 牛尾 昭浩

研究成果の紹介 自動灌水とポリマルチでヤマノイモ秀品生産 農産園芸部 竹川 昌宏

研究成果の紹介 トマト黄化葉巻病耐病性品種について収量・品質に優れた有望品種を選定 農産園芸部 渡邉 圭太

研究成果の紹介 夏肥施用による温州ミカンの増収安定生産 農産園芸部 宗田 健二

研究成果の紹介 初期発育が良く粗飼料をよく食べた子牛は、大きな枝肉になるレタス疫病 北部畜産部 小路 怜子

研究成果の紹介 乳牛の分離給与法で最初に給与するのに適した粗飼料は何か？ 淡路畜産部 生田健太郎

現地情報 関西一の但馬ピーマンを炭疽病から守れ 豊岡普及センター 田端 恵子

 
 
 
 
 
 
 
No.186号 8月号 

区分 課 題 名 部 署 執筆者氏名

特集（テーマ） 園芸作物の新品種   
特集（課題） 園芸作物の新品種 農産園芸部 吉田 晋弥

特集（課題） 最近注目されているブドウ品種の特性 農産園芸部 水田 泰徳

特集（課題） ひょうごオリジナルギクで新たに2品種を品種登録出願！ 農産園芸部 玉木 克知

特集（課題） 登録出願しました！ ～県オリジナルのイチゴ新品種～ 農産園芸部 山本 晃一

特集（課題） 高さを生かせる花壇苗の有望品種 農産園芸部 水谷祐一郎

研究成果の紹介 穂揃期追肥は高温年の品質維持に効果的である 農産園芸部 澤田 富雄

研究成果の紹介 ナシの高接ぎ更新は秋に行っても活着良好 農産園芸部 真野 隆司

研究成果の紹介 7月咲き小ギクは挿し穂あるいは発根苗冷蔵で開花がそろう 農産園芸部 山中 正仁

研究成果の紹介 白色LED電球を用いた電照によるストックの開花調節 淡路農業部 石上 佳次

研究成果の紹介 植物の力で農地のカドミウムを低減できる 農産園芸部 大塩 哲視

研究成果の紹介 ベビーリーフでも殺虫剤アセタミプリド水溶剤の残留濃度は基準値以内で

ある 病害虫部 望月 証 

現地情報 参入企業の経営安定と地域農業の活性化 北淡路普及センター 山口 岳人
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No.187号 11月号 

区分 課 題 名 部 署 執筆者氏名

特集（テーマ） 地域特産物を支える技術開発   
特集（課題） 地域特産物を支える技術開発 北部農業・加工流通部 福嶋 昭 
特集（課題） 県北部地域向けの早生大豆品種として有望な「あやこがね」 農産園芸部 杉本 琢真

特集（課題） 小麦「ゆめちから」いいもの穫るなら穂肥が重要 姫路普及センター 宮脇 武弘

特集（課題） 極早生タマネギのトンネル・マルチ栽培による３月収穫技術 淡路農業部 西野 勝 
特集（課題） 施設栽培のコマツナに見られたカリウム欠乏症とその対策  農産園芸部 牧 浩之 
特集（課題） 「美方大納言」小豆の収穫適期判定スケールの開発 北部農業・加工流通部 廣田 智子

研究成果の紹介 メッシュ気候図によるイチジクの凍害危険度予測 企画調整・経営支援部 松浦 克彦

研究成果の紹介 小麦のカドミウム濃度を下げる 農産園芸部 松山 稔 
研究成果の紹介 紫外光照射によるバラうどんこ病の防除 病害虫部 神頭 武嗣

研究成果の紹介 飼料用全粒玄米はブロイラー飼料中のトウモロコシと100％代替できる 家畜部 龍田 健 
研究成果の紹介 粉砕籾米の活用により肥育豚の飼料費を大きく低減できる 淡路畜産部 石川 翔 
現地情報 「美方大納言」小豆の産地化 新温泉普及センター 小谷 定 

 

 

 

 

 

 

No.188号 2月号 

区分 課 題 名 部 署 執筆者氏名

特集（テーマ） 水稲の低コスト生産を支える経営技術 
 水稲“12,000”実践事業のデータ検証   

特集（課題） 水稲の低コスト生産を支える経営技術 農産園芸部 澤田 富雄

特集（課題） 疎植、直播を導入した低コスト稲作のポイント 農産園芸部 牛尾 昭浩

特集（課題） 優秀事例１ Ｖ溝不耕起乾田直播技術 豊岡普及センター 平岡 幹朗

特集（課題） 優秀事例２ 直播栽培導入による経営改善 加西普及センター 古田 智彦

特集（課題） 低コスト生産技術習得による生産費削減 企画調整・経営支援部 九村 俊幸

特集（課題） 大規模水田作経営の現場作業を効率よく進めるスマートフォンの機能と

は？ 農産園芸部 加藤 雅宣

研究成果の紹介 大豆の機械収穫直前に使用する除草剤 農産園芸部 山元 義久

研究成果の紹介 地力を十分に高めれば7割減肥しても水稲の収量は減らない 農産園芸部 來田 康男

研究成果の紹介 秋季の品質に優れるカーネーションスタンダード系赤色品種「ジミー」 淡路農業部 東浦 優 
研究成果の紹介 タマネギ細菌性病害の本圃(ぽ)における防除対策 病害虫部 西口 真嗣

研究成果の紹介 モノ不飽和脂肪酸割合を用いた但馬牛の「おいしさ」改良への取り組み 北部畜産部 小浜 菜美子

研究成果の紹介 もち製品の雑菌汚染状況及び品質保時技術 北部農業・加工流通部 田畑 広之進

現地情報 ヘアリーベッチを活かした都市近郊型集落営農の確立 加古川普及センター 松井 孝之
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５ 外部に発表した事項 

 (1) 学会誌等 

発表年月 内    容 誌 名 発表者名 所属 

26. 6 

27. 3 

 

 

 

 

 

27. 3 

 

 

 

酒米の高温障害を軽減する栽培支援システムの開発 

ダイズ茎疫病抵抗性遺伝子に連鎖したDNAマーカーと育

種素材の開発 

 

 

 

 

茎疫病圃場抵抗性マーカー開発と圃場抵抗性の導入 

作物研究59:63-65 

農林水産技術会議事

務局 研究成果514

「新農業展開ゲノム

プロジェクト-他作

物マーカー領域」

68-76. 

農林水産技術会議事

務局 研究成果「気候

変動に対応した循環

型食料生産等の確立

のためのプロジェク

ト」 

池上 勝 

杉本 琢真 

 

 

 

 

 

杉本 琢真 

 

農産園芸部

26.11 

 

26.11 

 

26.12 

温度条件が拮抗菌Coniothyrium minitansの生育に与え

る影響 

イムノクロマト法を用いたRalstonia solanacearumの 

土壌からの簡易菌密度推定技術 

兵庫県におけるウメ輪紋病の発生とその被害 

日本植物病理学会報 

Vol.80,4号、254 

日本植物病理学会報

第80巻 第４号、324

樹木医学会誌 

岩本 豊ら 

 

松浦 克成ら 

 

相野 公孝 

病害虫部 

 

26. 6 黒ダイズ「丹波黒」 日本食品保蔵科学会

誌 40号、143-149 

廣田 智子 北部農業・

加工流通部

26. 4 

 

黒毛和種子牛の哺乳・育成期の栄養管理の要点 関西畜産学会報 福島 護之 

 

北部畜産

部 

26. 6 

 

泌乳牛における糞尿排泄量，窒素出納および養分消化率

と血液成分との関連性 

産業動物臨床医学雑

誌、 第 5巻 1号、1-8

生田健太郎ら 

 

淡路畜産部

 

 

 (2) 学会等講演会 

発表年月 内    容 提供先 発表者名 所属 

26. 6 

26. 7 

 

26. 9 

 

26.11 

 

26.11 

 

27. 3 

 

圃場試験によるダイズ茎疫病ほ場抵抗性の遺伝解析 
被覆尿素配合有機質肥料による水稲「ヒノヒカリ」の 

全量基肥栽培 

新潟県産及び富山県産ダイズ茎疫病菌の各種大豆品種

に対する病原性の評価と兵庫県産菌株との比較 

人と風土が育てた兵庫県産「山田錦」 

 

ヘアリーベッチの鋤込みが雑草発生と水稲生育に及ぼ

す影響 

大豆不耕起播種栽培におけるモリブデン付加播種が出

芽と生育・収量に及ぼす影響 

日本植物病理学会 

近畿作物・育種研究

会 第 177回例会 

日本植物病理学会 

 

酒造史学会第 13 大

会 

近畿作物・育種研究

会 第 178回例会 

日本作物学会 第

239回講演会 

杉本 琢真 

來田 康男 

 

杉本 琢真 

 

池上 勝 

 

來田 康男 

 

來田 康男 

 

農産園芸部

26. 8 

 

26. 8 

 

26. 9 

 

27. 3 

 

27. 3 

果実袋の種類がブドウ‘シャインマスカット’の果実品

質に及ぼす影響 

淡路地域における温州早生ミカンへの夏肥施用が収量、

果実品質に及ぼす影響 

有機質資材及びアルカリ資材施用による大豆のカドミ

ウム吸収抑制 

反転鍬による株ゆるめ処理がクリ幼木の凍害発生に及

ぼす影響 

発蕾後の温度管理がキク‘花秀芳’切り花のデンプンお

よびフルクタン含量と頭花形質に及ぼす影響 

園芸学会近畿支部京

都大会 

園芸学会近畿支部京

都大会 

日本土壌肥料学会東

京大会 

園芸学会春季大会 

 

園芸学会春季大会 

水田 泰徳ら 

 

宗田 健二ら 

 

牧 浩之 

 

水田 泰徳ら 

 

山中 正仁ら 

農産園芸部

26. 6 

 

26. 6 

 

26. 6 

 

温度条件が拮抗菌Coniothyrium minitansの生育に与え

る影響 

紫外光(UV-B)照射によるバラうどんこ病の発病抑制効

果 ー現地ガラスハウスにおける複数年の実証ー 

イムノクロマト法を用いた Ralstonia solanacearumの

土壌からの簡易菌密度推定技術 

日本植物病理学会 

 

日本植物病理学会 

 

日本植物病理学会 

 

岩本 豊ら 

 

神頭 武嗣ら 

 

松浦 克成ら 

 

病害虫部 
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発表年月 内    容 提供先 発表者名 所属 

26. 6 

 

26. 7 

 

 

 

26. 9 

 

26.10 

 

27. 3 

 

 

27. 3 

 

27. 3 

兵庫県内におけるイネいもち病 QoI 剤耐性菌の発生状

況 

Physical control of the two-spotted spider mite 

Tetranychus urticae using a combination between 

ultraviolet-B lamp and reflective sheet in 

strawberry. 

産官学共同研究から実用化まで長い道のり 

 

ナス科青枯病防除の現状と今後の展開 

 

兵庫県におけるヒメトビウンカのイネ縞葉枯病ウイル

ス保毒率の成，幼虫間差 

 

UVB照射によるアブラムシ類・アザミウマ類密度抑制の

可能性 

施設栽培のコマツナの農薬残留に散水間隔が及ぼす影

響 

平成 26 年度日本植

物病理学会大会 

ⅩⅣ INTERNATIONAL 

CONGRESS OF 

ACAROLOGY 

 

植物病理学会土壌伝

染病談話会 

植物病理学会細菌病

談話会 

第 59 回日本応用動

物昆虫学会大会講演

要旨 

第 59 回日本応用動

物昆虫学会大会 

日本農薬学会第 40

回大会 

内橋 嘉一ら 

 

田中 雅也ら 

 

 

 

相野 公孝 

 

相野 公孝 

 

八瀬 順也ら 

 

 

田中 雅也ら 

 

望月 証ら 

病害虫部 

26. 8 

 

 

 

 

 

26. 9 

Effects of Rice Shape Difference on Productive 

Performance in Broiler Chickens 

 

 

 

 

飼料用全粒玄米の給与割合がブロイラーの生産性に及

ぼす影響 

65th Annual Meeting 

of the European 

Association for 

Animal Production, 

Copenhagen – 
Denmark 

日本家禽学会 2014

年度秋季大会 

龍田 健 

 

 

 

 

 

龍田 健 

 

家畜部 

 

26. 9 

 

27. 3 

 

美方大納言小豆の莢成熟度による収穫適期の判定 

 

黒ダイズエダマメにおける加熱に伴うマルトース生成

に関与する生化学的要因 

日本作物学会第 238

回講演会 

日本育種学会第 127

回講演会 

廣田 智子ら 

 

廣田 智子ら 

北部農業・

加工流通部

27. 1 

 

但馬牛における胸最長筋、背半棘筋及び僧帽筋の画像解

析形質に関する遺伝的パラメータの推定 

日本畜産学会 

 

小浜菜美子 

 

北部畜産

部 

26. 9 

 

26. 9 

 

27. 3 

レタス・キャベツの冠水程度と事後対策がその後の生存

率,収量性に及ぼす影響 

スタンダードカーネーションの夏期短時間夜間冷房開

始時期の違いが開花と切り花形質に及ぼす影響 

デュアルビーム式近赤外スペクトル測定によるタマネ

ギ腐敗球判別精度の向上 

園芸学会平成 26 年

度秋季大会 

園芸学会平成 26 年

度秋季大会 

園芸学会平成 27 年

度春季大会 

中野 伸一ら 

 

東浦 優ら 

 

西野 勝ら 

 

淡路農業

部 

 

26.10 

 

27. 2 

 

27. 3 

 

完全混合飼料の非繊維性炭水化物含量と切断長が泌乳

牛の第一胃発酵に及ぼす影響 

分離給与飼養・泌乳牛のルーメン発酵に及ぼす給餌スケ

ジュールの影響 

非繊維性炭水化物含量(NFC%)の高い完全混合飼料(TMR)

を給与するための適切な切断長 

獣医学術近畿地区学

会 

獣医学術年次大会 

 

日本畜産学会 119 大

会 

生田健太郎ら 

 

生田健太郎ら 

 

生田健太郎ら 

 

淡路畜産

部 

 

 

 (3) 研究会報・資料集等 

発表年月 内    容 誌 名 発表者名 所属 

26.12 

 

 

27. 3 

 

27. 3 

 

27. 3 

 

Flower color mutants of chrysanthemum by C-ion beam 

irradiation 

 

簡易設置型パッド＆ファン装置を利用した夏季施設ト

マトの加湿冷却技術 

気化潜熱利用による兵庫方式高設栽培装置への培地昇

温抑制技術 

クリの凍害に対する危険度判定指標と対策技術マニュ

アル 

RIKEN Accelerator 

Progress Report 

2013 Vol. 47 

最新農業技術・品種

2015 

最新農業技術・品種

2015 

最新農業技術・品種

2015 

玉木 克知ら 

 

 

渡邉 圭太 

 

山本 晃一 

 

水田 泰徳ら 

 

農産園芸

部 

 

27. 3 

 

黒毛和種の道府県における取組（肉用牛研究会 50 年の

歩み） 

肉用牛研究会報 福島 護之 北部畜産

部 

－ 55 －
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５ 外部に発表した事項 

 (1) 学会誌等 

発表年月 内    容 誌 名 発表者名 所属 

26. 6 

27. 3 

 

 

 

 

 

27. 3 

 

 

 

酒米の高温障害を軽減する栽培支援システムの開発 

ダイズ茎疫病抵抗性遺伝子に連鎖したDNAマーカーと育

種素材の開発 

 

 

 

 

茎疫病圃場抵抗性マーカー開発と圃場抵抗性の導入 

作物研究59:63-65 

農林水産技術会議事

務局 研究成果514

「新農業展開ゲノム

プロジェクト-他作

物マーカー領域」

68-76. 

農林水産技術会議事

務局 研究成果「気候

変動に対応した循環

型食料生産等の確立

のためのプロジェク

ト」 

池上 勝 

杉本 琢真 

 

 

 

 

 

杉本 琢真 

 

農産園芸部

26.11 

 

26.11 

 

26.12 

温度条件が拮抗菌Coniothyrium minitansの生育に与え

る影響 

イムノクロマト法を用いたRalstonia solanacearumの 

土壌からの簡易菌密度推定技術 

兵庫県におけるウメ輪紋病の発生とその被害 

日本植物病理学会報 

Vol.80,4号、254 

日本植物病理学会報

第80巻 第４号、324

樹木医学会誌 

岩本 豊ら 

 

松浦 克成ら 

 

相野 公孝 

病害虫部 

 

26. 6 黒ダイズ「丹波黒」 日本食品保蔵科学会

誌 40号、143-149 

廣田 智子 北部農業・

加工流通部

26. 4 

 

黒毛和種子牛の哺乳・育成期の栄養管理の要点 関西畜産学会報 福島 護之 

 

北部畜産

部 

26. 6 

 

泌乳牛における糞尿排泄量，窒素出納および養分消化率

と血液成分との関連性 

産業動物臨床医学雑

誌、 第 5巻 1号、1-8

生田健太郎ら 

 

淡路畜産部

 

 

 (2) 学会等講演会 

発表年月 内    容 提供先 発表者名 所属 

26. 6 

26. 7 

 

26. 9 

 

26.11 

 

26.11 

 

27. 3 

 

圃場試験によるダイズ茎疫病ほ場抵抗性の遺伝解析 
被覆尿素配合有機質肥料による水稲「ヒノヒカリ」の 

全量基肥栽培 

新潟県産及び富山県産ダイズ茎疫病菌の各種大豆品種

に対する病原性の評価と兵庫県産菌株との比較 

人と風土が育てた兵庫県産「山田錦」 

 

ヘアリーベッチの鋤込みが雑草発生と水稲生育に及ぼ

す影響 

大豆不耕起播種栽培におけるモリブデン付加播種が出

芽と生育・収量に及ぼす影響 

日本植物病理学会 

近畿作物・育種研究

会 第 177回例会 

日本植物病理学会 

 

酒造史学会第 13 大

会 

近畿作物・育種研究

会 第 178回例会 

日本作物学会 第

239回講演会 

杉本 琢真 

來田 康男 

 

杉本 琢真 

 

池上 勝 

 

來田 康男 

 

來田 康男 

 

農産園芸部

26. 8 

 

26. 8 

 

26. 9 

 

27. 3 

 

27. 3 

果実袋の種類がブドウ‘シャインマスカット’の果実品

質に及ぼす影響 

淡路地域における温州早生ミカンへの夏肥施用が収量、

果実品質に及ぼす影響 

有機質資材及びアルカリ資材施用による大豆のカドミ

ウム吸収抑制 

反転鍬による株ゆるめ処理がクリ幼木の凍害発生に及

ぼす影響 

発蕾後の温度管理がキク‘花秀芳’切り花のデンプンお

よびフルクタン含量と頭花形質に及ぼす影響 

園芸学会近畿支部京

都大会 

園芸学会近畿支部京

都大会 

日本土壌肥料学会東

京大会 

園芸学会春季大会 

 

園芸学会春季大会 

水田 泰徳ら 

 

宗田 健二ら 

 

牧 浩之 

 

水田 泰徳ら 

 

山中 正仁ら 

農産園芸部

26. 6 

 

26. 6 

 

26. 6 

 

温度条件が拮抗菌Coniothyrium minitansの生育に与え

る影響 

紫外光(UV-B)照射によるバラうどんこ病の発病抑制効

果 ー現地ガラスハウスにおける複数年の実証ー 

イムノクロマト法を用いた Ralstonia solanacearumの

土壌からの簡易菌密度推定技術 

日本植物病理学会 

 

日本植物病理学会 

 

日本植物病理学会 

 

岩本 豊ら 

 

神頭 武嗣ら 

 

松浦 克成ら 

 

病害虫部 

 

 

 

 

 

 - 56 -

発表年月 内    容 提供先 発表者名 所属 

26. 6 

 

26. 7 

 

 

 

26. 9 

 

26.10 

 

27. 3 

 

 

27. 3 

 

27. 3 

兵庫県内におけるイネいもち病 QoI 剤耐性菌の発生状

況 

Physical control of the two-spotted spider mite 

Tetranychus urticae using a combination between 

ultraviolet-B lamp and reflective sheet in 

strawberry. 

産官学共同研究から実用化まで長い道のり 

 

ナス科青枯病防除の現状と今後の展開 

 

兵庫県におけるヒメトビウンカのイネ縞葉枯病ウイル

ス保毒率の成，幼虫間差 

 

UVB照射によるアブラムシ類・アザミウマ類密度抑制の

可能性 

施設栽培のコマツナの農薬残留に散水間隔が及ぼす影

響 

平成 26 年度日本植

物病理学会大会 

ⅩⅣ INTERNATIONAL 

CONGRESS OF 

ACAROLOGY 

 

植物病理学会土壌伝

染病談話会 

植物病理学会細菌病

談話会 

第 59 回日本応用動

物昆虫学会大会講演

要旨 

第 59 回日本応用動

物昆虫学会大会 

日本農薬学会第 40

回大会 

内橋 嘉一ら 

 

田中 雅也ら 

 

 

 

相野 公孝 

 

相野 公孝 

 

八瀬 順也ら 

 

 

田中 雅也ら 

 

望月 証ら 

病害虫部 

26. 8 

 

 

 

 

 

26. 9 

Effects of Rice Shape Difference on Productive 

Performance in Broiler Chickens 

 

 

 

 

飼料用全粒玄米の給与割合がブロイラーの生産性に及

ぼす影響 

65th Annual Meeting 

of the European 

Association for 

Animal Production, 

Copenhagen – 
Denmark 

日本家禽学会 2014

年度秋季大会 

龍田 健 

 

 

 

 

 

龍田 健 

 

家畜部 

 

26. 9 

 

27. 3 

 

美方大納言小豆の莢成熟度による収穫適期の判定 

 

黒ダイズエダマメにおける加熱に伴うマルトース生成

に関与する生化学的要因 

日本作物学会第 238

回講演会 

日本育種学会第 127

回講演会 

廣田 智子ら 

 

廣田 智子ら 

北部農業・

加工流通部

27. 1 

 

但馬牛における胸最長筋、背半棘筋及び僧帽筋の画像解

析形質に関する遺伝的パラメータの推定 

日本畜産学会 

 

小浜菜美子 

 

北部畜産

部 

26. 9 

 

26. 9 

 

27. 3 

レタス・キャベツの冠水程度と事後対策がその後の生存

率,収量性に及ぼす影響 

スタンダードカーネーションの夏期短時間夜間冷房開

始時期の違いが開花と切り花形質に及ぼす影響 

デュアルビーム式近赤外スペクトル測定によるタマネ

ギ腐敗球判別精度の向上 

園芸学会平成 26 年

度秋季大会 

園芸学会平成 26 年

度秋季大会 

園芸学会平成 27 年

度春季大会 

中野 伸一ら 

 

東浦 優ら 

 

西野 勝ら 

 

淡路農業

部 

 

26.10 

 

27. 2 

 

27. 3 

 

完全混合飼料の非繊維性炭水化物含量と切断長が泌乳

牛の第一胃発酵に及ぼす影響 

分離給与飼養・泌乳牛のルーメン発酵に及ぼす給餌スケ

ジュールの影響 

非繊維性炭水化物含量(NFC%)の高い完全混合飼料(TMR)

を給与するための適切な切断長 

獣医学術近畿地区学

会 

獣医学術年次大会 

 

日本畜産学会 119 大

会 

生田健太郎ら 

 

生田健太郎ら 

 

生田健太郎ら 

 

淡路畜産

部 

 

 

 (3) 研究会報・資料集等 

発表年月 内    容 誌 名 発表者名 所属 

26.12 

 

 

27. 3 

 

27. 3 

 

27. 3 

 

Flower color mutants of chrysanthemum by C-ion beam 

irradiation 

 

簡易設置型パッド＆ファン装置を利用した夏季施設ト

マトの加湿冷却技術 

気化潜熱利用による兵庫方式高設栽培装置への培地昇

温抑制技術 

クリの凍害に対する危険度判定指標と対策技術マニュ

アル 

RIKEN Accelerator 

Progress Report 

2013 Vol. 47 

最新農業技術・品種

2015 

最新農業技術・品種

2015 

最新農業技術・品種

2015 

玉木 克知ら 

 

 

渡邉 圭太 

 

山本 晃一 

 

水田 泰徳ら 

 

農産園芸

部 

 

27. 3 

 

黒毛和種の道府県における取組（肉用牛研究会 50 年の

歩み） 

肉用牛研究会報 福島 護之 北部畜産

部 

－ 56 －
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(4) 研究会（大会・研究会）等講演 

発表年月 内    容 提供先 発表者名 所属 

26. 5 

 

26. 6 

 

26. 7 

 

26. 7 

 

26. 7 

26. 8 

 

26. 8 

26. 8 

 

26. 8 

26. 8 

 

26. 8 

 

 

 

26.10 

 

 

26.10 

 

27. 2 

 

 

27. 2 

 

 

27. 3 

 

 

 

 

27. 3 

 

27. 3 

 

 

 

27. 3 

水稲湛水直播栽培の種子コーティングについて 

 

兵庫北錦の栽培管理について 

 

兵庫県産「山田錦」の生産状況と課題 

 

小豆の増収対策 

 

兵庫県での酒米育種 

山田錦の良質安定栽培について 

 

異型・雑草の見分け方 

大豆の発芽率向上を目指した播種技術の構築 

 

最近の大豆栽培技術について 

植物浄化による土壌カドミウム濃度低減効果 

 

兵庫県での緑肥利用に関する取り組み 

 

 

 

米麦におけるカドミウム及びヒ素の規制値の今後の動

向 

 

兵庫県における酒米育種の現状 

 

カメムシのことは私におまかせ 

 

 

県北部地域向け早生大豆品種として「あやこがね」を

選定 

 

醤油醸造に適した大豆新品種「こがねさやか」の多収

条件の解明〜裁植密度と栽培特性・収量との関係 

 

 

 

山田錦の良質安定栽培について 

 

大豆の発芽率向上を目指した播種技術の構築 

 

 

 

コシヒカリ栽培の基本 

水稲湛水直播栽培の

種子ｺｰﾃｨﾝｸﾞ研修会 

浜坂兵庫北錦生産部

会研修会 

九州酒造研究会第 2

回例会 

神飾地区小豆栽培講

習会 

新品種産業化研究会

三田山田錦栽培研修

会 

種子自主点検研修会

平成 26 年度新稲作

研究会中間検討会 

大豆栽培向上研修会 

近畿土壌肥料研究協

議会第33回研究会 

近畿中国四国農業試

験研究推進会議土壌

肥料推進部会問題別

研究会 

生野鉱山周辺地域カ

ドミウム汚染対策協

議会 

福井県農林水産アド

バイザボード 

但馬広域営農団地運

営協議会米麦部会研

修会 

但馬広域営農団地運

営委員会「但馬農業

課題成果発表会」 

平成 26 年度近畿中

国四国農業試験研究

推進会議作物生産推

進部会 問題別研究

会 育種栽培検討会 

小野市山田錦生産振

興大会 

平成 26 年度新稲作

研究会 委託試験・現

地実証展示圃成績検

討会 

JA 兵庫西佐用郡コシ

ヒカリ部会 

牛尾 昭浩 

 

池上 勝 

 

池上 勝 

 

澤田 富雄 

 

池上 勝 

池上 勝 

 

岩井 正志 

來田 康男 

 

杉本 琢真ら 

大塩 哲視ら 

 

松山 稔 

 

 

 

松山 稔 

 

 

池上 勝 

 

山下 賢一 

 

 

杉本 琢真 

 

 

杉本 琢真 

 

 

 

 

池上 勝 

 

來田 康男 

 

 

 

澤田 富雄 

農産園芸部

 

26. 5 

 

26. 5 

 

26. 7 

 

26. 7 

 

26. 7 

26. 8 

 

新品種候補兵庫苺 3号、兵庫苺 4号の現在の状況につ

いて（暖候期編） 

イチジク栽培技術の課題 

 

冬季せん定後の生育状況とこれからの管理、凍害対策

試験について  

登録出願しました！ 兵庫のｲﾁｺﾞ新品種 

 

平成 26年産果樹の生育状況について 

2014年の気象と生育状況、これからの管理、凍害対策

試験について 

兵庫県ハウスいちご

研究会 

JA 兵庫西いちじく

部会 

丹波栗剪定技術向上

研修会 

兵庫県ハウスいちご

研究会 

淡路果樹協会総会 

北摂栗せん定士養成

研修会 

山本 晃一 

 

真野 隆司 

 

水田 泰徳ら 

 

山本 晃一 

 

宗田 健二 

水田 泰徳ら 

 

農産園芸部
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発表年月 内    容 提供先 発表者名 所属 

26. 8 

 

26. 9 

26．9 

 

26.10 

26.11 

 

 

 

 

26.11 

 

26.11 

 

26.12 

 

26.12 

26. 1 

27. 1 

 

27．2 

27. 2 

 

27. 2 

 

27. 2 

 

27. 2 

 

27. 3 

 

27. 3 

 

27. 3 

 

27. 3 

 

新品種候補兵庫Ｉ－３号、兵庫Ｉ－４号の特性につい

て（育苗、定植を中心に） 

クリのせん定にあたって 

試食品種の来歴、特性と最近の成果から 

 

ひょうごのイチジク、カキの魅力 

「株ゆるめ」処理技術の開発、「凍害の危険度判定およ

び対策技術マニュアル」紹介 

「株ゆるめ」機械処理の実演 

 

 

機械フォークを用いた株ゆるめ処理について 

 

新品種候補兵庫Ｉ－３号、兵庫Ｉ－４号の特性につい

て（現在の状況等） 

イチジク白色シートの使い方 

 

イチゴの栽培技術と研究状況について 

薬草栽培の基礎知識 

2014年の気象と生育状況およびせん定結果について 

クリのせん定について 

クリ凍害発生抑制技術の開発 

クリのせん定にあたって、平成26年産の気象と生育状

況およびせん定結果について、主要品種の特性 

新品種候補兵庫Ｉ－３号、兵庫Ｉ－４号の特性につい

て（現在の状況等） 

ゆりの育種について 

 

鉢物・花壇苗の試験研究の取組について 

 

見直してみましょう、品種・栽培管理の視点から 

 

いちじくの凍害防止対策にかかる試験について 

 

温州みかんの剪定について 

  

カンキツの接ぎ木による品種更新について 

 

兵庫県ハウスいちご

研究会 

JA山口東 

大粒系ぶどう栽培研

修会 

日本貿易振興機構 

「クリ新品種『ぽろ

たん』の産地拡大の

阻害要因である凍害

発生抑制技術の開

発」成果伝達会 

丹波栗凍害対策実演

会 

兵庫県ハウスいちご

研究会 

農業技術センター成

果発表会 

普及指導員研修 

いなみ野学園 

丹波栗剪定士養成研

修会 

落葉果樹研究会 

北摂栗せん定講習会

 

兵庫県ハウスいちご

研究会 

淡河ゆり部会育種研

修会 

鉢花・花壇用苗物部

会流通研修会 

丹波市、篠山市ぶど

う研究会 

兵庫県果樹研究会い

ちじく研修会 

淡路果樹協会剪定講

習会 

淡路果樹協会接ぎ木

講習会 

山本 晃一 

 

水田 泰徳 

水田 泰徳ら 

 

真野 隆司 

水田 泰徳ら 

 

 

 

 

織邊 太ら 

 

山本 晃一 

 

真野 隆司 

 

山本 晃一 

真野 隆司 

織邊 太ら 

 

水田 泰徳 

織邊 太ら 

 

山本 晃一 

 

玉木 克知 

 

水谷祐一郎 

 

水田 泰徳ら 

 

宗田 健二 

 

宗田 健二 

 

宗田 健二 

 

農産園芸部

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

26. 4 

 

26.７ 

 

26. 7 

 

26. ７ 

 

26. 7 

 

26. 9 

 

26.10 

 

26.11 

 

26.11 

 

 

農薬の後作物への残留について 

 

レタスビッグベイン病の新防除技術開発に向けた今後

の試験研究 

ｐH 制御によるレタスビッグベイン病の防除技術の開

発 

農作物病害虫の発生状況について 

 

紫外線（UVB）照射による施設イチゴのハダニ防除 

 

残留農薬分析実習 

 

農薬動態研究の進捗状況「農薬の積極的コントロール

技術の開発」 

ホウレンソウべと病の生態と防除 

 

生産現場における飛ばないナミテントウの活用法 

 

 

西神戸青年クラブ研

修会 

第 2回植物保護シン

ポジウム 

生産者勉強会「ベル

デの会」 

兵庫県農薬卸商組合

夏期研修会 

第 19 回農林害虫防

除研究会大会 

残留農薬分析セミナ

ー2014 

第 31 回農薬環境動

態研究会 

姫路市軟弱野菜研究

会 

平成 26 年度近畿地

域マッチングフォー

ラム 

望月 証 

 

西口 真嗣 

 

西口 真嗣 

 

前川 和正 

 

田中 雅也ら 

 

望月 証 

 

望月 証 

 

松浦 克成 

 

田中 雅也 

 

 

病害虫部
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(4) 研究会（大会・研究会）等講演 

発表年月 内    容 提供先 発表者名 所属 

26. 5 

 

26. 6 

 

26. 7 

 

26. 7 

 

26. 7 

26. 8 

 

26. 8 

26. 8 

 

26. 8 

26. 8 

 

26. 8 

 

 

 

26.10 

 

 

26.10 

 

27. 2 

 

 

27. 2 

 

 

27. 3 

 

 

 

 

27. 3 

 

27. 3 

 

 

 

27. 3 

水稲湛水直播栽培の種子コーティングについて 

 

兵庫北錦の栽培管理について 

 

兵庫県産「山田錦」の生産状況と課題 

 

小豆の増収対策 

 

兵庫県での酒米育種 

山田錦の良質安定栽培について 

 

異型・雑草の見分け方 

大豆の発芽率向上を目指した播種技術の構築 

 

最近の大豆栽培技術について 

植物浄化による土壌カドミウム濃度低減効果 

 

兵庫県での緑肥利用に関する取り組み 

 

 

 

米麦におけるカドミウム及びヒ素の規制値の今後の動

向 

 

兵庫県における酒米育種の現状 

 

カメムシのことは私におまかせ 

 

 

県北部地域向け早生大豆品種として「あやこがね」を

選定 

 

醤油醸造に適した大豆新品種「こがねさやか」の多収

条件の解明〜裁植密度と栽培特性・収量との関係 

 

 

 

山田錦の良質安定栽培について 

 

大豆の発芽率向上を目指した播種技術の構築 

 

 

 

コシヒカリ栽培の基本 

水稲湛水直播栽培の

種子ｺｰﾃｨﾝｸﾞ研修会 

浜坂兵庫北錦生産部

会研修会 

九州酒造研究会第 2

回例会 

神飾地区小豆栽培講

習会 

新品種産業化研究会

三田山田錦栽培研修

会 

種子自主点検研修会

平成 26 年度新稲作

研究会中間検討会 

大豆栽培向上研修会 

近畿土壌肥料研究協

議会第33回研究会 

近畿中国四国農業試

験研究推進会議土壌

肥料推進部会問題別

研究会 

生野鉱山周辺地域カ

ドミウム汚染対策協

議会 

福井県農林水産アド

バイザボード 

但馬広域営農団地運

営協議会米麦部会研

修会 

但馬広域営農団地運

営委員会「但馬農業

課題成果発表会」 

平成 26 年度近畿中

国四国農業試験研究

推進会議作物生産推

進部会 問題別研究

会 育種栽培検討会 

小野市山田錦生産振

興大会 

平成 26 年度新稲作

研究会 委託試験・現

地実証展示圃成績検

討会 

JA 兵庫西佐用郡コシ

ヒカリ部会 

牛尾 昭浩 

 

池上 勝 

 

池上 勝 

 

澤田 富雄 

 

池上 勝 

池上 勝 

 

岩井 正志 

來田 康男 

 

杉本 琢真ら 

大塩 哲視ら 

 

松山 稔 

 

 

 

松山 稔 

 

 

池上 勝 

 

山下 賢一 

 

 

杉本 琢真 

 

 

杉本 琢真 

 

 

 

 

池上 勝 

 

來田 康男 

 

 

 

澤田 富雄 

農産園芸部

 

26. 5 

 

26. 5 

 

26. 7 

 

26. 7 

 

26. 7 

26. 8 

 

新品種候補兵庫苺 3号、兵庫苺 4号の現在の状況につ

いて（暖候期編） 

イチジク栽培技術の課題 

 

冬季せん定後の生育状況とこれからの管理、凍害対策

試験について  

登録出願しました！ 兵庫のｲﾁｺﾞ新品種 

 

平成 26年産果樹の生育状況について 

2014年の気象と生育状況、これからの管理、凍害対策

試験について 

兵庫県ハウスいちご

研究会 

JA 兵庫西いちじく

部会 

丹波栗剪定技術向上

研修会 

兵庫県ハウスいちご

研究会 

淡路果樹協会総会 

北摂栗せん定士養成

研修会 

山本 晃一 

 

真野 隆司 

 

水田 泰徳ら 

 

山本 晃一 

 

宗田 健二 

水田 泰徳ら 

 

農産園芸部
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発表年月 内    容 提供先 発表者名 所属 

26. 8 

 

26. 9 

26．9 

 

26.10 

26.11 

 

 

 

 

26.11 

 

26.11 

 

26.12 

 

26.12 

26. 1 

27. 1 

 

27．2 

27. 2 

 

27. 2 

 

27. 2 

 

27. 2 

 

27. 3 

 

27. 3 

 

27. 3 

 

27. 3 

 

新品種候補兵庫Ｉ－３号、兵庫Ｉ－４号の特性につい

て（育苗、定植を中心に） 

クリのせん定にあたって 

試食品種の来歴、特性と最近の成果から 

 

ひょうごのイチジク、カキの魅力 

「株ゆるめ」処理技術の開発、「凍害の危険度判定およ

び対策技術マニュアル」紹介 

「株ゆるめ」機械処理の実演 

 

 

機械フォークを用いた株ゆるめ処理について 

 

新品種候補兵庫Ｉ－３号、兵庫Ｉ－４号の特性につい

て（現在の状況等） 

イチジク白色シートの使い方 

 

イチゴの栽培技術と研究状況について 

薬草栽培の基礎知識 

2014年の気象と生育状況およびせん定結果について 

クリのせん定について 

クリ凍害発生抑制技術の開発 

クリのせん定にあたって、平成26年産の気象と生育状

況およびせん定結果について、主要品種の特性 

新品種候補兵庫Ｉ－３号、兵庫Ｉ－４号の特性につい

て（現在の状況等） 

ゆりの育種について 

 

鉢物・花壇苗の試験研究の取組について 

 

見直してみましょう、品種・栽培管理の視点から 

 

いちじくの凍害防止対策にかかる試験について 

 

温州みかんの剪定について 

  

カンキツの接ぎ木による品種更新について 

 

兵庫県ハウスいちご

研究会 

JA山口東 

大粒系ぶどう栽培研

修会 

日本貿易振興機構 

「クリ新品種『ぽろ

たん』の産地拡大の

阻害要因である凍害

発生抑制技術の開

発」成果伝達会 

丹波栗凍害対策実演

会 

兵庫県ハウスいちご

研究会 

農業技術センター成

果発表会 

普及指導員研修 

いなみ野学園 

丹波栗剪定士養成研

修会 

落葉果樹研究会 

北摂栗せん定講習会

 

兵庫県ハウスいちご

研究会 

淡河ゆり部会育種研

修会 

鉢花・花壇用苗物部

会流通研修会 

丹波市、篠山市ぶど

う研究会 

兵庫県果樹研究会い

ちじく研修会 

淡路果樹協会剪定講

習会 

淡路果樹協会接ぎ木

講習会 

山本 晃一 

 

水田 泰徳 

水田 泰徳ら 

 

真野 隆司 

水田 泰徳ら 

 

 

 

 

織邊 太ら 

 

山本 晃一 

 

真野 隆司 

 

山本 晃一 

真野 隆司 

織邊 太ら 

 

水田 泰徳 

織邊 太ら 

 

山本 晃一 

 

玉木 克知 

 

水谷祐一郎 

 

水田 泰徳ら 

 

宗田 健二 

 

宗田 健二 

 

宗田 健二 

 

農産園芸部

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

26. 4 

 

26.７ 

 

26. 7 

 

26. ７ 

 

26. 7 

 

26. 9 

 

26.10 

 

26.11 

 

26.11 

 

 

農薬の後作物への残留について 

 

レタスビッグベイン病の新防除技術開発に向けた今後

の試験研究 

ｐH 制御によるレタスビッグベイン病の防除技術の開

発 

農作物病害虫の発生状況について 

 

紫外線（UVB）照射による施設イチゴのハダニ防除 

 

残留農薬分析実習 

 

農薬動態研究の進捗状況「農薬の積極的コントロール

技術の開発」 

ホウレンソウべと病の生態と防除 

 

生産現場における飛ばないナミテントウの活用法 

 

 

西神戸青年クラブ研

修会 

第 2回植物保護シン

ポジウム 

生産者勉強会「ベル

デの会」 

兵庫県農薬卸商組合

夏期研修会 

第 19 回農林害虫防

除研究会大会 

残留農薬分析セミナ

ー2014 

第 31 回農薬環境動

態研究会 

姫路市軟弱野菜研究

会 

平成 26 年度近畿地

域マッチングフォー

ラム 

望月 証 

 

西口 真嗣 

 

西口 真嗣 

 

前川 和正 

 

田中 雅也ら 

 

望月 証 

 

望月 証 

 

松浦 克成 

 

田中 雅也 

 

 

病害虫部
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発表年月 内    容 提供先 発表者名 所属 

26.12 

 

27. 2 

 

 

 

27. 3 

 

 

 

27. 3 

病原菌の動態観察と生態の理解が教えてくれたこと 

～イチゴうどんこ病を中心に 

内生微生物と植物の病害 

 

 

 

UVB 照射によるアブラムシ類・アザミウマ類密度抑制

の可能性 

 

 

ガーベラから分離された Fusarium属菌の病原性 

第 2回生態と防除研

究会 

関東東海北陸農業試

験研究推進会議北陸

農業部会、土壌肥料

技術研究会 

近畿中国四国農業試

験研究推進会議 生

産環境部会 問題別

研究会 

近畿中国四国農業試

験研究推進会議 生

産環境部会 問題別

研究会 

神頭 武嗣 

 

相野 公孝 

 

 

 

田中 雅也ら 

 

 

 

内橋 嘉一ら 

病害虫部

 

26. 4 

 

26. 6 

 

 

26. 7 

 

27. 1 

 

27．2 

27．2 

 

27．3 

 

神戸ビーフの歴史と美味しさの秘密 

 

但馬牛雌肥育について 

 

 

但馬牛の脂肪質について 

 

但馬牛の産肉性に対するカシューナッツ殻油給与の影

響 

神戸ビーフの魅力と但馬牛の改良 

但馬牛品質向上に向けた但馬牛去勢肥育マニュアルの

普及啓発 

「但馬牛去勢肥育マニュアル」で神戸ビーフ率８

０％！ 

三田市肉牛講習会 

 

但馬牛一貫生産推進

事業肥育入門セミナ

ー 

淡路和牛肥育研究会

 

但馬牛肥育研究会 

 

淡路繁殖和牛講習会

和牛振興・生産性向

上研修会 

神戸市肉牛肥育講習

会 

岩本 英治 

 

岩本 英治 

 

 

岩本 英治 

 

岩本 英治 

 

岩本 英治 

岩本 英治 

 

岩本 英治 

家畜部 

 

26. 4 

 

26. 5 

 

26. 5 

26. 6 

26. 7 

 

26. 7 

26. 8 

 

26. 8 

 

26.10 

26.10 

 

26.12 

 

27. 1 

 

27. 1 

 

27. 2 

 

27. 2 

 

27. 2 

 

丹波黒の美味しさと機能性に関する研究 

 

朝倉さんしょの特性解明 

 

やさいのふしぎ 

青果物の品質と鮮度保持技術 

完熟トマト物語 

 

農産物の非破壊産地判別技術 

美方大納言小豆の品質的特長について 

 

農産物加工研修会(県産農産物を用いた加工食品に求

められるものとは) 

兵庫県オリジナルの早生青ナシ品種 

朝倉さんしょの特長について 

 

サンショウの生理･生態について 

 

カキ「太秋」の保存技術の開発 

 

完熟イチジクの潜熱蓄熱材を活用した高鮮度流通技術

の開発 

丹波篠山ヤマノイモの品質 

 

「丹波黒」サイズ別の品質特性 

 

アサクラサンショウの特性を活かした加工品開発とブ

ランド化支援 

兵庫県篠山市丹波黒

豆協議会 

朝倉さんしょ食の匠

推進協議会 

竹田こども園 

阪神シニアカレッジ

兵庫県ハウストマト

研究会 

Spring-8研究会 

美方大納言一次加工

品検討会 

兵庫県食品加工技術

研修会 

兵庫県梨研究大会 

朝倉さんしょ料理・

加工品活用相談会 

養父市さんしょの学

校 

押部谷果樹団地研修

会 

農イノベーションひ

ょうご 

丹波篠山山の芋栽培

研修会 

兵庫県篠山市丹波黒

豆協議会 

全国食品関係試験研

究場所長会 

廣田 智子 

 

廣田 智子 

 

永井 耕介 

永井 耕介 

永井 耕介 

 

永井 耕介 

廣田 智子 

 

田畑広之進ら 

 

福嶋 昭 

廣田 智子 

 

真野 隆司 

 

小河 拓也 

 

小河 拓也 

 

小河 拓也 

 

廣田 智子 

 

廣田 智子 

 

北部農業・

加工流通部

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 - 60 -

発表年月 内    容 提供先 発表者名 所属 

27. 3 

 

27. 3 

 

丹波黒の美味しさに関する技術開発～品質特性と枝豆

の鮮度保持について～ 

美方大納言小豆の品質的特長と収穫適期判定技術 

 

丹波篠山黒豆栽培研

修会 

美方大納言小豆ブラ

ンド推進協議会 

廣田 智子 

 

廣田 智子 

 

北部農業・ 

加工流通部 

26. 4 

26. 4 

 

26. 5 

 

26．5 

26. 7 

 

26. 8 

 

26. 9 

26. 9 

 

26.10 

 

26.12 

 

27. 1 

 

27. 1 

 

27. 2 

 

27. 2 

 

新たな肉質改良の取り組み 

但馬牛の種雄牛造成と平成２６年度基幹種雄牛 

 

「脂肪の質」と「小ザシ」遺伝的改良の取り組み 

 

但馬牛の改良の現状と平成２６年度基幹種雄牛 

但馬牛の改良と平成２６年度基幹種雄牛 

 

但馬牛の改良の基礎と実用 

 

黒毛和種の道府県における取組 

肥育牛の飼養管理・おいしい牛肉生産 

 

肉用牛（肥育）の栄養管理 

 

繁殖牛の飼養管理と系統造成 

 

但馬牛子牛の飼養管理技術と平成 26年度基幹種雄牛 

 

但馬牛子牛の飼養管理技術と平成 26年度基幹種雄牛 

 

繁殖牛の飼養管理と系統造成 

 

但馬牛子牛の飼養管理 

 

豊岡市和牛部会 

ＪＡ淡路日の出女性

活性化大会 

JA 全農兵庫たじま

牛の日研修会 

丹波市和牛改良組合

淡路和牛多頭生産研

究会 

中西播地域和牛研修

会 

肉用牛研究会 

ＪＡ全農長野肉牛肥

育技術研修会 

中央畜産技術研修会

（肉用牛） 

城崎和牛育種組合研

修会 

淡路和牛育種組合

（東浦・北淡支部）

淡路和牛育種組合 

（津名・一宮） 

城崎和牛育種組合婦

人部研修会 

但馬牛受精卵移植産

子飼養管理研修会 

小浜菜美子 

岡 章生 

 

小浜菜美子 

 

坂瀬 充洋 

岡 章生 

 

秋山 敬孝 

 

福島 護之 

岡 章生 

 

岡 章生 

 

小浜菜美子 

 

小浜菜美子 

 

坂瀬 充洋 

 

小浜菜美子 

 

小浜菜美子 

 

北部畜産

部 

26. 7 

 

26. 8 

 

 

26. 9 

 

 

26.11 

 

26.11 

 

26.12 

 

 

27. 3 

 

 

27. 3 

 

27. 3 

 

27. 3 

地下水位制御システム（FOEAS）の導入が野菜の生育・

収量に及ぼす影響 

2013年カーネーション品種比較報告（最終） 

 

 

夏季夜間短時間冷房がスタンダードカーネーションの

1番花開花と切り花形質に及ぼす影響 

 

極早生タマネギのトンネル・マルチ栽培による 3月収

穫技術 

冬どりレタス栽培の現状と課題について 

 

2014年カーネーション品種比較中間報告 

カーネーション栽培における夏季夜間短時間冷房 

 

「出荷品質を保証する次世代型タマネギ供給体制の確

立」－近赤外分光法によるタマネギ内部品質非破壊判

別技術の開発－ 

レタス品種の収量性および形状の検討（1月穫り） 

 

白色 LED電照によるストックの開花促進 

 

露地野菜における冠水程度と被害の関係並びに事後対

策の効果 

認定農家連絡協議会

南淡支部講習会 

兵庫県花き協会カー

ネーション部会研修

会 

第 41 回カーネーシ

ョン主産地県研究者

会議 

第 91 回淡路地区営

農指導推進協議会 

平成 26 年度野菜茶

業課題別研究会 

兵庫県花き協会カー

ネーション部会研修

会 

第 27 回南あわじ市

先端農業技術研究会

議 

第 92 回淡路地区営

農指導推進協議会 

第 92 回淡路地区営

農指導推進協議会 

第 92 回淡路地区営

農指導推進協議会 

中野 伸一 

 

東浦 優 

 

 

東浦 優 

 

 

西野 勝 

 

中野 伸一 

 

東浦 優 

 

 

西野 勝 

 

 

中野 伸一 

 

石上 佳次 

 

中野 伸一 

 

淡路農業

部 

 

 

 (5) ニュース・情報誌等 

発表年月 内    容 誌 名 発表者名 所属 
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発表年月 内    容 提供先 発表者名 所属 

26.12 

 

27. 2 

 

 

 

27. 3 

 

 

 

27. 3 

病原菌の動態観察と生態の理解が教えてくれたこと 

～イチゴうどんこ病を中心に 

内生微生物と植物の病害 

 

 

 

UVB 照射によるアブラムシ類・アザミウマ類密度抑制

の可能性 

 

 

ガーベラから分離された Fusarium属菌の病原性 

第 2回生態と防除研

究会 

関東東海北陸農業試

験研究推進会議北陸

農業部会、土壌肥料

技術研究会 

近畿中国四国農業試

験研究推進会議 生

産環境部会 問題別

研究会 

近畿中国四国農業試

験研究推進会議 生

産環境部会 問題別

研究会 

神頭 武嗣 

 

相野 公孝 

 

 

 

田中 雅也ら 

 

 

 

内橋 嘉一ら 

病害虫部

 

26. 4 

 

26. 6 

 

 

26. 7 

 

27. 1 

 

27．2 

27．2 

 

27．3 

 

神戸ビーフの歴史と美味しさの秘密 

 

但馬牛雌肥育について 

 

 

但馬牛の脂肪質について 

 

但馬牛の産肉性に対するカシューナッツ殻油給与の影

響 

神戸ビーフの魅力と但馬牛の改良 

但馬牛品質向上に向けた但馬牛去勢肥育マニュアルの

普及啓発 

「但馬牛去勢肥育マニュアル」で神戸ビーフ率８

０％！ 

三田市肉牛講習会 

 

但馬牛一貫生産推進

事業肥育入門セミナ

ー 

淡路和牛肥育研究会

 

但馬牛肥育研究会 

 

淡路繁殖和牛講習会

和牛振興・生産性向

上研修会 

神戸市肉牛肥育講習

会 

岩本 英治 

 

岩本 英治 

 

 

岩本 英治 

 

岩本 英治 

 

岩本 英治 

岩本 英治 

 

岩本 英治 

家畜部 

 

26. 4 

 

26. 5 

 

26. 5 

26. 6 

26. 7 

 

26. 7 

26. 8 

 

26. 8 

 

26.10 

26.10 

 

26.12 

 

27. 1 

 

27. 1 

 

27. 2 

 

27. 2 

 

27. 2 

 

丹波黒の美味しさと機能性に関する研究 

 

朝倉さんしょの特性解明 

 

やさいのふしぎ 

青果物の品質と鮮度保持技術 

完熟トマト物語 

 

農産物の非破壊産地判別技術 

美方大納言小豆の品質的特長について 

 

農産物加工研修会(県産農産物を用いた加工食品に求

められるものとは) 

兵庫県オリジナルの早生青ナシ品種 

朝倉さんしょの特長について 

 

サンショウの生理･生態について 

 

カキ「太秋」の保存技術の開発 

 

完熟イチジクの潜熱蓄熱材を活用した高鮮度流通技術

の開発 

丹波篠山ヤマノイモの品質 

 

「丹波黒」サイズ別の品質特性 

 

アサクラサンショウの特性を活かした加工品開発とブ

ランド化支援 

兵庫県篠山市丹波黒

豆協議会 

朝倉さんしょ食の匠

推進協議会 

竹田こども園 

阪神シニアカレッジ

兵庫県ハウストマト

研究会 

Spring-8研究会 

美方大納言一次加工

品検討会 

兵庫県食品加工技術

研修会 

兵庫県梨研究大会 

朝倉さんしょ料理・

加工品活用相談会 

養父市さんしょの学

校 

押部谷果樹団地研修

会 

農イノベーションひ

ょうご 

丹波篠山山の芋栽培

研修会 

兵庫県篠山市丹波黒

豆協議会 

全国食品関係試験研

究場所長会 

廣田 智子 

 

廣田 智子 

 

永井 耕介 

永井 耕介 

永井 耕介 

 

永井 耕介 

廣田 智子 

 

田畑広之進ら 

 

福嶋 昭 

廣田 智子 

 

真野 隆司 

 

小河 拓也 

 

小河 拓也 

 

小河 拓也 

 

廣田 智子 

 

廣田 智子 

 

北部農業・

加工流通部
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発表年月 内    容 提供先 発表者名 所属 

27. 3 

 

27. 3 

 

丹波黒の美味しさに関する技術開発～品質特性と枝豆

の鮮度保持について～ 

美方大納言小豆の品質的特長と収穫適期判定技術 

 

丹波篠山黒豆栽培研

修会 

美方大納言小豆ブラ

ンド推進協議会 

廣田 智子 

 

廣田 智子 

 

北部農業・ 

加工流通部 

26. 4 

26. 4 

 

26. 5 

 

26．5 

26. 7 

 

26. 8 

 

26. 9 

26. 9 

 

26.10 

 

26.12 

 

27. 1 

 

27. 1 

 

27. 2 

 

27. 2 

 

新たな肉質改良の取り組み 

但馬牛の種雄牛造成と平成２６年度基幹種雄牛 

 

「脂肪の質」と「小ザシ」遺伝的改良の取り組み 

 

但馬牛の改良の現状と平成２６年度基幹種雄牛 

但馬牛の改良と平成２６年度基幹種雄牛 

 

但馬牛の改良の基礎と実用 

 

黒毛和種の道府県における取組 

肥育牛の飼養管理・おいしい牛肉生産 

 

肉用牛（肥育）の栄養管理 

 

繁殖牛の飼養管理と系統造成 

 

但馬牛子牛の飼養管理技術と平成 26年度基幹種雄牛 

 

但馬牛子牛の飼養管理技術と平成 26年度基幹種雄牛 

 

繁殖牛の飼養管理と系統造成 

 

但馬牛子牛の飼養管理 

 

豊岡市和牛部会 

ＪＡ淡路日の出女性

活性化大会 

JA 全農兵庫たじま

牛の日研修会 

丹波市和牛改良組合

淡路和牛多頭生産研

究会 

中西播地域和牛研修

会 

肉用牛研究会 

ＪＡ全農長野肉牛肥

育技術研修会 

中央畜産技術研修会

（肉用牛） 

城崎和牛育種組合研

修会 

淡路和牛育種組合

（東浦・北淡支部）

淡路和牛育種組合 

（津名・一宮） 

城崎和牛育種組合婦

人部研修会 

但馬牛受精卵移植産

子飼養管理研修会 

小浜菜美子 

岡 章生 

 

小浜菜美子 

 

坂瀬 充洋 

岡 章生 

 

秋山 敬孝 

 

福島 護之 

岡 章生 

 

岡 章生 

 

小浜菜美子 

 

小浜菜美子 

 

坂瀬 充洋 

 

小浜菜美子 

 

小浜菜美子 

 

北部畜産

部 

26. 7 

 

26. 8 

 

 

26. 9 

 

 

26.11 

 

26.11 

 

26.12 

 

 

27. 3 

 

 

27. 3 

 

27. 3 

 

27. 3 

地下水位制御システム（FOEAS）の導入が野菜の生育・

収量に及ぼす影響 

2013年カーネーション品種比較報告（最終） 

 

 

夏季夜間短時間冷房がスタンダードカーネーションの

1番花開花と切り花形質に及ぼす影響 

 

極早生タマネギのトンネル・マルチ栽培による 3月収

穫技術 

冬どりレタス栽培の現状と課題について 

 

2014年カーネーション品種比較中間報告 

カーネーション栽培における夏季夜間短時間冷房 

 

「出荷品質を保証する次世代型タマネギ供給体制の確

立」－近赤外分光法によるタマネギ内部品質非破壊判

別技術の開発－ 

レタス品種の収量性および形状の検討（1月穫り） 

 

白色 LED電照によるストックの開花促進 

 

露地野菜における冠水程度と被害の関係並びに事後対

策の効果 

認定農家連絡協議会

南淡支部講習会 

兵庫県花き協会カー

ネーション部会研修

会 

第 41 回カーネーシ

ョン主産地県研究者

会議 

第 91 回淡路地区営

農指導推進協議会 

平成 26 年度野菜茶

業課題別研究会 

兵庫県花き協会カー

ネーション部会研修

会 

第 27 回南あわじ市

先端農業技術研究会

議 

第 92 回淡路地区営

農指導推進協議会 

第 92 回淡路地区営

農指導推進協議会 

第 92 回淡路地区営

農指導推進協議会 

中野 伸一 

 

東浦 優 

 

 

東浦 優 

 

 

西野 勝 

 

中野 伸一 

 

東浦 優 

 

 

西野 勝 

 

 

中野 伸一 

 

石上 佳次 

 

中野 伸一 

 

淡路農業

部 

 

 

 (5) ニュース・情報誌等 

発表年月 内    容 誌 名 発表者名 所属 

26. 5 第 60回全日本花卉品種審査会（ペチュニア） 種苗界 5・6月号 水谷祐一郎 農産園芸部

－ 60 －
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発表年月 内    容 誌 名 発表者名 所属 

26. 9 

 

26.10 

 

26.12 

 

27. 1 

 

簡易設置型パッドアンドファン装置を利用した夏季施

設トマトの加湿冷却技術 

加湿冷却で夏季トマトを安定生産 

 

兵庫県立農林水産技術総合センターにおける主な研究

開発 

ヤマノイモの収量・品質を向上させる日射制御型拍動自

動灌水装置 

技術の窓（日本政策

金融公庫） 

農業日誌（農林統計

協会） 

兵庫県花卉協会設立

25周年記念誌 

土づくりとエコ農業

（日本土壌協会) 

渡邉 圭太 

 

渡邉 圭太 

 

山中 正仁 

 

竹川 昌宏 

 

農産園芸部

 

26. 9 

 

26. 9 

 

26.11 

 

26.12 

 

26.12 

 

拮抗菌による野菜の菌核病発病抑制効果  

－かびでかびの病気を防ぐ－ 

植物内生細菌を用いたナス科青枯病の防除とその発病

抑制機構 

各地の話題-兵庫県における植物防疫の取り組みと新し

く発生した病害虫- 

本年発生した病害虫の特徴－病害－ 

 

本年発生した病害虫の特徴－虫害－ 

 

兵庫県植物防疫情報

(No.2) 

JTAFF ジャーナル 9

月号 

植物防疫所病害虫情

報 

兵庫県植物防疫情報

No.3 

兵庫県植物防疫情報

No.3 

岩本 豊 

 

相野 公孝 

 

相野 公孝 

 

西口 真嗣 

 

齊藤 隆満 

病害虫部

26. 5 

 

26. 6 

 

26. 6 

 

26. 7 

 

27. 1 

 

27. 1 

 

27. 2 

 

飼料用玄米の給与割合がブロイラーの生産性に及ぼす

影響 

兵庫県立農林水産技術総合センターにおける平成 26 年

度畜産関係試験研究課題の概要 

兵庫県立農林水産技術総合センター畜産技術センター

の紹介 

黒毛和種子牛の離乳とストレス軽減法について 

 

肉用牛研究会創立 50周年記念誌「肉用牛の科学」：雌牛

の肥育 

肉用牛研究会創立 50周年記念誌「肉用牛の科学」：黒毛

和種の哺育管理 

有用微生物資材投与が但馬牛肥育牛の産肉性に及ぼす

影響 

兵庫養鶏ニュース

5月号 

畜産技術ひょうご 

114号 

食肉の科学 

 

肉牛ジャーナル 

7月号 

肉用牛の科学 

 

肉用牛の科学 

 

畜産兵庫 

龍田 健 

 

設樂 修 

 

岩本 英治 

 

吉田 恵実 

 

岩本 英治 

 

吉田 恵実 

 

岩本 英治 

家畜部 

 

 

26. 5 

 

26. 6 

 

26. 7 

 

26. 8 

 

26. 9 

 

26.10 

 

26.11 

 

26.12 

 

27. 1 

 

27. 2 

 

27. 3 

イチゴの不思議 

 

サンショウの不思議 

 

キャベツの不思議 

 

ピーマンの不思議 

 

ナシの不思議 

 

ホウレンソウの不思議 

 

アズキの不思議 

 

ダイズの不思議 

 

ネギの不思議 

 

トマトの不思議 

 

ミニトマトの不思議 

JA たじまリレーシ

ョン 

JA たじまリレーシ

ョン 

JA たじまリレーシ

ョン 

JA たじまリレーシ

ョン 

JA たじまリレーシ

ョン 

JA たじまリレーシ

ョン 

JA たじまリレーシ

ョン 

JA たじまリレーシ

ョン 

JA たじまリレーシ

ョン 

JA たじまリレーシ

ョン 

JA たじまリレーシ

ョン 

永井 耕介 

 

永井 耕介 

 

永井 耕介 

 

永井 耕介 

 

永井 耕介 

 

永井 耕介 

 

永井 耕介 

 

永井 耕介 

 

永井 耕介 

 

永井 耕介 

 

永井 耕介 

北部農業・

加工流通部

6. 8  

 

26.10 

種雄牛現場後代検定にご協力お願いします！！ 

 

黒毛和種種雄牛精子の新しい受胎能評価法の検討 

畜産技術ひょうご第

116号 

畜産兵庫 

坂瀬 充洋 

 

秋山 敬孝 

北部畜産

部 
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発表年月 内    容 誌 名 発表者名 所属 

26.7 

 

26.10 

 

27. 2 

 

 

 

 

 

27. 3 

地下水位制御システム（FOEAS）の導入で露地野菜栽培

の生産が安定 

セル内基肥全量施肥による 4月穫りレタスの施肥低減、

省力化の検討 

春どりレタスのセル内基肥全量施肥による施肥低減・省

力技術の確立 

 

 

 

 

花きの高温障害を軽減する夜間短時間冷房栽培指針ス

タンダードカーネーション 

グリーンレポート№

541  

農業と科学第 665号

 

園芸作における肥効

調節型肥料などでの

効率的施肥法および

スーパードレインベ

ッドでの技術確立の

ための試験成績書 

花きの高温障害を軽

減する夜間短時間冷

房の栽培指針 

中野 伸一 

 

中野 伸一 

 

中野 伸一 

 

 

 

 

 

東浦 優 

 

淡路農業

部 

 

 

 

 

 

 

26. 5 

 

26. 5 

 

 

27. 2 

乳牛のルーメン内環境を安定させる分離給与での給餌

スケジュール 

乳牛の分離給与法で最初に給与するのに適した粗飼料

は何か？ 

 

完全混合飼料（TMR）に混合する乾草の種類と切断長が

ルーメン発酵に及ぼす影響 

畜産兵庫 66巻 5号

 

ひょうごの農林水産

技 術 － 農 業 編 －

No.185 

畜産技術ひょうご 

生田健太郎 

 

生田健太郎 

 

 

生田健太郎 

 

淡路畜産

部 

 

 

 (6) 雑誌等 

発表年月 内    容 誌 名 発表者名 所属 

26.12 美方大納言小豆の安定生産技術 豆類時報 

No.77,14-18 

澤田 富雄 農産園芸部

 

26. 7 簡易設置型パッドアンドファン冷房で夏季のトマトを

安定生産 

農耕と園芸 渡邉 圭太 農産園芸部

 

26. 8 

 

土壌ｐH制御による肥培管理を核としたレタスビッグベ

イン病の発病制御技術 

植物防疫 10月号 

 

西口 真嗣 

 

病害虫部

 

26. 6 兵庫県における特産小豆「美方大納言」のブランド化支

援研究について 

豆類時報 No.75、

18-24 

廣田 智子 北部農業・

加工流通部

27. 4 

 

市場等で一般的に入手可能なタマネギ品種を中心に 15

品種の特徴を紹介 

月刊「食生活」玉ね

ぎ図鑑2015年4月号 

西野 勝 

 

淡路農業部

26. 8 

 

26.11 

 

無線伝送式 pH センサーを用いた乳牛の潜在性ルーメン

アシドーシスの実態解明 

分離給与での給餌スケジュールがルーメン発酵に及ぼ

す影響 

酪農ジャーナル 8 月

号 

Dairy Japan 11 月

号 

生田健太郎 

 

生田健太郎 

淡路畜産

部 

 

 

 (7) 技術書籍等 

発表年月 内    容 誌 名 発表者名 所属 

27. 3 お酒を造るためのお米 日本の米づくり 池上 勝 農産園芸部

26.12 タマネギ病害 新版 原色 野菜の

病害虫診断 

（農文協） 

西口 真嗣 病害虫部

 

 

 (8) 新聞掲載 

発表年月 内    容 提供先 発表者名 所属 

26. 4 

26.10 

酒米新品種「兵庫錦」 

酒米品種「山田錦」について 

日本農業新聞 

産経新聞 

池上 勝 

池上 勝 

農産園芸部

26. 4 

26. 5 

26. 5 

26. 6 

 

26. 8 

26. 8 

 

ブドウ房づくり～先端切除法お勧め～ 

新たなポットハボタン「複数株仕立て」の開発 

第 60回全日本花卉品種審査会（ペチュニア） 

日射量に応じた灌水で夏秋ピーマンが増収 

 

加工業務用大玉キャベツの収穫期間延長技術 

兵庫県の農業ジャーナル・需要日に合わせた小菊の人工

開花技術 

日本農業新聞 

日本農業新聞 

日本種苗新聞 

日本農業新聞兵庫県

版 

日本農業新聞 

日本農業新聞 

 

水田 泰徳 

水谷祐一郎 

水谷祐一郎 

竹川 昌宏 

 

渡邉 圭太 

山中 正仁 

 

農産園芸部
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発表年月 内    容 誌 名 発表者名 所属 

26. 9 

 

26.10 

 

26.12 

 

27. 1 

 

簡易設置型パッドアンドファン装置を利用した夏季施

設トマトの加湿冷却技術 

加湿冷却で夏季トマトを安定生産 

 

兵庫県立農林水産技術総合センターにおける主な研究

開発 

ヤマノイモの収量・品質を向上させる日射制御型拍動自

動灌水装置 

技術の窓（日本政策

金融公庫） 

農業日誌（農林統計

協会） 

兵庫県花卉協会設立

25周年記念誌 

土づくりとエコ農業

（日本土壌協会) 

渡邉 圭太 

 

渡邉 圭太 

 

山中 正仁 

 

竹川 昌宏 

 

農産園芸部

 

26. 9 

 

26. 9 

 

26.11 

 

26.12 

 

26.12 

 

拮抗菌による野菜の菌核病発病抑制効果  

－かびでかびの病気を防ぐ－ 

植物内生細菌を用いたナス科青枯病の防除とその発病

抑制機構 

各地の話題-兵庫県における植物防疫の取り組みと新し

く発生した病害虫- 

本年発生した病害虫の特徴－病害－ 

 

本年発生した病害虫の特徴－虫害－ 

 

兵庫県植物防疫情報

(No.2) 

JTAFF ジャーナル 9

月号 

植物防疫所病害虫情

報 

兵庫県植物防疫情報

No.3 

兵庫県植物防疫情報

No.3 

岩本 豊 

 

相野 公孝 

 

相野 公孝 

 

西口 真嗣 

 

齊藤 隆満 

病害虫部

26. 5 

 

26. 6 

 

26. 6 

 

26. 7 

 

27. 1 

 

27. 1 

 

27. 2 

 

飼料用玄米の給与割合がブロイラーの生産性に及ぼす

影響 

兵庫県立農林水産技術総合センターにおける平成 26 年

度畜産関係試験研究課題の概要 

兵庫県立農林水産技術総合センター畜産技術センター

の紹介 

黒毛和種子牛の離乳とストレス軽減法について 

 

肉用牛研究会創立 50周年記念誌「肉用牛の科学」：雌牛

の肥育 

肉用牛研究会創立 50周年記念誌「肉用牛の科学」：黒毛

和種の哺育管理 

有用微生物資材投与が但馬牛肥育牛の産肉性に及ぼす

影響 

兵庫養鶏ニュース

5月号 

畜産技術ひょうご 

114号 

食肉の科学 

 

肉牛ジャーナル 

7月号 

肉用牛の科学 

 

肉用牛の科学 

 

畜産兵庫 

龍田 健 

 

設樂 修 

 

岩本 英治 

 

吉田 恵実 

 

岩本 英治 

 

吉田 恵実 

 

岩本 英治 

家畜部 

 

 

26. 5 

 

26. 6 

 

26. 7 

 

26. 8 

 

26. 9 

 

26.10 

 

26.11 

 

26.12 

 

27. 1 

 

27. 2 

 

27. 3 

イチゴの不思議 

 

サンショウの不思議 

 

キャベツの不思議 

 

ピーマンの不思議 

 

ナシの不思議 

 

ホウレンソウの不思議 

 

アズキの不思議 

 

ダイズの不思議 

 

ネギの不思議 

 

トマトの不思議 

 

ミニトマトの不思議 

JA たじまリレーシ

ョン 

JA たじまリレーシ

ョン 

JA たじまリレーシ

ョン 

JA たじまリレーシ

ョン 

JA たじまリレーシ

ョン 

JA たじまリレーシ

ョン 

JA たじまリレーシ

ョン 

JA たじまリレーシ

ョン 

JA たじまリレーシ

ョン 

JA たじまリレーシ

ョン 

JA たじまリレーシ

ョン 

永井 耕介 

 

永井 耕介 

 

永井 耕介 

 

永井 耕介 

 

永井 耕介 

 

永井 耕介 

 

永井 耕介 

 

永井 耕介 

 

永井 耕介 

 

永井 耕介 

 

永井 耕介 

北部農業・

加工流通部

6. 8  

 

26.10 

種雄牛現場後代検定にご協力お願いします！！ 

 

黒毛和種種雄牛精子の新しい受胎能評価法の検討 

畜産技術ひょうご第

116号 

畜産兵庫 

坂瀬 充洋 

 

秋山 敬孝 

北部畜産

部 

 - 62 -

発表年月 内    容 誌 名 発表者名 所属 

26.7 

 

26.10 

 

27. 2 

 

 

 

 

 

27. 3 

地下水位制御システム（FOEAS）の導入で露地野菜栽培

の生産が安定 

セル内基肥全量施肥による 4月穫りレタスの施肥低減、

省力化の検討 

春どりレタスのセル内基肥全量施肥による施肥低減・省

力技術の確立 

 

 

 

 

花きの高温障害を軽減する夜間短時間冷房栽培指針ス

タンダードカーネーション 

グリーンレポート№

541  

農業と科学第 665号

 

園芸作における肥効

調節型肥料などでの

効率的施肥法および

スーパードレインベ

ッドでの技術確立の

ための試験成績書 

花きの高温障害を軽

減する夜間短時間冷

房の栽培指針 

中野 伸一 

 

中野 伸一 

 

中野 伸一 

 

 

 

 

 

東浦 優 

 

淡路農業

部 

 

 

 

 

 

 

26. 5 

 

26. 5 

 

 

27. 2 

乳牛のルーメン内環境を安定させる分離給与での給餌

スケジュール 

乳牛の分離給与法で最初に給与するのに適した粗飼料

は何か？ 

 

完全混合飼料（TMR）に混合する乾草の種類と切断長が

ルーメン発酵に及ぼす影響 

畜産兵庫 66巻 5号

 

ひょうごの農林水産

技 術 － 農 業 編 －

No.185 

畜産技術ひょうご 

生田健太郎 

 

生田健太郎 

 

 

生田健太郎 

 

淡路畜産

部 

 

 

 (6) 雑誌等 

発表年月 内    容 誌 名 発表者名 所属 

26.12 美方大納言小豆の安定生産技術 豆類時報 

No.77,14-18 

澤田 富雄 農産園芸部

 

26. 7 簡易設置型パッドアンドファン冷房で夏季のトマトを

安定生産 

農耕と園芸 渡邉 圭太 農産園芸部

 

26. 8 

 

土壌ｐH制御による肥培管理を核としたレタスビッグベ

イン病の発病制御技術 

植物防疫 10月号 

 

西口 真嗣 

 

病害虫部

 

26. 6 兵庫県における特産小豆「美方大納言」のブランド化支

援研究について 

豆類時報 No.75、

18-24 

廣田 智子 北部農業・

加工流通部

27. 4 

 

市場等で一般的に入手可能なタマネギ品種を中心に 15

品種の特徴を紹介 

月刊「食生活」玉ね

ぎ図鑑2015年4月号 

西野 勝 

 

淡路農業部

26. 8 

 

26.11 

 

無線伝送式 pH センサーを用いた乳牛の潜在性ルーメン

アシドーシスの実態解明 

分離給与での給餌スケジュールがルーメン発酵に及ぼ

す影響 

酪農ジャーナル 8 月

号 

Dairy Japan 11 月

号 

生田健太郎 

 

生田健太郎 

淡路畜産

部 

 

 

 (7) 技術書籍等 

発表年月 内    容 誌 名 発表者名 所属 

27. 3 お酒を造るためのお米 日本の米づくり 池上 勝 農産園芸部

26.12 タマネギ病害 新版 原色 野菜の

病害虫診断 

（農文協） 

西口 真嗣 病害虫部

 

 

 (8) 新聞掲載 

発表年月 内    容 提供先 発表者名 所属 

26. 4 

26.10 

酒米新品種「兵庫錦」 

酒米品種「山田錦」について 

日本農業新聞 

産経新聞 

池上 勝 

池上 勝 

農産園芸部

26. 4 

26. 5 

26. 5 

26. 6 

 

26. 8 

26. 8 

 

ブドウ房づくり～先端切除法お勧め～ 

新たなポットハボタン「複数株仕立て」の開発 

第 60回全日本花卉品種審査会（ペチュニア） 

日射量に応じた灌水で夏秋ピーマンが増収 

 

加工業務用大玉キャベツの収穫期間延長技術 

兵庫県の農業ジャーナル・需要日に合わせた小菊の人工

開花技術 

日本農業新聞 

日本農業新聞 

日本種苗新聞 

日本農業新聞兵庫県

版 

日本農業新聞 

日本農業新聞 

 

水田 泰徳 

水谷祐一郎 

水谷祐一郎 

竹川 昌宏 

 

渡邉 圭太 

山中 正仁 

 

農産園芸部
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発表年月 内    容 提供先 発表者名 所属 

26.11 

 

26.12 

26.12 

26.12 

26.12 

26.12 

 

27. 2 

27. 3 

27. 3 

27. 3 

イチゴ新品種「兵庫Ｉ－３号」「兵庫Ｉ－４号」の開発

と特性紹介、シェフとの意見交換会について 

洲本で淡路温州みかん品評会 

淡路温州みかん品評会 

温州みかん 淡路で品評会 

知事賞など金賞 11点 淡路温州みかん品評会 

施設栽培での土壌撥水性の発現回避技術 

 

イチジク主枝の高化による凍害軽減 

悪天候でも「糖度十分」（淡路中晩生かんきつ品評会）

味よしかんきつ中晩生（淡路中晩生かんきつ品評会） 

中晩生かんきつ品評会（淡路中晩生かんきつ品評会） 

神戸新聞 

 

神戸新聞 

読売新聞 

毎日新聞 

産経新聞 

日本農業新聞兵庫県

版 

日本農業新聞 

神戸新聞 

読売新聞 

産経新聞 

山本 晃一 

 

宗田 健二 

宗田 健二 

宗田 健二 

宗田 健二 

牧  浩之 

 

真野 隆司 

宗田 健二 

宗田 健二 

宗田 健二 

農産園芸部

 

26.  7 

 

26.10 

 

26.10 

亜リン酸を用いた肥培管理手法によるレタスビッグベ

イン病制御 

カビによるキャベツ・レタスなどの菌核病を防止 

 

飛ばないナミテントウによるアブラムシ防除 

日本農業新聞 

 

全国農業新聞 

 

日本農業新聞 

西口 真嗣 

 

岩本 豊 

 

田中 雅也 

病害虫部

26. 9 肉豚用配合飼料 粉砕もみ米代替ＯＫ 日本農業新聞 設樂 修 家畜部 

26. 7 

26. 9 

完熟いちじくの高品質出荷技術 

なし新品種「但馬 1号」育成される 

日本農業新聞 

日本海新聞 

小河 拓也 

真野 隆司 

北部農業・

加工流通部

27. 2 

 

ゆっくり離乳 発育改善 日本農業新聞 坂瀬 充洋 北部畜産

部 

26. 5 

26. 7 

26. 7 

26. 7 

26. 8 

26. 9 

 

26. 9 

26.10 

 

26.10 

26.12 

27. 1 

27. 2 

27. 3 

27. 3 

ビワ収穫と選別体験 トライやる・ウィーク 

キャベツ輪作が効果 レタスビッグベイン病 

腐敗球瞬時に除去 タマネギ出荷品質向上へ 

夜間冷房日没後 4時間が効果 夏定植カーネーション 

キャベツ輪作で防除 レタスビッグベイン病 

品質向上コスト低減 ヒートポンプでのカーネの冬季

暖房 

タマネギの腐敗 光で判別  

レタス収穫後の寒玉系キャベツ マルチ利用で 4、5 月

穫り栽培 

淡路島 幻想の光 カーネーション温室防虫灯 

農家丹精の 31点並ぶ 洲本で淡路温州みかん品評会 

味の私記 一芳亭「しゅうまい」淡路島産タマネギ 

8種 114点出品 花き品評会 

悪天候でも「糖度十分」かんきつ類品評会に 31点 

味よし かんきつ中晩生 淡路中晩生かんきつ品評会 

朝日新聞 

日本農業新聞 

日本農業新聞 

日本農業新聞 

日本農業新聞 

日本農業新聞 

 

神戸新聞 

日本農業新聞 

 

朝日新聞 

神戸新聞 

読売新聞 

毎日新聞 

神戸新聞 

読売新聞 

小林 尚司 

西口 真嗣 

西野 勝 

東浦 優 

小林 尚司 

東浦 優 

 

西野 勝 

中野 伸一 

 

東浦 優 

宗田 健二 

小林 尚司 

石上 佳次 

宗田 健二 

宗田 健二 

淡路農業

部 

 

 

 (9) テレビ・ラジオ 

発表年月 内    容 提供先 発表者名 所属 

26.10 

26.10 

酒米試験地と山田錦について 

酒米山田錦 

サンテレビ 

CBCラジオ 

池上 勝 

池上 勝 

農産園芸部

26.12 イチゴ新品種「兵庫Ｉ－３号」「兵庫Ｉ－４号」の開発

と特性紹介 

関西テレビ 山本 晃一 農産園芸

部 

26. 9 近赤外分光によるタマネギ内部腐敗球の非破壊判別技

術 

ケーブルネットワー

ク淡路さんさんネッ

ト 

西野 勝 淡路農業

部 

26.11 

 

ラクトコーダーで牛群検定をしてみよう 淡路さんさんテレビ 大川 浩一 淡路畜産

部 
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６ 試験研究成果発表会 

課題名、話題及び提供者 
開催年月日 

開催場所 
参 加 者 

試験研究成果発表会 
平成26年7月29日（火） 

淡路農業技術センター 

 総  数  90人 
 研究機関  29人  普及組織 14人 
 県行政･市町･JA･農家等 47人 

１ 露地野菜における冠水程度と被害の関係並びに事後対策の効果 

 中野 伸一   淡路農業技術センター農業部 

２ 極早生タマネギのトンネル・マルチ栽培による３月収穫技術 

   西野 勝 淡路農業技術センター農業部 

３ ２５年度に多発した南あわじ市のハスモンヨトウの室内検定による薬剤防除効果 

   二井 清友 農業技術センター病害虫部 

４ ｐH制御によるレタスビッグベイン病の防除技術の開発 

西口 真嗣 農業技術センター病害虫部 

５ イチジク収穫適期判定のためのカラーチャート作成 小河 拓也 北部農業技術センター農業・加工流通部

６ 強勢台木の利用による極早生温州ミカン「ゆら早生」の早期安定生産技術 

宗田 健二 淡路農業技術センター農業部 

７ ストックの５・６月出荷における高温処理が草丈・切り花品質に及ぼす影響 

石上 佳次 淡路農業技術センター農業部 

８ 近年のカーネーション品種比較試験の結果 片桐 千尋 淡路農業技術センター農業部 

９ 夏季夜間短時間冷房がカーネーションの一番開花と切り花形質に及ぼす影響 

東浦 優 淡路農業技術センター農業部 

試験研究成果発表会【農業部門】 
平成26年12月12日（金）
農林水産技術総合セン
ター 

総  数  123人 
 研究機関  55人  普及組織 20人 
 県行政･市町･JA･農家等 28人 

Ⅰ ハスモンヨトウ明石海峡を渡る 八瀬 順也 農業技術センター病害虫部 

２ アリ、キャベツを食べる ～だってのどが渇くんですもの～ 

 栁澤 由加里 農業技術センター病害虫部 

３ これぞテントウムシ（転倒虫）！！ ～天敵農薬使用時のワンポイントアドバイス～ 

 田中 雅也  農業技術センター病害虫部 

４ 光を使ってバラうどんこ病を抑えよう！！ 神頭 武嗣  農業技術センター病害虫部 

５ いちごの天敵利用と光防除の実際 小田 芳三  神戸農業改良普及センター 

６ 高温蒸気のパワーでイネいもち病を種（もと）から断つ！ －種子消毒の新手法－ 

 内橋 嘉一  農業技術センター病害虫部 

７ 生物農薬の使えない場面 －ミニタンWGの場合－ 岩本 豊  農業技術センター病害虫部 

８  農薬散布後に雨が降った。さあどうする？ 望月 望  農業技術センター病害虫部 

９ イチジクの透湿性白色シートの使い方 真野 隆司 農業技術センター農産園芸部 

10 除草剤 うまく使えば もっとキク（小麦編） 來田 康男 農業技術センター農産園芸部 

11  50年以上、肥料をやらないでイネを作ってみました 大塩 哲視  農業技術センター農産園芸部 

12   緑肥を利用した水稲栽培における肥効コントロールの検討 

                           戸田 一也  企画調整・経営支援部 

但馬・丹波地域農業試験研究・普及

成果発表会 

平成27年2月27日（金） 

北部農業技術センター 

 総  数  82人 
 研究機関  38人  普及組織 21人 
 県行政･市町･JA･農家等 23人 

１ もち製品の雑菌汚染状況及び品質保持技術 田畑 広之進 北部農業技術センター農業・加工流通部

２ 早生ナシ「なつしづく」及び「但馬１号」適期収穫判定のためのカラーチャート作成 

 小河 拓也 北部農業技術センター農業・加工流通部

３ 鉄コーティング直播による省力・低コスト栽培への挑戦 

 池田 高明 北部農業技術センター農業・加工流通部

４ 但馬ピーマンを炭疽病から守る           田端 恵子  豊岡農業改良普及センター 

５ 新規就農者等に対する技術習得支援         吉村 佳典  丹波農業改良普及センター 

６ 水稲の登熟期追肥による品質改善効果        澤田 富雄   農業技術センター農産園芸部 
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発表年月 内    容 提供先 発表者名 所属 

26.11 

 

26.12 

26.12 

26.12 

26.12 

26.12 

 

27. 2 

27. 3 

27. 3 

27. 3 

イチゴ新品種「兵庫Ｉ－３号」「兵庫Ｉ－４号」の開発

と特性紹介、シェフとの意見交換会について 

洲本で淡路温州みかん品評会 

淡路温州みかん品評会 

温州みかん 淡路で品評会 

知事賞など金賞 11点 淡路温州みかん品評会 

施設栽培での土壌撥水性の発現回避技術 

 

イチジク主枝の高化による凍害軽減 

悪天候でも「糖度十分」（淡路中晩生かんきつ品評会）

味よしかんきつ中晩生（淡路中晩生かんきつ品評会） 

中晩生かんきつ品評会（淡路中晩生かんきつ品評会） 

神戸新聞 

 

神戸新聞 

読売新聞 

毎日新聞 

産経新聞 

日本農業新聞兵庫県

版 

日本農業新聞 

神戸新聞 

読売新聞 

産経新聞 

山本 晃一 

 

宗田 健二 

宗田 健二 

宗田 健二 

宗田 健二 

牧  浩之 

 

真野 隆司 

宗田 健二 

宗田 健二 

宗田 健二 

農産園芸部

 

26.  7 

 

26.10 

 

26.10 

亜リン酸を用いた肥培管理手法によるレタスビッグベ

イン病制御 

カビによるキャベツ・レタスなどの菌核病を防止 

 

飛ばないナミテントウによるアブラムシ防除 

日本農業新聞 

 

全国農業新聞 

 

日本農業新聞 

西口 真嗣 

 

岩本 豊 

 

田中 雅也 

病害虫部

26. 9 肉豚用配合飼料 粉砕もみ米代替ＯＫ 日本農業新聞 設樂 修 家畜部 

26. 7 

26. 9 

完熟いちじくの高品質出荷技術 

なし新品種「但馬 1号」育成される 

日本農業新聞 

日本海新聞 

小河 拓也 

真野 隆司 

北部農業・

加工流通部

27. 2 

 

ゆっくり離乳 発育改善 日本農業新聞 坂瀬 充洋 北部畜産

部 

26. 5 

26. 7 

26. 7 

26. 7 

26. 8 

26. 9 

 

26. 9 

26.10 

 

26.10 

26.12 

27. 1 

27. 2 

27. 3 

27. 3 

ビワ収穫と選別体験 トライやる・ウィーク 

キャベツ輪作が効果 レタスビッグベイン病 

腐敗球瞬時に除去 タマネギ出荷品質向上へ 

夜間冷房日没後 4時間が効果 夏定植カーネーション 

キャベツ輪作で防除 レタスビッグベイン病 

品質向上コスト低減 ヒートポンプでのカーネの冬季

暖房 

タマネギの腐敗 光で判別  

レタス収穫後の寒玉系キャベツ マルチ利用で 4、5 月

穫り栽培 

淡路島 幻想の光 カーネーション温室防虫灯 

農家丹精の 31点並ぶ 洲本で淡路温州みかん品評会 

味の私記 一芳亭「しゅうまい」淡路島産タマネギ 

8種 114点出品 花き品評会 

悪天候でも「糖度十分」かんきつ類品評会に 31点 

味よし かんきつ中晩生 淡路中晩生かんきつ品評会 

朝日新聞 

日本農業新聞 

日本農業新聞 

日本農業新聞 

日本農業新聞 

日本農業新聞 

 

神戸新聞 

日本農業新聞 

 

朝日新聞 

神戸新聞 

読売新聞 

毎日新聞 

神戸新聞 

読売新聞 

小林 尚司 

西口 真嗣 

西野 勝 

東浦 優 

小林 尚司 

東浦 優 

 

西野 勝 

中野 伸一 

 

東浦 優 

宗田 健二 

小林 尚司 

石上 佳次 

宗田 健二 

宗田 健二 

淡路農業

部 

 

 

 (9) テレビ・ラジオ 

発表年月 内    容 提供先 発表者名 所属 

26.10 

26.10 

酒米試験地と山田錦について 

酒米山田錦 

サンテレビ 

CBCラジオ 

池上 勝 

池上 勝 

農産園芸部

26.12 イチゴ新品種「兵庫Ｉ－３号」「兵庫Ｉ－４号」の開発

と特性紹介 

関西テレビ 山本 晃一 農産園芸

部 

26. 9 近赤外分光によるタマネギ内部腐敗球の非破壊判別技

術 

ケーブルネットワー

ク淡路さんさんネッ

ト 

西野 勝 淡路農業

部 

26.11 

 

ラクトコーダーで牛群検定をしてみよう 淡路さんさんテレビ 大川 浩一 淡路畜産

部 
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６ 試験研究成果発表会 

課題名、話題及び提供者 
開催年月日 

開催場所 
参 加 者 

試験研究成果発表会 
平成26年7月29日（火） 

淡路農業技術センター 

 総  数  90人 
 研究機関  29人  普及組織 14人 
 県行政･市町･JA･農家等 47人 

１ 露地野菜における冠水程度と被害の関係並びに事後対策の効果 

 中野 伸一   淡路農業技術センター農業部 

２ 極早生タマネギのトンネル・マルチ栽培による３月収穫技術 

   西野 勝 淡路農業技術センター農業部 

３ ２５年度に多発した南あわじ市のハスモンヨトウの室内検定による薬剤防除効果 

   二井 清友 農業技術センター病害虫部 

４ ｐH制御によるレタスビッグベイン病の防除技術の開発 

西口 真嗣 農業技術センター病害虫部 

５ イチジク収穫適期判定のためのカラーチャート作成 小河 拓也 北部農業技術センター農業・加工流通部

６ 強勢台木の利用による極早生温州ミカン「ゆら早生」の早期安定生産技術 

宗田 健二 淡路農業技術センター農業部 

７ ストックの５・６月出荷における高温処理が草丈・切り花品質に及ぼす影響 

石上 佳次 淡路農業技術センター農業部 

８ 近年のカーネーション品種比較試験の結果 片桐 千尋 淡路農業技術センター農業部 

９ 夏季夜間短時間冷房がカーネーションの一番開花と切り花形質に及ぼす影響 

東浦 優 淡路農業技術センター農業部 

試験研究成果発表会【農業部門】 
平成26年12月12日（金）
農林水産技術総合セン
ター 

総  数  123人 
 研究機関  55人  普及組織 20人 
 県行政･市町･JA･農家等 28人 

Ⅰ ハスモンヨトウ明石海峡を渡る 八瀬 順也 農業技術センター病害虫部 

２ アリ、キャベツを食べる ～だってのどが渇くんですもの～ 

 栁澤 由加里 農業技術センター病害虫部 

３ これぞテントウムシ（転倒虫）！！ ～天敵農薬使用時のワンポイントアドバイス～ 

 田中 雅也  農業技術センター病害虫部 

４ 光を使ってバラうどんこ病を抑えよう！！ 神頭 武嗣  農業技術センター病害虫部 

５ いちごの天敵利用と光防除の実際 小田 芳三  神戸農業改良普及センター 

６ 高温蒸気のパワーでイネいもち病を種（もと）から断つ！ －種子消毒の新手法－ 

 内橋 嘉一  農業技術センター病害虫部 

７ 生物農薬の使えない場面 －ミニタンWGの場合－ 岩本 豊  農業技術センター病害虫部 

８  農薬散布後に雨が降った。さあどうする？ 望月 望  農業技術センター病害虫部 

９ イチジクの透湿性白色シートの使い方 真野 隆司 農業技術センター農産園芸部 

10 除草剤 うまく使えば もっとキク（小麦編） 來田 康男 農業技術センター農産園芸部 

11  50年以上、肥料をやらないでイネを作ってみました 大塩 哲視  農業技術センター農産園芸部 

12   緑肥を利用した水稲栽培における肥効コントロールの検討 

                           戸田 一也  企画調整・経営支援部 

但馬・丹波地域農業試験研究・普及

成果発表会 

平成27年2月27日（金） 

北部農業技術センター 

 総  数  82人 
 研究機関  38人  普及組織 21人 
 県行政･市町･JA･農家等 23人 

１ もち製品の雑菌汚染状況及び品質保持技術 田畑 広之進 北部農業技術センター農業・加工流通部

２ 早生ナシ「なつしづく」及び「但馬１号」適期収穫判定のためのカラーチャート作成 

 小河 拓也 北部農業技術センター農業・加工流通部

３ 鉄コーティング直播による省力・低コスト栽培への挑戦 

 池田 高明 北部農業技術センター農業・加工流通部

４ 但馬ピーマンを炭疽病から守る           田端 恵子  豊岡農業改良普及センター 

５ 新規就農者等に対する技術習得支援         吉村 佳典  丹波農業改良普及センター 

６ 水稲の登熟期追肥による品質改善効果        澤田 富雄   農業技術センター農産園芸部 

－ 64 －
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７ コーデックス（国際食品規格）で変わる農業 －米のカドミウムとヒ素濃度について－ 

 松山 稔 農業技術センター農産園芸部 

８ あなたにもできる！ 斑点米但被害軽減の工夫 山下 賢一   農業技術センター農産園芸部 

成果発表会（畜産関係） 
平成27年3月4日（水）
北部農業技術センター 

 総  数  71人 
 研究機関  27人  普及組織 6人 
 県行政･市町･JA･農家等 38人 

１ 但馬牛の育成期の発育を改善する飼養技術の開発 

  秋山 敬孝 北部農業技術センター畜産部 

２ 兵庫県内産黒毛和種肥育牛の枝肉成績向上への取り組み 

 川上 徹  但馬基幹家畜診療所 

３ 美方郡における放牧場でのワラビ・カシワ対策について 

 久後 拓磨 新温泉農業改良普及センター 

４ 黒毛和種種雄牛における精液性状と内分泌動態の関連の検討 

  坂瀬 充洋 北部農業技術センター畜産部 

５ 黒毛和種牛でCIDERを用いたOvcynch、PG、PG－Modified FastBack による授精成績の検討 

  永岡 正宏 丹波家畜診療所  

淡路地域畜産技術成果・事例発表

（報告）会 

平成27年3月5日（木） 

淡路農業技術センター 

 総  数  82人 
 研究機関  12人  普及組織 6人 
 県行政･市町･JA･農家等 64人 

１ 診断書からみた管内死亡牛・廃用牛の状況 小鴨 睦 淡路家畜保健衛生所 

２ 地方病性牛白血病の宿主発症要因の一考察 斉藤 恵津子 淡路食肉衛生検査所 

３ 子牛の臍部疾患の現状とフィールドでの対応 野口 等 淡路基幹家畜診療所 

４ 年３回削蹄による蹄病予防の試み 河村 敏之 淡路農業技術センター 

５ 子牛下痢症多発の黒毛和種繁殖農場における妊娠末期牛の管理を中心とした対策 

  小山 憲司 淡路基幹家畜診療所三原診療所 

６ 管内における牛ウイルス性下痢・粘膜病の発生例 吉田 裕一 淡路家畜保健衛生所 

７ 島内における稲WSCなどを活用した畜産経営の現状と課題 

沼田 浩一 淡路農業改良普及センター 

８ 後継者のいる農場をターゲットにした酪農指導事例 松本 瞳 淡路家畜保健衛生所 

９ 近赤外光法を用いた乳牛の発情発見の試み 石川 翔 淡路農業技術センター 

10 泌乳牛の第一胃（ルーメン）にやさしい完全混合資料（TMR）調整条件 

 生田 健太郎  淡路農業技術センター 

試験研究成果発表会（畜産部門） 
平成27年3月20日（金）
農林水産技術総合セン
ター 

 総  数  66人 
 研究機関  36人  普及組織 13人 
 県行政･市町･JA･農家等 17人 

１ 但馬牛品質向上に向けた但馬牛去勢肥育マニュアルの普及啓発 

  岩本 英治 畜産技術センター畜産部 

２ 兵庫県における但馬牛の脂肪酸組成に関する取組みについて 

吉田 恵美  畜産技術センター家畜部 

３ 但馬牛子牛の発育改善技術 秋山 敬孝 北部農業技術センター畜産部 

４ 飼料用全粒籾米の給与割合が「ひょうご味どり」の生産性に及ぼす影響 

  龍田 健 畜産技術センター畜産部 

５ 【食味テスト】飼料用米を給与した「ひょうご味どり」と「ひょうご雪姫ポーク」の食味試験 

６ 定時受精時の発情徴候とAI後CIDER挿入が受胎に及ぼす影響 

  神崎 紗英 農業大学校畜産専攻  

７ 新たな指標による牛の繁殖成績の評価法       永井 秀樹  企画調整・経営支援部 
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７ 種苗登録出願及び登録状況 

 県立農林水産技術総合センターにおいて、試験研究に従事する職員がした職務発明で、平成２７年3月末現在、種

苗法に基づく登録品種は９件あり、また出願中のものが５件ある。 
職務発明 種苗登録 

種 類 ・ 名 称 備 考 提出年月日 
認定年月日 

出願年月日 
登録年月日 

H17. 2.14 

H17. 2.25 

H17. 6.27 

H20．3.13 
大豆「黒っこ姫」 第16456号 

H17. 2.14 

H17. 2.25 

H17. 6.27 

H20．3.13 
大豆「茶っころ姫」 第16457号 

H17. 1.24 

H17. 2.25 

H17.12.12 

H21. 3.19 
稲「兵庫牛若丸」（うるち米） 第18113号 

H18. 7.20 

H18. 8.28 

H18.12.11 

H22. 1.14 
稲「ゆかりの舞」（うるち米） 第18776号 

H19. 8.15 

H19. 8.29 

H20. 3.27 

H23. 2.15 
稲「兵庫錦」（酒米） 第20347号 

H22.12. 7 

H22.12.22 

H23. 3.30 

H25.10.15 
キク「兵庫花１０号」 第22712号 

H22.12. 7 

H22.12.22 

H23. 3.30 

H25.10.15 
キク「兵庫花１１号」 第22713号 

H23. 8.12 

H23. 8.23 

H23.12.21 

H25. 9.26 
レタス「ウインターパワー」 第22657号 

H24. 1.16 

H24. 3.29 

H24. 7. 2 

H26. 5.16 
大豆「さとっこ姫」 第23420号 

H25. 8.27 

H25. 9.13 

H25.11. 1 

 
キク「兵庫花１２号」 登録出願中 

H25. 8.27 

H25. 9.13 

H25.11. 1 

 
キク「兵庫花１３号」 登録出願中 

H26. 3.11 

H26. 3.19 

H26. 6. 2 

 
イチゴ「兵庫 I―３号」 登録出願中 

H26. 3.11 

H26. 3.19 

H26. 6. 2 

 
イチゴ「兵庫 I―４号」 登録出願中 

H26. 9.10 

H26. 9.19 

H27. 2. 6 

 
青ナシ「但馬１号」 登録出願中 

 
８ 特許・実用新案・商標の出願及び登録状況 

 県立農林水産技術総合センターにおいて、農業関係の試験研究に従事する職員がした職務発明で、平成２７年３月

末現在、特許法に基づく特許は１２件あり、特許出願中（国内・出願公開済）のものが２件ある。また、国際特許出

願中のものが１件ある。商標は出願中が２件あり、実用新案は該当なしである。 
職務発明 特許（商標）登録 

発明（商標）の名称 備  考 提出年月日 
認定年月日 

出願年月日 
登録年月日 

H 7. 3.30 
H 9. 3.27 

H 7. 3.31 
H10. 9.18 

青枯病防除方法 特許第2827094号 
H 8. 3.26 
H 9. 3.27 

H 8. 5.20 
H10.10. 9 

育苗培土及びその製造方法並びに耐病
性苗の育成方法 特許第2835598号 

H 9.10.21 
H10. 6. 8 

H 9.10.22 
H12. 7.14 

空気式混合による植物苗の吹付け緑化
工法 

㈱大本組､吉田一夫と共有
特許第3088984号 

H16.12. 2 

H16.12.15 

H17. 6.21 

H21. 8.28 

温湯処理によるクリ果実の病害防除方

法 
㈱タイガーカワシマと共有 
特許第4364841号 
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７ コーデックス（国際食品規格）で変わる農業 －米のカドミウムとヒ素濃度について－ 

 松山 稔 農業技術センター農産園芸部 

８ あなたにもできる！ 斑点米但被害軽減の工夫 山下 賢一   農業技術センター農産園芸部 

成果発表会（畜産関係） 
平成27年3月4日（水）
北部農業技術センター 

 総  数  71人 
 研究機関  27人  普及組織 6人 
 県行政･市町･JA･農家等 38人 

１ 但馬牛の育成期の発育を改善する飼養技術の開発 

  秋山 敬孝 北部農業技術センター畜産部 

２ 兵庫県内産黒毛和種肥育牛の枝肉成績向上への取り組み 

 川上 徹  但馬基幹家畜診療所 

３ 美方郡における放牧場でのワラビ・カシワ対策について 

 久後 拓磨 新温泉農業改良普及センター 

４ 黒毛和種種雄牛における精液性状と内分泌動態の関連の検討 

  坂瀬 充洋 北部農業技術センター畜産部 

５ 黒毛和種牛でCIDERを用いたOvcynch、PG、PG－Modified FastBack による授精成績の検討 

  永岡 正宏 丹波家畜診療所  

淡路地域畜産技術成果・事例発表

（報告）会 

平成27年3月5日（木） 

淡路農業技術センター 

 総  数  82人 
 研究機関  12人  普及組織 6人 
 県行政･市町･JA･農家等 64人 

１ 診断書からみた管内死亡牛・廃用牛の状況 小鴨 睦 淡路家畜保健衛生所 

２ 地方病性牛白血病の宿主発症要因の一考察 斉藤 恵津子 淡路食肉衛生検査所 

３ 子牛の臍部疾患の現状とフィールドでの対応 野口 等 淡路基幹家畜診療所 

４ 年３回削蹄による蹄病予防の試み 河村 敏之 淡路農業技術センター 

５ 子牛下痢症多発の黒毛和種繁殖農場における妊娠末期牛の管理を中心とした対策 

  小山 憲司 淡路基幹家畜診療所三原診療所 

６ 管内における牛ウイルス性下痢・粘膜病の発生例 吉田 裕一 淡路家畜保健衛生所 

７ 島内における稲WSCなどを活用した畜産経営の現状と課題 

沼田 浩一 淡路農業改良普及センター 

８ 後継者のいる農場をターゲットにした酪農指導事例 松本 瞳 淡路家畜保健衛生所 

９ 近赤外光法を用いた乳牛の発情発見の試み 石川 翔 淡路農業技術センター 

10 泌乳牛の第一胃（ルーメン）にやさしい完全混合資料（TMR）調整条件 

 生田 健太郎  淡路農業技術センター 

試験研究成果発表会（畜産部門） 
平成27年3月20日（金）
農林水産技術総合セン
ター 

 総  数  66人 
 研究機関  36人  普及組織 13人 
 県行政･市町･JA･農家等 17人 

１ 但馬牛品質向上に向けた但馬牛去勢肥育マニュアルの普及啓発 

  岩本 英治 畜産技術センター畜産部 

２ 兵庫県における但馬牛の脂肪酸組成に関する取組みについて 

吉田 恵美  畜産技術センター家畜部 

３ 但馬牛子牛の発育改善技術 秋山 敬孝 北部農業技術センター畜産部 

４ 飼料用全粒籾米の給与割合が「ひょうご味どり」の生産性に及ぼす影響 

  龍田 健 畜産技術センター畜産部 

５ 【食味テスト】飼料用米を給与した「ひょうご味どり」と「ひょうご雪姫ポーク」の食味試験 

６ 定時受精時の発情徴候とAI後CIDER挿入が受胎に及ぼす影響 

  神崎 紗英 農業大学校畜産専攻  

７ 新たな指標による牛の繁殖成績の評価法       永井 秀樹  企画調整・経営支援部 
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７ 種苗登録出願及び登録状況 

 県立農林水産技術総合センターにおいて、試験研究に従事する職員がした職務発明で、平成２７年3月末現在、種

苗法に基づく登録品種は９件あり、また出願中のものが５件ある。 
職務発明 種苗登録 

種 類 ・ 名 称 備 考 提出年月日 
認定年月日 

出願年月日 
登録年月日 

H17. 2.14 

H17. 2.25 

H17. 6.27 

H20．3.13 
大豆「黒っこ姫」 第16456号 

H17. 2.14 

H17. 2.25 

H17. 6.27 

H20．3.13 
大豆「茶っころ姫」 第16457号 

H17. 1.24 

H17. 2.25 

H17.12.12 

H21. 3.19 
稲「兵庫牛若丸」（うるち米） 第18113号 

H18. 7.20 

H18. 8.28 

H18.12.11 

H22. 1.14 
稲「ゆかりの舞」（うるち米） 第18776号 

H19. 8.15 

H19. 8.29 

H20. 3.27 

H23. 2.15 
稲「兵庫錦」（酒米） 第20347号 

H22.12. 7 

H22.12.22 

H23. 3.30 

H25.10.15 
キク「兵庫花１０号」 第22712号 

H22.12. 7 

H22.12.22 

H23. 3.30 

H25.10.15 
キク「兵庫花１１号」 第22713号 

H23. 8.12 

H23. 8.23 

H23.12.21 

H25. 9.26 
レタス「ウインターパワー」 第22657号 

H24. 1.16 

H24. 3.29 

H24. 7. 2 

H26. 5.16 
大豆「さとっこ姫」 第23420号 

H25. 8.27 

H25. 9.13 

H25.11. 1 

 
キク「兵庫花１２号」 登録出願中 

H25. 8.27 

H25. 9.13 

H25.11. 1 

 
キク「兵庫花１３号」 登録出願中 

H26. 3.11 

H26. 3.19 

H26. 6. 2 

 
イチゴ「兵庫 I―３号」 登録出願中 

H26. 3.11 

H26. 3.19 

H26. 6. 2 

 
イチゴ「兵庫 I―４号」 登録出願中 

H26. 9.10 

H26. 9.19 

H27. 2. 6 

 
青ナシ「但馬１号」 登録出願中 

 
８ 特許・実用新案・商標の出願及び登録状況 

 県立農林水産技術総合センターにおいて、農業関係の試験研究に従事する職員がした職務発明で、平成２７年３月

末現在、特許法に基づく特許は１２件あり、特許出願中（国内・出願公開済）のものが２件ある。また、国際特許出

願中のものが１件ある。商標は出願中が２件あり、実用新案は該当なしである。 
職務発明 特許（商標）登録 

発明（商標）の名称 備  考 提出年月日 
認定年月日 

出願年月日 
登録年月日 

H 7. 3.30 
H 9. 3.27 

H 7. 3.31 
H10. 9.18 

青枯病防除方法 特許第2827094号 
H 8. 3.26 
H 9. 3.27 

H 8. 5.20 
H10.10. 9 

育苗培土及びその製造方法並びに耐病
性苗の育成方法 特許第2835598号 

H 9.10.21 
H10. 6. 8 

H 9.10.22 
H12. 7.14 

空気式混合による植物苗の吹付け緑化
工法 

㈱大本組､吉田一夫と共有
特許第3088984号 

H16.12. 2 

H16.12.15 

H17. 6.21 

H21. 8.28 

温湯処理によるクリ果実の病害防除方

法 
㈱タイガーカワシマと共有 
特許第4364841号 
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職務発明 特許（商標）登録 
発明（商標）の名称 備  考 提出年月日 

認定年月日 
出願年月日 
登録年月日 

H15. 7.16 

H15. 9.24 

H15. 8.26 

H21.11.13 
クモヘリカメムシの忌避剤 住友化学工業㈱と共有 

特許第4404579号 
H17. 4.25 

H17. 7.21 

H17. 5.13 

H22. 7. 2 

旋回装置を備えた植生基盤材の撒き出

し工法 
㈱大本組、吉田修と共有 
特許第4540543号 

H17. 6.10 

H17. 7.21 

H17. 9.16 

H24.10.19 

拮抗微生物コーティング種子、その製

造方法、及び作物における病害の防除

方法 

㈱サカタのタネと共有 
特許第5111747号 
アメリカで国際出願中 

H18.2.28 

H18.3.17 

H18. 5.19 

H23.11.18 
ウシの優良産肉形質判定方法 (独)農研機構と共同出願 

特許第4863266号 
H18. 8.22 

H18. 8.28 

H18.12. 1 

H24. 8. 3 

ダイズ茎疫病を生物的に防除するため

の防除剤及び方法 
(独)農研機構、出光興産㈱と共

有 特許第5052873号 
H18. 7. 7 

H18. 8.28 

H19. 7.17 

H24.12.28 
植物病害防除用照明装置 パナソニック電工㈱と共有 

特許第5162740号 

H20. 4. 8 

H20. 7. 4 

H20. 6.10 

H25. 2.22 

動物の血中ビタミンＡ濃度測定用の検

量線を作成する方法、動物の血中ビタ

ミンＡ濃度の測定方法、動物の血中ビ

タミンＡ濃度測定装置、プログラム、

及び記録媒体 

京都大学と共有 
特許第5201628号 

H20.12.25 

H21. 2. 4 

H21. 4.28 

H26. 2.21 

農業経営支援プログラムおよび農業経

営支援システム 特許第5479770号 

H21.12.28 

H22. 2.18 

H22. 3.16 

 

植物の照明栽培方法および防虫用照明

装置 特願2011-055367 

H24. 8.10 

H24. 9. 4 

H24.10.17 

 

アタッチメント及びこれを用いた果樹

根元処理方法 特願2012-229483 

― 
H27. 1.30 

 
商標「あまクイーン」 商願2015-008338 

― 
H27. 1.30 

 
商標「紅クイーン」 商願2015-008337 

 
発明（出願特許）の概要 

発 明 の 名 称 発   明   の   概   要 

青枯病防除方法 作物の体内から分離し、植物根内に生息する能力を有したフェノール類耐性菌を用い

た青枯病の防除方法。実ほ場でも高い発病遅延効果及び発病抑制効果を示した。 

育苗培土及びその製造方法

並びに耐病性苗の育成方法 

上記5件の発明を用いた、2種類の有用菌株を一定量以上に含む培土、その培土の製造

法、その培土による耐病性苗の育成法である。この培土にトマトを播種することによ

り青枯病に強い苗を育てることができ、栽培終了期まで効果が持続する。（特許の範囲

は、作物・病害を限定していない） 

空気式混合による植物苗の

吹付け緑化工法 

景観形成や雑草抑制に優れた、栄養繁殖性植物の機械吹き付け植栽を可能にした緑化

工法である。セルトレイで育成した植物苗(セル成型苗)、生育基盤材、水等を自動車に

搭載したタンク内で苗を痛めないエアーブロー方式で混合撹拌する。混合したものを

圧縮空気でホース内を圧送し法面、平面などの植栽面に吹き付け植栽する方法である。

温湯処理によるクリ果実の

病害防除方法 

クリ果実の重要病害であるクリ炭疽病、クリ黒色実腐病は感染初期には健全果と見分

けることが困難である。そのため罹病果が混入した状態で出荷され輸送中に黒変して

問題となるが、温湯に浸漬処理することにより完全に防除することができる。 

クモヘリカメムシの忌避剤   クモヘリカメムシは外敵から攻撃を受けた時、警報フェロモンを発する。このフェロ

モン物質である（E）－2－オクテニル・アセテートを忌避物質とし、クモヘリカメム
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発 明 の 名 称 発   明   の   概   要 
シが水稲ほ場内へ飛び込む時期にほ場内に合成物質を散布、あるいは設置し、水稲穂

への定着を防ぐ、まったく新しい防除方法を示す。 

旋回装置を備えた植生基盤

材の撒き出し工法 

道路やダム等の構築に際し、現地で発生した伐採樹木・伐根材をチップ状にして、現

地発生土、肥料、種子等を混合する。この混合した基盤材を、重機の油圧ショベル可

動アーム先端に取り付けた水平方向に旋回可能な撒き出し装置に投入し、ブロワの遠

心力で法面や荒廃地などに撒き出し緑化する工法である。 

拮抗微生物コーティング種

子、その製造方法、及び作物

における病害の防除方法 

減圧接種法を用いることにより、各種有用な微生物をイネ科、ユリ科、アブラナ科等

の種子の表面及び種子内部に潜り込ませ、低温・除湿乾燥法を併用することにより、

乾燥工程による微生物の死滅を最小限にくい止める技術を開発した。本発明を用いて

各種植物病害を防除することができる。 

ウシの優良産肉形質判定方

法 

脂肪細胞の形成に必要不可欠な遺伝子である PPARγに注目し、その転写産物の一つ

であるPPARγ2の18番目のアミノ酸がアラニンからバリンに置換したヘテロ変異個

体（変異牛）の産肉形質を非変異牛と比較した結果、変異牛では冷屠体重とバラ厚が

有意に増加し、特に出荷日齢の早い牛で顕著であることが明らかとなった。これらの

結果により、本変異牛を用い肥育期間を短縮する方向で肥育することによって、冷屠

体重の増加による増益が見込める。さらに、冷屠体重の増加による増益分に加え、早

期出荷による飼料費の節約分と労働費の節約分も増益として見込むことができる。 
ダイズ茎疫病を生物的に防

除するための防除剤及び方

法 

本発明は、ダイズにおける茎疫病を防除する能力を有するトリコデルマ属に属する微

生物を有効成分として含有する、ダイズにおける茎疫病の防除剤、及び、この防除剤

をダイズに施用することを含む茎疫病の防除方法を提供する。 

植物病害防除用照明装置 

植物病害防除用照明装置1は、紫外線を含む光を放出する光源2を備える。光源2は、

略280～340nmの波長成分を有するUV-Bと、略100~280nmの波長成分のうちの略

255nm以下の波長成分がカットされたUV-Cとを重畳して植物Ｐに照射する。このよ

うなUV-C及びUV-Bの植物Pへの照射により、上記の病害等の糸状菌の胞子形成や

菌糸の成長をさらに確実に抑制し、且つ、植物 P の病害抵抗性をさらに確実に誘導す

ることが可能になる。 
動物の血中ビタミンＡ濃度

測定用の検量線を作成する

方法、動物の血中ビタミンＡ

濃度の測定方法、動物の血中

ビタミンＡ濃度測定装置、プ

ログラム、及び記録媒体 

本発明に係る動物の血中ビタミンＡ濃度測定用の検量線を作成する方法は、少なくと

も２頭以上の動物の瞳孔に光を照射し、上記瞳孔によって反射された波長４００ｎｍ

以上６００ｎｍ以下の反射光の強度を測定するステップ１と、上記動物の血中ビタミ

ンＡ濃度を測定するステップ２と、上記反射光の強度および上記血中ビタミンＡ濃度

に基づいて検量線を作成するステップ３と、を含む。 

農業経営支援プログラムお

よび農業経営支援システム 

農業経営データ入力ツールにより、農作物別に投入した作業内容・作業量・作業発生

日時を含む農作業日誌データと、投入した経費・経費発生日時を含む農業経費データ

と、回収した売上・売上発生日時を含む農業売上データ等の農業経営データの入力を

受け付け、それら農業経営データをデータベース化して農業経営データベースを構築

する。農業経営シミュレーションツールは、農業経営データベースを参照し、農作物

別に作業労力を算出したり経費を算出したり売上を算出する各種シミュレーションを

行い、分かりやすいように可視化する。 

植物の照明栽培方法、防虫用

照明装置、および防虫用照明

システム 

本発明は、植物の照明栽培方法であって、照明は、出射光が緑色から赤色の領域に発

光ピーク波長を有する複数の光源を用いて行い、複数の光源の各光源は、所定の明期

幅と、該明期幅より時間平均明るさが小さい暗期幅とを１周期とする点滅パターンで

同期して又は独立して発光強度が変化するものであり、パターンは、下記式（１）で

示されるデューティが５０％以下であり、デューティ（％）＝明期幅／（明期幅＋暗

期幅）×１００ （１）複数の光源により照明される領域の少なくとも一部は、複数の

光源からの照明のパターンの合成により、照明されることにより防虫効果を備える、

植物の照明栽培方法である。 
アタッチメント及びこれを

用いた果樹根元処理方法 
小型油圧ショベルを用いて果樹の凍害対策を実施可能なアタッチメント、及びこれを用いた

果樹根元処理方法である。 
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職務発明 特許（商標）登録 
発明（商標）の名称 備  考 提出年月日 

認定年月日 
出願年月日 
登録年月日 

H15. 7.16 

H15. 9.24 

H15. 8.26 

H21.11.13 
クモヘリカメムシの忌避剤 住友化学工業㈱と共有 

特許第4404579号 
H17. 4.25 

H17. 7.21 

H17. 5.13 

H22. 7. 2 

旋回装置を備えた植生基盤材の撒き出

し工法 
㈱大本組、吉田修と共有 
特許第4540543号 

H17. 6.10 

H17. 7.21 

H17. 9.16 

H24.10.19 

拮抗微生物コーティング種子、その製

造方法、及び作物における病害の防除

方法 

㈱サカタのタネと共有 
特許第5111747号 
アメリカで国際出願中 

H18.2.28 

H18.3.17 

H18. 5.19 

H23.11.18 
ウシの優良産肉形質判定方法 (独)農研機構と共同出願 

特許第4863266号 
H18. 8.22 

H18. 8.28 

H18.12. 1 

H24. 8. 3 

ダイズ茎疫病を生物的に防除するため

の防除剤及び方法 
(独)農研機構、出光興産㈱と共

有 特許第5052873号 
H18. 7. 7 

H18. 8.28 

H19. 7.17 

H24.12.28 
植物病害防除用照明装置 パナソニック電工㈱と共有 

特許第5162740号 

H20. 4. 8 

H20. 7. 4 

H20. 6.10 

H25. 2.22 

動物の血中ビタミンＡ濃度測定用の検

量線を作成する方法、動物の血中ビタ

ミンＡ濃度の測定方法、動物の血中ビ

タミンＡ濃度測定装置、プログラム、

及び記録媒体 

京都大学と共有 
特許第5201628号 

H20.12.25 

H21. 2. 4 

H21. 4.28 

H26. 2.21 

農業経営支援プログラムおよび農業経

営支援システム 特許第5479770号 

H21.12.28 

H22. 2.18 

H22. 3.16 

 

植物の照明栽培方法および防虫用照明

装置 特願2011-055367 

H24. 8.10 

H24. 9. 4 

H24.10.17 

 

アタッチメント及びこれを用いた果樹

根元処理方法 特願2012-229483 

― 
H27. 1.30 

 
商標「あまクイーン」 商願2015-008338 

― 
H27. 1.30 

 
商標「紅クイーン」 商願2015-008337 

 
発明（出願特許）の概要 

発 明 の 名 称 発   明   の   概   要 

青枯病防除方法 作物の体内から分離し、植物根内に生息する能力を有したフェノール類耐性菌を用い

た青枯病の防除方法。実ほ場でも高い発病遅延効果及び発病抑制効果を示した。 

育苗培土及びその製造方法

並びに耐病性苗の育成方法 

上記5件の発明を用いた、2種類の有用菌株を一定量以上に含む培土、その培土の製造

法、その培土による耐病性苗の育成法である。この培土にトマトを播種することによ

り青枯病に強い苗を育てることができ、栽培終了期まで効果が持続する。（特許の範囲

は、作物・病害を限定していない） 

空気式混合による植物苗の

吹付け緑化工法 

景観形成や雑草抑制に優れた、栄養繁殖性植物の機械吹き付け植栽を可能にした緑化

工法である。セルトレイで育成した植物苗(セル成型苗)、生育基盤材、水等を自動車に

搭載したタンク内で苗を痛めないエアーブロー方式で混合撹拌する。混合したものを

圧縮空気でホース内を圧送し法面、平面などの植栽面に吹き付け植栽する方法である。

温湯処理によるクリ果実の

病害防除方法 

クリ果実の重要病害であるクリ炭疽病、クリ黒色実腐病は感染初期には健全果と見分

けることが困難である。そのため罹病果が混入した状態で出荷され輸送中に黒変して

問題となるが、温湯に浸漬処理することにより完全に防除することができる。 

クモヘリカメムシの忌避剤   クモヘリカメムシは外敵から攻撃を受けた時、警報フェロモンを発する。このフェロ

モン物質である（E）－2－オクテニル・アセテートを忌避物質とし、クモヘリカメム
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発 明 の 名 称 発   明   の   概   要 
シが水稲ほ場内へ飛び込む時期にほ場内に合成物質を散布、あるいは設置し、水稲穂

への定着を防ぐ、まったく新しい防除方法を示す。 

旋回装置を備えた植生基盤

材の撒き出し工法 

道路やダム等の構築に際し、現地で発生した伐採樹木・伐根材をチップ状にして、現

地発生土、肥料、種子等を混合する。この混合した基盤材を、重機の油圧ショベル可

動アーム先端に取り付けた水平方向に旋回可能な撒き出し装置に投入し、ブロワの遠

心力で法面や荒廃地などに撒き出し緑化する工法である。 

拮抗微生物コーティング種

子、その製造方法、及び作物

における病害の防除方法 

減圧接種法を用いることにより、各種有用な微生物をイネ科、ユリ科、アブラナ科等

の種子の表面及び種子内部に潜り込ませ、低温・除湿乾燥法を併用することにより、

乾燥工程による微生物の死滅を最小限にくい止める技術を開発した。本発明を用いて

各種植物病害を防除することができる。 

ウシの優良産肉形質判定方

法 

脂肪細胞の形成に必要不可欠な遺伝子である PPARγに注目し、その転写産物の一つ

であるPPARγ2の18番目のアミノ酸がアラニンからバリンに置換したヘテロ変異個

体（変異牛）の産肉形質を非変異牛と比較した結果、変異牛では冷屠体重とバラ厚が

有意に増加し、特に出荷日齢の早い牛で顕著であることが明らかとなった。これらの

結果により、本変異牛を用い肥育期間を短縮する方向で肥育することによって、冷屠

体重の増加による増益が見込める。さらに、冷屠体重の増加による増益分に加え、早

期出荷による飼料費の節約分と労働費の節約分も増益として見込むことができる。 
ダイズ茎疫病を生物的に防

除するための防除剤及び方

法 

本発明は、ダイズにおける茎疫病を防除する能力を有するトリコデルマ属に属する微

生物を有効成分として含有する、ダイズにおける茎疫病の防除剤、及び、この防除剤

をダイズに施用することを含む茎疫病の防除方法を提供する。 

植物病害防除用照明装置 

植物病害防除用照明装置1は、紫外線を含む光を放出する光源2を備える。光源2は、

略280～340nmの波長成分を有するUV-Bと、略100~280nmの波長成分のうちの略

255nm以下の波長成分がカットされたUV-Cとを重畳して植物Ｐに照射する。このよ

うなUV-C及びUV-Bの植物Pへの照射により、上記の病害等の糸状菌の胞子形成や

菌糸の成長をさらに確実に抑制し、且つ、植物 P の病害抵抗性をさらに確実に誘導す

ることが可能になる。 
動物の血中ビタミンＡ濃度

測定用の検量線を作成する

方法、動物の血中ビタミンＡ

濃度の測定方法、動物の血中

ビタミンＡ濃度測定装置、プ

ログラム、及び記録媒体 

本発明に係る動物の血中ビタミンＡ濃度測定用の検量線を作成する方法は、少なくと

も２頭以上の動物の瞳孔に光を照射し、上記瞳孔によって反射された波長４００ｎｍ

以上６００ｎｍ以下の反射光の強度を測定するステップ１と、上記動物の血中ビタミ

ンＡ濃度を測定するステップ２と、上記反射光の強度および上記血中ビタミンＡ濃度

に基づいて検量線を作成するステップ３と、を含む。 

農業経営支援プログラムお

よび農業経営支援システム 

農業経営データ入力ツールにより、農作物別に投入した作業内容・作業量・作業発生
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９ 表彰・受賞・研究業績等 

◎表 彰 名 兵庫県農政環境部賞 
  業   績 DNA マーカー等を利用した効率的な病害抵抗性黒大豆品種の育成 
  受賞者氏名 杉本 琢真 
  年 月 日 平成 26 年 6 月 26 日 
 

◎表 彰 名 平成 26 年度 肉用牛研究会賞 
  業   績 但馬牛の効率的な改良及び生産に関する研究 
  受賞者氏名 福島 護之 
  年 月 日 平成 26 年９月 18 日 
 

◎表 彰 名 奨励研究者褒賞  
  業   績 完全混合飼料の非繊維性炭水化物含量と切断長が泌乳牛の第一胃発酵に及ぼ

す影響 
  受賞者氏名 生田健太郎 
  年 月 日 平成 26 年 10 月 12 日 
 

◎表 彰 名 植物調節剤功労者表彰 
  業   績 植物調節剤（除草剤、植物成長調整剤及び植物の生育調整資材）の発展に貢献 
  受賞者氏名 九村 俊幸、牛尾 昭浩、岩井 正志 
  年 月 日 平成 26 年 12 月 12 日 
 

◎表 彰 名 平成 26 年度「農業技術功労者表彰」 
  業   績 但馬牛の改良と効率的な飼養管理技術の開発 
  受賞者氏名 野田 昌伸 
  年 月 日 平成 26 年 12 月 19 日 
 

◎表 彰 名 平成 26 年度全国食品関係試験研究場所長会優良研究・指導業績表彰 
  業   績 アサクラサンショウの特性を活かした加工品開発とブランド化支援 
  受賞者氏名 廣田 智子 
  年 月 日 平成 27 年 2 月 26 日 

 

 
 
 
１０ 研究員の派遣 

氏 名 所 属 期 間 派 遣 先 
水谷 祐一郎 農産園芸部 10/1～12/28 国立研究開発法人 農研機構  

花き研究所 
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１１ 研修生・見学者の受け入れ 

 

(1) 研究員受入要綱に基づく受け入れ 

  該当無し 

 

(2) トライやる・ウィーク受け入れ 

学 校 名 受入人数 期  間 担当部署 

加西中学校、泉中学校 
和田山中学校 
三原中学校 

６人 
３人 
４人 

６月 ２日～ ６月 ６日 
６月 ２日～ ６月 ６日 
５月 21 日～ ５月 23 日 

総合センター 
北部農業技術センター 
淡路農業技術センター 

 

(3) (独)国際協力機構からの依頼による研修等の受け入れ 

区 分 研修コース 期 間 
受入 

人数 
担当部署 

(独)国際協力

機構 
（JICA） 
 
 
 
 

バリューチェーンに沿った農業開発

における地方自治体と民間セクターの

役割・機能 
アグロバイオテクノロジーコース 
小農支援のための野菜栽培研修とマ

ーケティング 
農村女性能力向上コース 

４月 23 日 
 
 
４月 30 日 
５月 13 日 
 
10 月 16 日 

7 名 
 
 

 5 名 
 10 名 

 
11 名 

淡路農業技術センター

 
 
総合センター 
淡路農業技術センター

 
総合センター 

 

 

 

 

(4) 見学者等の受け入れ 

県立農林水産技術総合センター（人） 
 
 
 
 月 

農林水産技術総合セン

ター（加西） 北部農業技術センター 淡路農業技術センター 計 

県内 県外 海

外 計 県内 県外
海

外
計 県内 県外

海

外
計 県内 県外 海

外
計 

４ 16  5 21 17    17    7 7  33    12 45 
５     11    11 104   10 114  115    10 125 
６ 89   89 65    65 4     4  158     158 
７ 49 40  89 17    17 8     8  74  40   114 
８ 6 58  64 7    7 48 31   79  61  89   150 
９ 1 26 2 29 42  1  43 8     8  51  27  2 80 
10 112  11 123 182   3 185 103     103  397    14 411 
11 157 60  217 89  40 13 142 201     201  447  100  13 560 
12 75   75 11  77  88        86  77   163 
１ 70 14  84 3  2  5        73  16   89 
２ 14 9  23 86  2  88 160     160  260  11   271 
３ 49 19  68 72    72 82     82  203  19   222 
計 638 226 18 882 602  122 16 740 718 31 17 766  1,958  379  51 2,388 
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１２ 資格･認定研修への講師派遣 

研 修 名 主催者 講師名 時期・期間 参集範囲・人員 研修内容 

平成 26年度農

薬安全使用技

術講習会 

農業改良課 （企画調整・経

営支援部） 

戸田一也 

（病害虫部） 

二井清友、神頭

武嗣 

6月 20日 

 

7月 10日 

7月 18日 

農薬販売業者・防除

業者・ゴルフ場コー

ス管理者等 655名 

病害虫抵抗性の出に

くい効果的な農薬の

使い方 

農業用大型ト

ラクター技能

講習会 

兵庫県農業機

械化協会 

（農業大学校） 

三好 昭宏 

（農産園芸部） 

礒野 幸浩 

豊岡会場 

7月 23日 

加西会場 

10月14～17日

農業者    100名 

 

農業者 120名 

トラクター操作、安

全運転技術 

平成 26年度地

力増進対策診

断指導事業集

合研修 

農政環境部長 （農産園芸部） 

松山 稔 

大塩 哲視 

8月 8日 農業改良普及センタ

ー関係者 

土壌中の腐植測定に

基づく土作り 

平成 26年度就

農促進研修員

第 3 回集合研

修会 

兵庫県担い手

育成総合支援

協議会 

 

（農産園芸部） 

牛尾 昭浩 

礒野 幸浩 

 

10月 1日 

 

 

研修員、ひょうご就

農支援センターなど

関係者 

 

新規就農への円滑推

進を図るための農作

業安全研修 

 

平成 26年度農

業機械士養成

研修・技能検

定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

農政環境部 

(農産園芸課) 

（農業大学校） 

三好 昭宏 

北本 暢男 

飯田 親弘 

泉田 孝志 

上吉川 純二 

稲岡 一郎 

久保田 誠三 

（企画調整・経

営支援部） 

九村 俊幸 

林田 雅夫 

（農産園芸部） 

山下 賢一 

桑名 健夫 

牛尾 昭浩 

加藤 雅宣 

礒野 幸浩 

藤原 英世 

藤田 賢次 

農業大学校 

11月26～27日

12 月 5 日(検

定) 

農業者、農大生 68名 農業機械の基礎 

農業機械の構造及び

機能と取扱い並びに

点検整備と簡単な修

理 

農業機械の効率利用

農業機械の安全作業

農業機械の点検整備

用機器と使用方法 

実技（ロータリー耕、

仕業点検、工具の取

り扱い、計測器の取

り扱い） 

平成 26年度指

導農業機械士

養成研修・技

能検定 

農政環境部 

(農産園芸課) 

（農業大学校） 

北本 暢男 

（企画調整・経

営支援部） 

九村 俊幸 

林田 雅夫 

（農産園芸部） 

加藤 雅宣 

農業大学校 

11月26～27日

12 月 5 日(検

定) 

農業者、農大生 22名 農業機械化の情勢･

動向 

農業機械と資材管理

農作業安全管理 

農業機械の導入利用

計画 

農業機械に関する技

術指導及び安全指導

の方法 

特定高性能農業機械

の導入利用計画 
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研 修 名 主催者 講師名 時期・期間 参集範囲・人員 研修内容 

平成 26年度兵

庫県農薬管理

指導士認定特

別研修 

 

 

 

 

農政環境部 

(農業改良課) 

企画調整・経営

支援部） 

戸田 一也 

（農産園芸部） 

來田 康男 

（病害虫部） 

二井 清友 

八瀬 順也 

西口 真嗣 

望月  証 

内橋 嘉一 

松浦 克成 

12月 1～2日 農協職員、園芸業者、

ゴルフ場関係者、農

業者、農薬販売業

者・ゴルフ場関係者

など    98名 

農薬の基礎、農耕

地・ゴルフ場におけ

る病害虫雑草防除、

農薬の安全使用、農

薬の安全性評価 

農業機械整備

技能検定学科

講 習 ( １ , ２

級) 

兵庫県農業機

械化協会 

 

(農産園芸部) 

牛尾 昭浩 

（農業大学校） 

三好 昭宏 

1月 8日 農業機械販売業者 

 30名 

耕運整地用機械 

育苗と栽培管理用機

械 

平成 26年度農

作業安全指導

技能向上研修

会 

兵庫県農業機

械化協会 

（企画調整・経営

支援部） 

九村 俊幸 

(農産園芸部) 

牛尾 昭浩 

礒野 幸浩 

藤田 堅次 

1月 29日 農業者    100名 農作業安全 

農業機械の操作 

臨時農業用大

型トラクター

技能講習会 

兵庫県農業機

械化協会 

（農産園芸部） 

礒野 幸浩 

加西会場 

2月 17～20日

農業者    100名 

 

 

トラクター操作、安

全運転技術 

平成 26年度土

壌・施肥診断

手法講習会 

全農兵庫県本

部 

（農産園芸部） 

松山 稔 

牧  浩之 

3月 20日 営農指導員等 30名 ほ場研修 

土壌の物理性と土壌

調査 

土壌・施肥診断の基

礎と肥料計算 

平成 26年度農

作業安全指導

技能向上研修

会 

兵庫県農業機

械化協会 

（企画調整・経営

支援部） 

九村 俊幸 

(農産園芸部) 

松本 功 

牛尾 昭浩 

礒野 幸浩 

3月 18日 農業者   100名 農作業安全 

農業機械の操作 

 

 

 

 

 

 

 

 

－ 71 －



 - 71 -

１２ 資格･認定研修への講師派遣 
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（農産園芸部） 

牛尾 昭浩 

礒野 幸浩 

 

10月 1日 

 

 

研修員、ひょうご就

農支援センターなど

関係者 

 

新規就農への円滑推

進を図るための農作

業安全研修 

 

平成 26年度農

業機械士養成

研修・技能検

定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

農政環境部 

(農産園芸課) 

（農業大学校） 

三好 昭宏 

北本 暢男 

飯田 親弘 

泉田 孝志 

上吉川 純二 

稲岡 一郎 

久保田 誠三 

（企画調整・経

営支援部） 

九村 俊幸 

林田 雅夫 

（農産園芸部） 

山下 賢一 

桑名 健夫 

牛尾 昭浩 

加藤 雅宣 

礒野 幸浩 

藤原 英世 

藤田 賢次 

農業大学校 

11月26～27日

12 月 5 日(検

定) 

農業者、農大生 68名 農業機械の基礎 

農業機械の構造及び

機能と取扱い並びに

点検整備と簡単な修

理 

農業機械の効率利用

農業機械の安全作業

農業機械の点検整備

用機器と使用方法 

実技（ロータリー耕、

仕業点検、工具の取

り扱い、計測器の取

り扱い） 

平成 26年度指

導農業機械士

養成研修・技

能検定 

農政環境部 

(農産園芸課) 

（農業大学校） 

北本 暢男 

（企画調整・経

営支援部） 

九村 俊幸 

林田 雅夫 

（農産園芸部） 

加藤 雅宣 

農業大学校 

11月26～27日

12 月 5 日(検

定) 

農業者、農大生 22名 農業機械化の情勢･

動向 

農業機械と資材管理

農作業安全管理 

農業機械の導入利用

計画 

農業機械に関する技

術指導及び安全指導

の方法 

特定高性能農業機械

の導入利用計画 
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研 修 名 主催者 講師名 時期・期間 参集範囲・人員 研修内容 

平成 26年度兵

庫県農薬管理

指導士認定特

別研修 

 

 

 

 

農政環境部 

(農業改良課) 

企画調整・経営

支援部） 

戸田 一也 

（農産園芸部） 

來田 康男 

（病害虫部） 

二井 清友 

八瀬 順也 

西口 真嗣 

望月  証 

内橋 嘉一 

松浦 克成 

12月 1～2日 農協職員、園芸業者、

ゴルフ場関係者、農

業者、農薬販売業

者・ゴルフ場関係者

など    98名 

農薬の基礎、農耕

地・ゴルフ場におけ

る病害虫雑草防除、

農薬の安全使用、農

薬の安全性評価 

農業機械整備

技能検定学科

講 習 ( １ , ２

級) 

兵庫県農業機

械化協会 

 

(農産園芸部) 

牛尾 昭浩 

（農業大学校） 

三好 昭宏 

1月 8日 農業機械販売業者 

 30名 

耕運整地用機械 

育苗と栽培管理用機

械 

平成 26年度農

作業安全指導

技能向上研修

会 

兵庫県農業機

械化協会 

（企画調整・経営

支援部） 

九村 俊幸 

(農産園芸部) 

牛尾 昭浩 

礒野 幸浩 

藤田 堅次 

1月 29日 農業者    100名 農作業安全 

農業機械の操作 

臨時農業用大

型トラクター

技能講習会 

兵庫県農業機

械化協会 

（農産園芸部） 

礒野 幸浩 

加西会場 

2月 17～20日

農業者    100名 

 

 

トラクター操作、安

全運転技術 

平成 26年度土

壌・施肥診断

手法講習会 

全農兵庫県本

部 

（農産園芸部） 

松山 稔 

牧  浩之 

3月 20日 営農指導員等 30名 ほ場研修 

土壌の物理性と土壌

調査 

土壌・施肥診断の基

礎と肥料計算 

平成 26年度農

作業安全指導

技能向上研修

会 

兵庫県農業機

械化協会 

（企画調整・経営

支援部） 

九村 俊幸 

(農産園芸部) 

松本 功 

牛尾 昭浩 

礒野 幸浩 

3月 18日 農業者   100名 農作業安全 

農業機械の操作 
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１３ 出版物等 

平成 25年度 兵庫県立農林水産技術総合センター年報（農業編） 

ひょうごの農林水産技術（農業編）No.185～188 

平成 26年度 試験研究成果紹介パネル 

平成 27年度 学生募集要項（農業大学校） 

平成 27年度 農業大学校案内 

平成 27年度 農業大学校学生募集ポスター 

平成 27年度 学生便覧（農業大学校） 

平成 27年度 教育計画（農業大学校） 

兵庫県立農林水産技術総合センター研究報告（農業編）第 63号 

兵庫県立農林水産技術総合センター研究報告（畜産編）第 51号 

黒毛和種種雄牛一覧表（平成 26年度）大・小 

「新しい農業を育てる」第48集 
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平成 26 年度版 年報（農業編）編集委員 

所 属 職 名 氏  名 備考 

総務部 所長補佐兼課長 澤野  勝  

企画調整・経営支援部 

 

所長補佐（農業普及担当） 榎本 拓司  

研究主幹（企画調整担当） 藤中 邦則 委員長 

主席研究員 松浦 克彦  

農業大学校 副校長 池内 俊久  

農業技術センター 

農産園芸部 

研究主幹（主作・経営担当） 池上  勝   

研究主幹（野菜担当） 青山 喜典  

研究主幹（果樹・花き担当） 吉田 晋弥  

同  病害虫部 研究主幹（防除指導担当） 前川 和正  

畜産技術センター 

家畜部 

 

研究主幹（肥育牛担当兼中小家畜担当） 

 

設楽  修 

 

北部農業技術センター 

農業・加工流通部 

 

部長 

 

福嶋  昭 

 

 

同 畜産部 部長 福島 護之  

淡路農業技術センター 

農業部 

 

部長 

 

小林 尚司 

 

同 畜産部 部長（酪農経営担当） 岡  章生  

 
 

平成２６年度 兵庫県立農林水産技術総合センター年報（農業編） 

平成 28年 3月発行 

発 行  兵庫県立農林水産技術総合センター 
兵庫県加西市別府町南ノ岡甲 1533 
電 話 0790－47－2408 
FAX 0790－47－0549 

編 集  企画調整・経営支援部 
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